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　島根大学は大学憲章において，「自然と共生する豊かな社会の発展に努める」

とともに「環境との調和を図り，学問の府にふさわしい基盤を整える」と謳い，教

職員，学生が協同して環境改善に取り組んでいます。その取組は，2004 年に全

学としてISO14001の認証取得を基本方針としてEMS構築を行うことを決定し，

2006 年 3月には松江キャンパスにおいて，そして，2008 年には出雲キャンパスを

含めてISO14001の認証を取得しました。このように本学は全国に先駆けて附属

病院を含む全キャンパスにおいてISO14001の認証を受け，積極的に環境改善

に取り組んできました。2013 年度から松江キャンパスでは認証による取組から自

立的なEMS活動に切り替え，「環境マネジメントシステム改善委員会」を評価組織として設置し，「環境教育」

「環境研究」「エネルギー」「生活系」「実験系」「ＣＡ」の項目ごとに各部局が中心となってPDCAサイク

ルによる環境改善を図るなど，新たなステージにおける活動を実践しています。出雲キャンパスでは，従前通り

ISO14001を基本に環境改善を図ることとしており，2014 年度には認証を更新しました。本学には，附属病院

や多くの実験系研究室があり，環境負荷が大きい事業体です。その意味からも，環境改善の取組は本学の大

きな社会的責任と考え，今後も環境改善の取組を推進していきます。

　2016 年度も本学の環境改善の主な活動としては，特別副専攻「環境教育プログラム」の継続的開講，学

部単位における全学生を対象としたEMS基本教育，環境教育・環境研究の実施とその成果の普及，実験

や診療等による環境負荷の低減，化学物質管理システムによる試薬等の管理，節電等によるエネルギー消費

の抑制，排出ごみの削減，安全・快適なキャンパス構築，学生 EMS委員会による取組等，様々な取組を継

続実施してまいりました。これら個々における継続的取組により，本学構成員の環境に対する関心・意識が向

上し，成果も着実に得られてきました。環境改善の取組は，地道な活動を継続していくことが最も重要と考え，

今後も粘り強く実践していきたいと考えています。

　島根大学は，自然と共生し，環境と調和した持続可能な社会の形成を目指し，学内環境の改善を行うとともに，

環境改善に資する研究による社会への還元や環境への意識を強く持った学生の育成を推進していきます。

　「島根大学環境報告書 2017」をご高覧頂きまして，お気づきの点等ございましたらご教授いただければ幸

いです。

	 島根大学長		
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2 ౡࠜେֶの環境のऔ
　大学憲章に基づき，自然と共生する豊かな社会の発展に努めるために，環境方針を定め，学生・
教職員の協同のもと，学生が育ち，学生とともに育つ大学づくりを推進しています。環境教育・
環境研究・エネルギー等の具体的な取組内容は，「　2016 年度の環境に配慮した取組」に掲載し
ています。

ᾇౡࠜେֶݑষ
　島根大学は，学術の中心として深く真理を探究し，専門の学芸を教授研究するとともに，教育・
研究・医療及び社会貢献を通じて，自然と共生する豊かな社会の発展に努める。とりわけ，世
界的視野を持って，平和な国際社会の発展と社会進歩のために奉仕する人材を育成することを
使命とする。
　この使命を実現するために，島根大学は，知と文化の拠点として培った伝統と精神を重んじ，
「地域に根ざし，地域社会から世界に発信する個性輝く大学」を目指すとともに，学生・教職員
の協同のもと，学生が育ち，学生とともに育つ大学づくりを推進する。

　島根大学は，深い教養に裏づけられた高い公共性・倫理性の涵養を教育の基礎に置き，現代社
会を担う高度な専門性を身につけた人材の養成を行う。
　島根大学は，学生が，山陰の豊かな自然，歴史と文化の中で，学修や関連する諸活動を通して
積極的に社会に関わりながら，自ら主体的に学び，自律的人格として自己研鑽に努めるための環
境を提供する。

　島根大学は，社会の多面的要請に応えうる多様な分野の研究を推進するとともに，分野間の融
合による特色ある研究を強化し，国際的に通用する創造性豊かな研究拠点を構築する。
　島根大学は，社会の要請に応え，地域課題に立脚した特色ある研究を推進する。

　島根大学は，教育・学修，研究，医療を通して学術研究の成果を広く社会に還元する。
　島根大学は，市民と連携・協力して，地域社会に生起する諸課題の解決に努め，豊かな社会の
発展に寄与する。

　島根大学は，地域における国際的な拠点大学として，アジアをはじめとする国際社会に広く目
を向け，価値ある情報発信と学術・文化・人材の交流を推進することによって，国際社会の平和
と発展に貢献する。

　島根大学は，真理探究の精神を尊び，学問の自由と人権を尊重するとともに，環境との調和を
図り，学問の府にふさわしい基盤を整える。
　島根大学は，学内外の意見を十分に反映させつつ透明性の高い，機動的な運営を行う。

1. 豊かな人間性と高度な専門性を身につけた，自ら主体的に学ぶ人材の養成

2. 特色ある地域課題に立脚した国際的水準の研究推進

3. 地域問題の解決に向けた社会貢献活動の推進

4. アジアをはじめとする諸外国との交流の推進

5. 学問の自由と人権の尊重，社会の信頼に応える大学運営
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ᾈౡࠜେֶ環境ํ
　島根大学ݑষʹ͖ͮجɼશͯͷڭ৬һ͓Αͼ学ੜͷڠಇͱɼ࠷దͳϫʔΫϥΠϑόϥϯεͷͱ
ࣗવͱڞੜ͢Δ࣋ଓՄͳࣾձͷൃలΛΊͯ͟͠ɼҎԼͷ׆ಈΛੵۃతʹਪਐ͠·͢ɻ

̍ɽ環境վળʹ͢ࢿΔ๛͔ͳ人ؒੑɼྗΛʹ͚ͭɼੈքશମΛࢹʹೖΕͨ環境վળΛ学ͼߦ
ಈ͢Δ人ࡐΛҭ͠·͢ɻ

̎ɽ ڀݚՌʹΑΔ環境վળɼͦͷීٴʹΑΓɼ大学ͷ環境ͷΈͳΒͣɼࢢຽͱڠಇͯ͠Ҭ
環境͓Αͼٿ環境ͷվળʹΊ·͢ɻ

̏ɽ環境ͱ人͕ௐ͢ΔΩϟϯύεϚελʔϓϥϯ࡞ʹΑΓɼͱจԽͷڌʹ;͞Θ͍͠ڭҭɾ
ங͠·͢ɻߏΑͼΩϟϯύεϥΠϑʹշదͳ学環境Λ͓ڀݚ

̐ɽলݯࢿɼলΤωϧΪʔɼϦαΠΫϧਪਐɼάϦʔϯߪೖ͓ΑͼԽ学࣭ͷదਖ਼ཧʹΑΓɼ
Ԛછͷ༧ͱܧଓతͳ環境վળΛͯͬߦɼ環境ؔ࿈ͷ法ྩॱकΛపఈ͠ɼ環境ʹྀͨ͠ڭҭɼ
ɼҩྍʹΊ·͢ɻڀݚ

201��݄1ʢୈ�൛ʣ

島根大学　

ᾉౡࠜେֶ環境ϚωδϝϯτγεςϜମ੍ਤʢ����ʣ

˞ͳ͓ɼ2017 ΑΓ৽学෦ઃஔʹΑΓମ੍Λม͓ͯ͠ߋΓ·͢ɻ学ͷԼɼদߐɾग़Ӣ྆Ωϟ
ϯύε͕ʮ࿈ܞɾྗڠʯ͢Δ͜ͱͰɼ׆ಈͷൃ׆ԽΛਤ͍ͬͯ·͢ɻ

http://www.shimane-u.ac.jp/introduction/ems/ems_policy/
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ʢग़ӢΩϟϯύεʣ࢝։ߦࢼ
*40ຊ৹ࠪϑΝʔετεςʔδͷ࣮ࢪʢग़ӢΩϟϯύεʣ
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�݄
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10݄
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*40�����ఆظ৹ࠪ߹ ʢ֨দߐΩϟϯύεʣ͓ Αͼൣғ֦େ৹ࠪೝূऔಘʢग़ӢΩϟϯύεʣ

ʢෟଐපӃΛؚΉ૯߹大学ͱͯ͠શ国ॳͷೝূऔಘʣ
ʮୈ��ճ�環境ίϛϡχέʔγϣϯେ�環境報告書෦�༏लʯड
৽৹ߋ40* ʢࠪ�ʣड৹
֨߹৽৹ࠪߋ�����40*
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ʢฏ21ʣ

�݄
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10݄

ʮ環境ํʯͷվఆ
*40ఆظ৹ࠪड৹
*40ఆظ৹ࠪ߹֨
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ʢฏ22ʣ
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*40ఆظ৹ࠪड৹
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ʢฏ2�ʣ

�݄
7݄

�݄
10݄

ʮ環境ํʯͷվఆ
島根大学h লΤωϧΪʔએݴʱެ ද
島根大学અిͷऔ࣮ܭߦըʢฏ2�Նقʣࡦఆ
*40ఆظ৹ࠪड৹ʢग़ӢΩϟϯύεʣ
*40ఆظ৹ࠪ߹ ʢ֨ग़ӢΩϟϯύεʣ
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ʢฏ2�ʣ

1݄
�݄
�݄

10݄

11݄

島根大学અిͷऔ࣮ܭߦըʢฏ2�ౙقʣࡦఆ
島根大学અిͷऔ࣮ܭߦըʢฏ2�Նقʣࡦఆ
*40ఆظ৹ࠪड৹ʢग़ӢΩϟϯύεʣ
*40ఆظ৹ࠪ߹ ʢ֨ग़ӢΩϟϯύεʣ
দߐΩϟϯύε&.4վળҕһձͷઃஔ
島根大学અిͷऔ࣮ܭߦըʢฏ2�ౙقʣࡦఆ

201�
ʢฏ2�ʣ

�݄
�݄

10݄
11݄

島根大学અిͷऔ࣮ܭߦըʢฏ2�Նقʣࡦఆ
৽৹ࠪड৹ʢग़ӢΩϟϯύεͷΈʣߋ40*
߹৽৹ࠪߋ40* ʢ֨ग़ӢΩϟϯύεのΈʣ
島根大学અిͷऔ࣮ܭߦըʢฏ2�ౙقʣࡦఆ

201�
ʢฏ27ʣ

�݄
�݄

10݄
11݄

島根大学અిͷऔ࣮ܭߦըʢฏ27Նقʣࡦఆ
*40ఆظ৹ࠪड৹ʢग़ӢΩϟϯύεͷΈʣ
*40ఆظ৹ࠪ߹ ʢ֨ग़ӢΩϟϯύεのΈʣ
島根大学અిͷऔ࣮ܭߦըʢฏ27ౙقʣࡦఆ

201�
ʢฏ2�ʣ

�݄
�݄

10݄
11݄

島根大学અిͷऔ࣮ܭߦըʢฏ2�Նقʣࡦఆ
*40ఆظ৹ࠪड৹ʢग़ӢΩϟϯύεͷΈʣ
*40ఆظ৹ࠪ߹ ʢ֨ग़ӢΩϟϯύεのΈʣ
島根大学અిͷऔ࣮ܭߦըʢฏ2�ౙقʣࡦఆ

ᾊ環境ϚωδϝϯτγεςϜのऔܦҢ

国立大学法人 島根大学　環境報告書 20172 ౡࠜେֶの環境のऔ

4



ᾋ ����の環境తɾඪୡ成
ɹ˔দߐΩϟϯύεʢ評価݁ՌάουϙΠϯτҰཡʣ

দߐΩϟϯύεͰɼ201� ΑΓ৽γεςϜʹҠͨ͜͠ߦͱʹ͍ɼ֤࣮ࢪ෦ہʢ৫ʣ͕
立ͯͨܭըʹରͦ͠ΕͧΕ͕औΓΜͩ݁Ռͷ報告Λड͚ɼ環境վળҕһձʹ͓͍ͯධՁΛ͏ߦ
ʹͳΓ·ͨ͠ɻվળҕһձͰͷධՁͷ݁Ռɼଞ෦ہʹਫฏల։͍߲ͨ͠ࣄΛؚΜͩάουϙΠ
ϯτͱͯ͠ධՁ͞Εͨ༰ΛҰཡʹ·ͱΊ·͢ɻ

①環境教育
環境目的 環境目標 実施部局（組織）等 評価（グッドポイント）

学ੜͷ環境Ϧςϥγʔ
ΛߴΊΔ

1� ಛผ෭ઐ߈ͷୡ
ඪ

2� 学෦·ͨ学Պͷ
%1�$1 ͷ த ͷ 環
境ཁૉΛ࣮ݱ

法จ学෦ɾ法ڀݚՊ
学෦͔Β大学Ӄ·Ͱ΄΅学ੜશһʹରͯ͠ &.4 ҭΛड͚ڭຊج
ΔػձΛઃ͚͍ͯΔ͜ͱ༏Ε͍ͯΔͰ͋Γɼޙࠓଓ͚ͯ
͍ͬͯ΄͍͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ

ҭ学෦ڭ

ॳͷܭը௨Γɼ環境ࢠࣉͷϓϩάϥϜΛ࣮͠ࢪɼڭ৬大学Ӄ
ͷݚमࣜܗͷϓϩάϥϜͱͯ͛͠Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨͷ༏Εͯ
͍ΔͰ͢ɻ
·ͨɼ͜ͷڭҭ׆ಈΛશ学෦ͷ։์ۀࣄͱͨ͜͠ͱ͘ߴධՁ
Ͱ͖·͢ɻ

ੜݯࢿՊ学෦
学ੜͷ環境ڭҭͷॆ࣮ͨΊʹɼ͜Ε·ͰͷऔΛ &.4 χϡʔ
εͱͯ͠学෦ڭһͷपɾ͑ݟΔԽͨ͜͠ͱ͘ߴධՁͰ͖·
͢ɻ
·ͨɼܧଓ͢Δ͜ͱͰऔ͕ੵ͍ͯ͘͜͠ͱॏཁͳͰ͢ɻ

૯߹ཧ学ڀݚՊ
ਖ਼՝ͷतۀʹ環境ڭҭ͕Έࠐ·Ε͍ͯΔɼ学ੜ͕ࣾձʹग़
͔ͯΒ環境Λ͑ߟɼ環境ʹؔ͢ΔऔΛ্͏ߦͰɼॏཁͰ͋Γɼ
༏Ε͍ͯΔͰ͋Δͱ͍ࢥ·͢ɻ

ߏػԉࢧҭɾ学ੜڭ

શ学෦ͷ学ੜΛରͱͨ͠ಛผ෭ઐ߈ʮ環境ڭҭϓϩάϥϜʯ
ͱͯϢχʔΫͳऔͰ͋ΓɼڭҭධՁॆͳ͞Ε͍ͯ·͢ɻ
201�  � ໊ͷमྃੜΛഐग़͠ɼొ ऀ͕ 71 ໊ʢ201�
 �� ໊ɼ201�  �1 ໊ʣͱɼॱௐʹ࣮ΛॏͶ͍ͯΔ
͕༏Ε͍ͯ·͢ɻ

②環境研究
環境目的 環境目標 実施部局（組織）等 評価（グッドポイント）

環境ڀݚՌͷීٴΛ
ਪਐ͢Δ　　　　　　　　　　

大学ͷ׆ڀݚಈΛप
͠ɼࢢຽͷ環境ҙࣝ
ΛߴΊΔ

ҭ学෦ڭ

จՊল͔Βͷಛผ༧ࢉાஔ͕ऴ͔ྃͯ͠Βɼ࣋ଓతʹʮ環境ࣉ
ධՁͰ͖·͢ɻ͘ߴΔɼ͍ͯ࣋͠ಈΛҡ׆ʯͷࢠ
࠷ʹҭ学෦ͷதͰ大学ੜɾ大学ӃੜΛରڭһΛཁ͍ͯ͠Δڭ
৽ͷڀݚՌΛप͍ͯ͠Δະདྷʹ͕ܨΓૉΒ͍͠ͱ͍ࢥ
·͢ɻ

ੜݯࢿՊ学෦ 学֎ͷ報ൃ৴ʹੵۃతʹऔΓΈɼ࢈学࿈ܞΛ௨ͯ͠Ҭʹ
Δ͕ධՁͰ͖·͢ɻ͍ͯ͠ݩՌΛؐڀݚ

૯߹ཧ学ڀݚՊ
Պ学Πϕϯτެ։࠲ߨɼ৽ฉ報ಓΛͯͬɼࢢ͘ຽຊ学ͷ
ධՁͰ͖·͢ɻ͘ߴՌΛ͍͑ͯΔ͕ڀݚ
ΠϕϯτͷࢀՃ人 $IFDL ͱͯ͠໌ࣔ͞Ε͓ͯΓɼࡢͷ
ΟʔΫϙΠϯτ͕վળ͞Ε·ͨ͠ɻ

̏環境Ϛωδϝϯτର
Ԡҕһձ

学֎ʹੵۃతʹ報Λൃ৴͍ͯ͠·͢ɻ
ࣄɼެ։࠵ɼՊ学Πϕϯτͷ։࡞Λࢠհڀݚͯͬैʹըܭ
ɻ͢·͍ͯ͠ٴՌΛීڀݚຽʹຊ学ͷࢢ͘ɼͯ͠࠵Λ։ۀ
ੳྔతɾ࣭తͳ؍͔Βͳ͞Ε͓ͯΓɼͦΕΛ࣍ʹجͷ
՝Λ୳͠ܭըΛ立͍ͯͯ·͢ɻ

③エネルギー
環境目的 環境目標 実施部局（組織）等 評価（グッドポイント）

ిྗɾΨεɾॏ༉ɾਫ
ಓͷফඅʹ͏ $02
ͷൖग़Λ੍͢Δ
ʻલൺ̍ˋݮʼ

w અిͷऔ࣮ܭߦը
ʢ201� ʣՆق
Λ݄̒ɼౙقΛ̍̍
ʹఆ͠ɼ͜Εࡦʹ݄
ԊͬͨऔΛ͏ߦɻ

w ΤωϧΪʔ༻߹ཧ
Խʹؔ͢Δ法ʹ
ʹըܭظத͖ͮج
ΑΔলΤωઃඋվળ
Λ࣮͢ߦΔɻ

法จ学෦ɾ法ڀݚՊ
ɼ͞Βʹ८ճ͍͠ߦͳͲΛࢭͷؒҾ͖ΤΞίϯͷࣗಈఀޫܬ
ͯফ͠ΕͳͲͷҙىשΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ظΓɼ͞ΒͳΔޮՌ͕͕͋ٴݴɼΤΞίϯར༻ʹ͍ͭͯޙࠓ
Ͱ͖·͢ɻ

ੜݯࢿՊ学෦

ຖ݄ൃ͞ץΕΔ &.4 χϡʔεઅిཁϝʔϧͷ৴ʹΑΓɼ
ҙ͕ࣝߴ·͍ͬͯΔͱͱʹɼશମۭௐͷఀظ࣌ࢭΛܭը͠ɼ࣮
Ͱ͖ͨ͜ͱ大͍ʹධՁͰ͖·͢ɻߦ
·ͨɼΤΞίϯͷϑΟϧλʔਗ਼ͷपΛਤͬͨ͜ͱʹ͍ͭͯ
ධՁͰ͖·͢ɻ

̏環境Ϛωδϝϯτର
Ԡҕһձ

னٳΈͷফ౮ɼఆ࣌ୀۈͷলΤωΛܭըɼ࣮͞ࢪΕ͍ͯΔ͜
ͱΤΞίϯͷϑΟϧλʔਗ਼Λ࣮֬ʹ࣮͞ࢪΕ͍ͯΔ͜ͱɼ·
ͨɼซͤͯઔ෩ػͳͲʹΑΓɼྫྷؾஆؾΛ॥環ͤ͞ΔΛ͠
͍ͯΔ͜ͱ͔Β大͍ʹධՁͰ͖·͢ɻ

ہࣄ
লΤωʹର͢Δҙࣝ͘ߴɼܧଓతʹऔΓ·Ε͓ͯΓɼࣗಈফ
౮ث۩ͷઃஔனٳΈఆ࣌ୀۈͷফ౮ɼ·ͨɼΤΞίϯͷϑΟ
ϧλʔਗ਼Λ࣮͍ͯ͠ࢪΔ͜ͱධՁͰ͖·͢ɻ
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④生活系
環境目的 環境目標 実施部局（組織）等 評価（グッドポイント）

ੜ͝ܥ׆ΈʹΑΔ環境
ෛՙΛ͢ݮΔ
ʻੜ͝ܥ׆Έͷഉग़ྔʼ

ຊ学Ͱͷੜ͝ܥ׆Έ
ผΛపఈͤ͞Δ͜ͱ
Ͱɼۀ࢈ഇغͱͯ͠
ॲ͍ͯ͠ΔҰൠഇغ
Λผ͠ɼશମྔ
มΘΒͳ͍͕ۀ࢈ഇغ
ͷഉग़ྔΛࡢ࣮
ΑΓݮΒ͢
ʻॲඅ༻શମͷݮʼ

法จ学෦ɾ法ڀݚՊ ͝Έͷॲཧɼผʹؔͯࣗ͠ओతཧΛ͏ߦҙ͕ࣝߴ·͖ͬͯͯ
͍Δ͜ͱ͕Ӑ͑·͢ɻ

ੜݯࢿՊ学෦
ύϫʔϙΠϯτࡐڭͷ༻ɼখςετͷ࣮ࢪʹ͍ͭͯɼޙࠓ
͞Ε·͢ɻظΕΔ͜ͱͰ࣮֬ͳՌʹͭͳ͕Δ͜ͱ͕͞ࢪ࣮
̢̨̚χϡʔεϙελʔʹΑΔपܧଓ͢Δ͜ͱͰҙࣝͷਁ
Ͱ͖·͢ɻظ͕ಁ

૯߹ཧ学ڀݚՊ
ෆཁͷॲʹΑΓಘΒΕͨεϖʔε͕ڀݚՊڞ௨εϖʔεͱ
ͯ͠༗ޮ׆༻ʹͭͳ͕ͬͨ͜ͱɼ׆ಈͷ༗༻ੑ͕ʹ͑ݟΔܗ
Ͱ۩ମԽ͞ΕͨՌͰ͋ΓɼۃΊͯ͢Β͍͠ͷͰ͢ɻ

̏環境Ϛωδϝϯτର
Ԡҕһձ

ίϐʔ༻ࢴͷ༻ํ法ɼ͝Έͷผɾഉग़ʹؔ͢Δҙࣝఆண͠
͖͍ͯͯΔͱ͍ࢥ·͢ɻ

⑥キャンパス・アメニティ
環境目的 環境目標 実施部局（組織）等 評価（グッドポイント）

҆શͰշదͳΩϟϯύ
εΛͭ͘Δ

҆શɾ҆৺Ͱ࣋ଓՄ
ͳΩϟϯύε環境ͷॆ
࣮ΛਤΔͱͱʹɺ
Ҭʹ։͔ΕѪ͞ΕΔ
Ωϟϯύεͱͯ͠Ξϝ
χςΟͷ্ٿ環
境ʹ͍͞͠Τίϩ
δʔΩϟϯύεͷ
Λਪਐ͢Δɻ

法จ学෦ɾ法ڀݚՊ ࢪ࣮ʹଓతܧͷਗ਼ͳͲ͕ࣨڭͱಉ༷ɼ法จ౩पล͓Αͼࡢ
͞Εɼ環境͕ҡ࣋͞Ε͍ͯ·͢

ҭ学෦ڭ
Ֆஃͷඋ͕ਐΈ学֎ऀʹରͯ͠ҹͱͳ͍ͬͯΔ͜ͱ͕Θ
͔Γ·͢ɻ"DUJPOʢ࣍ͷΠϝʔδʣͱͯ͠ͷ՝͕ࡌه
͋Γɼ࣍Ҏ߱ͷऔ໌֬Ͱ͢ɻ

̏環境Ϛωδϝϯτର
Ԡҕһձ

ਤ書ؗपลͷ環境ඒԽ͕ܧଓతʹ࣮͞ࢪΕɼதظతͳޮՌ͕ظ
Ͱ͖·͢ɻ

ہࣄ ಈ͕͞Εͯ׆ͷͨΊͷ࣋ը௨ΓʹΩϟϯύεͷշదͳ環境ͷҡܭ
͓Γɼ৬һͷҙ͍ࣝߴͰ͢ɻ

⑤実験系
環境目的 環境目標 実施部局（組織）等 評価（グッドポイント）

༗࣭ʢδΫϩϩϝ
λϯɼϕϯθϯɼΫϩ
ϩϗϧϜʣʹΑΔ環
境ԚછΛ༧͢Δ
ʻਫ࣭ͷੳ݁Ռʼ

学֎์ྲྀਫͷਫ࣭Λ法
ఆج४ɼࢦʹอ
ͭ
ʻਫ࣭ͷੳ݁Ռʼ

ੜݯࢿՊ学෦
ʣɼࢪՊͰখςετ࣮ڀݚʢࢪҭͷ࣮ڭຊج༗Խɼڞͷࡐڭ
·ͨɼ&.4 χϡʔεͷൃߦʹΑΔҙىשʢಛʹɼഇغ͕大
ྔൃੜ͢Δʹඋ͑ͨ 1 ݄ͷλΠϜϦʔͳҙىשʣͷ
औ͘ߴධՁͰ͖·͢ɻ

૯߹ཧ学ڀݚՊ
Ҏલʹ࡞͞Εͨ࣌ٸۓରԠςετͷಈըΛجͨ͠༺׆ຊڭҭΛ
Ε͞ࢪςετ࣮ʹࡍଓ͠ɼ·ͨɼ࣮ܧ  ͞Βʹɼͦͷ༷ࢠΛಈ
ըʹࡱӨ͞Εͯޙࠓͷجຊڭҭʹ͔ͤ׆ΔΑ͏ʹ͞Εͨ͜ͱۃ
Ίͯ͘ߴධՁͰ͖·͢ɻ

ɹ˔ग़ӢΩϟϯύε
①環境教育

番号 環境目的 環境目標 実施内容 実施結果 評価

1

環境ʹྀͨ͠
人ࡐΛҭ͢Δ

環境ؔ࿈तۀΛ࣮ࢪ
͠ɼ環境ʹؔ͢Δྙཧ
ɾࣝɾཧղɾٕɾ؍
ྗྔΛͭ࣋人ࡐͷҭ

環境ؔ࿈तۀΛ࣮͢ࢪ
Δɻ

ΧϦΩϡϥϜʹΑ࣮ͬͯࢪɼ֤࠲ߨΛରʹΞϯέʔτ
Λ࣮͠ࢪ環境ؔ࿈तۀՊΛѲͨ͠ɻ ˓

学ੜͷ環境ҙ ɾࣝߦಈɾ
ධՁΞϯέʔτΛܭը
͠ɼ࣮͢ࢪΔɻ

ҩ学Պ � ੜɺޢ学Պ 2 ੜΛରʹ環境ҙࣝɾߦಈɾ
ධՁʹؔ͢ΔΞϯέʔτΛ࣮͠ࢪɼग़ӢΩϟϯύεʹ͓͚
Δ環境ؔ࿈तۀՊͷચ͍ग़͠Λͨͬߦɻ
͜Ε·ͰͷΞϯέʔτ݁Ռ͔Βɼҩ学෦ͷ環境ؔ࿈तۀΛ
Ѳ͠ɼҩ学෦学ੜ͕学Ϳ͖環境ڭҭʹ͍ͭͯݕ౼ɼ
ཧͨ͠ɻ

˓
Ξϯέʔτͷूܭɾධ
ՁΛ࣮͠ࢪɼ݁ՌΛ学
ੜʹؐ͢ݩΔɻ

2
島根大学ҩ学෦ͱͯ͠
ͷ環境ڭҭମ੍Λߏங
͢Δ

୲ऀʹΞϯέʔٛߨ
τΛ࣮͠ࢪɼग़ӢΩϟ
ϯύεʹ͓͚Δ環境ؔ
࿈तۀՊͷચ͍ग़͠
Λ࣮͠ࢪɼ࣮ଶΛѲ
͠ɼ՝Λཧ͢Δɻ

ݚҭɺ環境ڭͷચ͍ग़͠ͷͨΊɼʮ環境ۀͳΔ環境ؔ࿈तߋ
ʹ͍ͭͯͷΞگঢ়ࢪԋձͷ࣮ߨΑͼ環境ʹؔ͢Δ͓ڀ
ϯέʔτʯʹͯҩ学෦֤࠲ߨʢڭतɺ&.4 ਪਐһʹి
ɻͨ͠ࢪ࣮ʹϝʔϧʹͯૹʣΛରࢠ

˓

ҩ学෦学ੜ͕学Ϳ͖
環境ڭҭʹ͍ͭͯɼݕ
౼ɼཧ͢Δ

ۀɼҩ学෦ͷ環境ؔ࿈त͠ࢪΔΞϯέʔτΛ࣮ؔ͢ʹٛߨ
֤तۀՊͷதͷςʔϚͱ࣮ͯ͠͞ࢪΕ͍ͯΔ࣮ঢ়Λ
Ѳͨ͠ɻ環境ڭҭʹ͍ͭͯ͞Βʹମܥతʹ学ΔतۀΧϦ
ΩϡϥϜͱ͢ΔͨΊͷ՝ͷચ͍ग़͠Λͨͬߦɻ

˓

3 環境ʹྀͨ͠
人ࡐΛҭ͢Δ

環境࣮ફ׆ಈΛ࣮ࢪ
͠ɼ࣮ફతଶΛߴΊ
Δ

学ੜͷࣗओత׆ಈʢ学
ੜ̢̨̚ਪਐҕһձٞ
ͷఆظత։࠵ɼ学ੜ̚
̢ ̨ χ ϡ ʔ εɼ ২ 
ͷ ܧ ଓɼ Ω ϟ ϯ ύ ε
ΟʔΫͷࢀՃʣ
ͷࢧԉ

ఆظతʹ։͞࠵ΕΔ学ੜ &.4 ਪਐһձٞʹಉ੮͠ɺ学ੜ͔ΒͷఏҊࣄ
߲ʹ͍ͭͯॿ͓ݴΑͼ大学ࣄ෦ͷྗڠཁΛͨͬߦɻ学ੜ &.4
ਪਐһද͕৽ೖੜΦϦΤϯςʔγϣϯͰ学ੜ &.4 ಈʹ͍ͭͯઆ໌׆
͢Δ४උΛࢧԉͨ͠ɻΦʔϓϯΩϟϯύεʹ߹Θ࣮ͤͯ͞ࢪΕΔୈ 1 ճɼ
ୈ 2 ճΩϟϯύεΫϦʔϯσʔʢ7 ݄ � ɼ10 ݄ 7 ։࠵ʣલޙʹ学
ੜʹΑΔΩϟϯύεΟʔΫΛ࣮͢ࢪΔ͜ͱͱ͠ ɺ学ੜʹपͷͨΊͷϙ
ελʔ࡞ ŋ ͱ͠ࡦͼ͔͚ͨɻෆదறंରݺՃΛࢀɺࣔ͠ܝ ͯϓϥϯ
λʔɾു২͑২Λ学ੜͱҰॹʹೖ学ࣜલͷय़ͱळʹ͍ߦɼறं۠ࢭې
ҬͰறं͢Δं͕ଟ͍ͱ͜ΖΛத৺ʹϓϥϯλʔΛઃஔͨ͠ͱ͜Ζɺෆద
றं͕ݮগͨ͠ɻদߐΩϟϯύε学ੜ &.4 ҕһͱͷ߹ಉձٞΛ 11
݄ 1� ʹ։͠࠵ɺ環境ڭҭۀ࡞෦ձһಉ੮ͯ͠ҙަݟΛͨͬߦɻ

˓
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②環境研究
番号 環境目的 環境目標 実施内容 実施結果 評価

1

環境ڀݚΛਪਐ
ͯ͠ɼͦͷՌ
Λࣾձʹؐ͢ݩ
Δ

環境ڀݚͷ࣮ଶௐ
ࠪΛ࣮͠ࢪɼ環境
ΛѲگͷঢ়ڀݚ
͢Δ

گͷঢ়ڀݚͷ環境ऀڀݚ
ʹؔ͢ΔΞϯέʔτΛ࣮ࢪ
͢Δ

ΞϯέʔτΛ࣮͠ࢪɼ࠷৽݁ՌΛͱΓ·ͱΊɼ8FC ্ʹ
දɻެ͠ࡌܝ ˓

ͱΓ·ͱΊ݁ՌΛ大学̴̬
̱ϖʔδͰެ։͢Δ

2 環境ڀݚͷීࡦٴ
Λ࣮͢ࢪΔ

Ξϯέʔτͷ݁Ռ͔ऀڀݚ
Βڀݚ報ΛͱΓ·ͱΊɼ
8FC ϖʔδΛ࡞͠ɼҰൠ
ެ։͢Δ

環境ʹؔ͢Δࢢຽެ։࠲ߨΛ
ը͠ɼܭͯ͠ܞɼҬͱ࿈ߦ
։͢࠵Δ

ʵ環境ͱ߁環境ͱ݈׆ͷςʔϚΛʮۙͳੜ࠲ߨຽެ։ࢢ
පؾͷ༧ʯͱ͠ɼࢢຽ͕ؔ৺ͷ͍ߴͱࢥΘΕΔ༰ͱ͢
Δ͜ͱͰɼҩ学෦൛環境ڀݚग़લٛߨͱҐஔ͚Մͳ
ͷͱͨ͠ɻۙʹͳ͍ࢀՃऀ͕ू·Γɼؔ৺ͷ͕͑͞ߴ
ͨɻ

˓

環境ʹؔ͢Δࢢຽެ։࠲ߨ։
౼ݕͷޮՌతͳपํ法Λ࠵
͠ɼ࣮͢ࢪΔ

201�  12 ݄ � ʹग़ӢࢢͷޙԉͰ環境ʹؔ͢Δࢢຽ
ެ։࠲ߨΛ։͠࠵ɼ�0 ໊ͷࢀՃ͕͋ͬͨɻ ˓

3
ಛච͖͢環境ݚ
Λநग़͠ɼެ։ڀ
͢Δ

ͱ Γ · ͱ Ί ݁ Ռ Λ 大 学
8FC ϖʔδɼ報ࢽͰ
報͢Δ

ࢪԋձͷ࣮ߨͼ環境ؔ࿈ٴڀݚΛରʹɼ環境࠲ߨ֤
ঢ়گΞϯέʔτΛ࣮ࢪɻ8FC ެදɻࢴͼຊٴࡌܝ ˓

ܭͷΞϯέʔτΛऀڀݚ
ըɾ࣮͠ࢪɼಛච͖͢環境
·Λநग़͠ɼ݁ՌΛͱΓڀݚ
ͱΊΔ

4
環境ڀݚՌͷී
ΔௐࠪΛؔ͢ʹٴ
Δ͢ࢪ࣮

ؔʹٴͷՌͷීऀڀݚ
͠ΞϯέʔτΛܭը͠ɼ࣮
Δ͢ࢪ

5
島根大学ҩ学෦ͱ
ͯ͠ͷ環境ڀݚମ
੍Λߏங͢Δ

環境ڀݚମ੍Λਪਐ͢Δͨ
ΊͷڀݚඅΛਃ͢Δ

Խʹͭͳ͛ͯੑ׆ͷڀݚ໘͔Βग़ӢΩϟϯύεͷ環境ۚࢿ
͍ͨ͘Ίʹɼ201�  10 ݄ʹฏ 2� Պ学ڀݚඅॿ
ۀࣄʢ学ज़ڀݚॿۚجॿۚʣͷج൫ڀݚʹ 1 ݅ਃ
ͨ͠ɻ

˓

③エネルギー
番号 環境目的 環境目標 実施内容 実施結果 評価

1 ೋࢎԽૉഉग़
ྔΛ͢ݮΔ　

ೋࢎԽૉഉग़ྔ
Λ͢ݮΔ

ిྗɿෆ࣌ࡏͷফ౮ɾઅిͷ
ཧɾۭௐͷԹཧ ӡ༻ཧ݁ݕՌʹΑΓɼ֤औ༰Λ࣮ફͨ͠ɻ

ΤωϧΪʔফඅྔʹ͍ͭͯɼલൺͰిྗ͕̍ɽ̓ ˋ
૿ɼ̖ॏ༉͕̐̐̕ɽ̏ Ψε̍̍ɽ̒ࢢɼݮˋ Ͱిݮˋ
ྗͷ༻ྔͱॏ༉ͷ༻ྔ͕૿Ճ͢Δ݁Ռͱͳͬͨɻ
͜ͷ͜ͱɼෟଐපӃܦӦ׆ಈʢྍ׆ಈʣͷ্ʹΑΔ
ͷͱਪଌ͞Εɼ͜ͷ͜ͱʹ͏̘̤ 2 ഉग़ྔ̓ɽ̑ ˋ
૿Ճ͢Δ͜ͱͱͳͬͨɻ
ҰํͰ্ਫಓ༻ྔલൺ̔ˋݮগͨ͠ɻ

˚

ΨεɿΤείൃిػͷޮ
ཧɾۭௐͷԹཧ

ॏ༉ɿॏ༉೩ྉࣗՈൃిػͷ
ޮཧɾম٫ઃඋͷޮ
ཧ

ਫɿਫ༻ྔͷݮ

④生活系
番号 環境目的 環境目標 実施内容 実施結果 評価

1 Ұൠഇغͷഉ
ग़ྔΛ͢ݮΔ

һɼߏһɼ४ߏ
大学ɾෟଐපӃ
ग़ೖΓ͢Δ人ʑͷ
環境ྀʹର͢Δ
ҙࣝΛߴΊɼҰൠ
ഇغͷഉग़ྔΛ
͢ݮΔ

̧̏ ͷ࣮ࢪঢ়گʹ͍ͭͯఆظతʹ
ௐࠪ͠ɼվળ͕ඞཁͳ߲ࣄʹ͍ͭ
ɼରԠΛਐΊΔ͠౼ݕͯ

201� ݄̕ͱ 2017 ݄̎ʙ݄̏ʹҩ学෦ɾෟଐපӃ
ͷෳ෦ॺͰ̧̏ͷ࣮ࢪঢ়گʹ͍ͭͯӡ༻ཧ߲ݕʹ
Ԋͬͯ८ࢹݕΛ͍ߦɼ༗ޮྫࣄվળ߲ࣄͷ֬ೝΛ͍ߦɼ
ରԠࡦΛݕ౼ͨ͠ɻ

˓

Ұൠഇغͷഉग़ྔɼϦαΠΫϧ
ྔɼϖοτϘτϧΩϟοϓͷճऩྔɼ
ӡ༻ཧ݁ݕՌΛू͠ܭɼϗʔ
ϜϖʔδͰެද͢Δ

ɼ環境σʔλͱͯ͠ϗʔϜϖʔδͰެ͠ܭूʹͱ͝ظ࢛
දͨ͠ɻ ˓

大学ɾෟଐපӃͷग़ೖऀۀʹର
̧ͯ̏͠ ͷ࣮ફΛ௨ͨ͠Ұൠഇغ
ͷഉग़ྔݮʹ͍ͭͯɼ̚ ࣄ̨̢
Λཁ͢ΔྗڠΛ௨ͯ͠ہ

݄̑ʹ大学ɾෟଐපӃͷग़ೖऀۀʹର̧ͯ̏͠ͷ࣮ફΛ
௨ͨ͠Ұൠഇغͷഉग़ྔݮʹ͍ͭͯɼ̢̨̚ࣄہΛ
௨ͯ͠ྗڠΛཁ͠ɼडྖ書ʹΑΓͦͷҙࢥΛ֬ೝͨ͠ɻ

˓

̧̏ ͷ࣮ફɼϖοτϘτϧΩϟοϓͷ
ճऩӡಈʹ̢͍ͭͯ̚ मձɼ̚ݚ̨
̢̨ਪਐһΛ௨ͯ͠ྗڠΛґཔ
͢Δ

Λґཔͨ͠ɻྗڠमձ̢̨̚χϡʔεΛ௨ͯ͠ݚ̨̢̚ ˓

̍̌ ̧݄̏ ͷਪਐ݄ؒͰ͋Γɼϙ
ελʔͷࣔܝʹΑΓɼ大学ʹग़ೖΓ
͢Δશͯͷ人ʑʹ͚ͯɼ̏ ̧ͷ࣮
ફΛݺͼ͔͚Δ

10 ݄ʹ大学ͷࣔܝ൘ʹϙελʔΛࣔ͠ܝ �3 ͷ࣮ફΛ
ͼ͔͚ͨɻݺ ˓
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⑤実験系
番号 環境目的 環境目標 実施内容 実施結果 評価

1

ಟܶɾݥةɼ
ಛఆԽ学࣭ͷ
環境தͷഉग़
ΛݮΒ͠ɼݥة
ͷ҆શͳ༻
ͱอΛ͢Δ

ಟܶɾຑༀٴͼਫ਼
ਆༀɾݥةɾಛఆԽ
学࣭ɾ1353 法ର
࣭ͷཧ

Խ学࣭ཧγεςϜ
ͷվྑɼӡ༻ํ法ͷݕ
౼͓Αͼվਖ਼

֤෦ہͰͷૢ࡞৽γεςϜʹ߹Θͤͨༀཧํ法
ͳͲʹ͍ͭͯ &.4 ͱͱʹɺίϯαϧςʔγϣϯہࣄ
Λͨͬߦɻ·֤ͨ࠲ߨͰͷঢ়گʹ߹Θͤͨཧํ法ʹ͍ͭ
ͯೖྗͷࢦಋิॿΛͨͬߦɻ

˓

֤෦ॺʹؒظग़ͷ
ͳ͍ಟܶɾݥةΛ
告͠ɼෆඞཁͳԽ学
࣭ͷճऩΛ͏ߦɻ

݄̏ʹෆཁࢼༀͷճऩΛ࣮ͨ͠ࢪɻ ˓

ղ࣮शࣨɼපཧ෦
ɼͦͷଞυϥϑτࣨݕ
Λઃஔ࣮ͨࣨ͠ݧʹ͓
͚Δۀ࡞環境தͷ༗
࣭ͷଌఆ

ղ࣮शࣨɼපཧ෦ࣨݕͰͷఆظతͳଌఆΛ࣮ͯ͠ࢪ
͍Δɻ ˓

Խ学࣭ཧγεςϜ
ͷ׆༻ํ法ͷप

ʹɼԽ学࣭ཧγεςϜ͠ࡌܝྉΛࢿ法ͷํ༺׆ʹ̥̝
ؔ͢Δরձʹରͯ͠దٓରԠͨ͠ɻ

˓

ಟܶɾݥةɾಛఆ
Խ学࣭ͷదਖ਼ཧ
ΊΒΕΔ࣭ͷอٻ͕
ͱ༻ํ法ͷڭҭ

˓

ಟܶɾݥةɾಛఆ
Խ学࣭ͷదਖ਼ཧ
ΊΒΕΔ࣭ͷอٻ͕
ঢ়گͱ༻ঢ়گͷ
Ѳ

ҩ学෦ɾෟଐපӃͷ৬८ࢹͷࡍʹαϯϓϧͱͯ͠ಟܶ
σʔλΛఏ͢ڙΔͱͱʹԽ学࣭ཧγεςϜͷదਖ਼
ͳՔಈঢ়گͷ֬ೝΛߦͳͬͨɻ

˓

2
ഇӷͷ環ܥݧ࣮
境ͷഉग़Λݮ
Β͢

ഇӷճऩྔͷཧ

ഇӷखҾ書ͷվఆݧ࣮

Խ学࣭ཧγεςϜͷӡ༻ʹ߹ΘͤͨखҾ書ͷվగΛݕ
౼͍ͯ͠Δɻ

˚

˚
ผݸഇӷखҾ書ʢݧ࣮
ճऩͱࠞ߹ɾதࢭېʣ
ͷपɾڭҭʢ̴ �̴̻
̰́ ̸̽ ̶̽ΛؚΉʣ

ଶʹର͢ΔରԠࣄٸۓ
ͱ࿈བྷମ੍ͷ܇࿅ 2017 ݄̏ �0 ʹࣄٸۓଶςετΛ࣮͠ࢪɼ学ഇغ

ूੵॴʹෆదͳഇغʢԽ学ༀɼӷମΰϛʣ͕
ൖग़͞Εͨ߹ʹ͓͚Δదͳରॲʹؔ͢ΔγεςϜ֬ೝ
Λͨͬߦɻ

˓

ଶʹର͢ΔରԠࣄٸۓ
ͱ࿈བྷମ੍ͷपɾڭ
ҭ

˓

৬८ࢹͷࡍʹɼԽ学
࣭ཧγεςϜͷ
σʔλ͔Βಟܶಛ
ఆԽ学࣭ͷ༻ྔͷ
ଟ͍ࣨڭʹରͯ͠ɼ࣮
Λگഇӷͷอঢ়ݧ
Ѳ͠ݸผʹࢦಋ͢Δ

ҩ学෦ɾෟଐපӃͷ৬८ࢹͷࡍʹಟܶͷ࣮ྔ֬ೝͱ࣮
ɻͨͬߦೝΛ֬گഇӷͷอঢ়ݧ ˓

ഇӷճऩྔͷཧͱ報
告

ʹ̏ճͷഇӷճऩΛ࣮ͨ͠ࢪɻ࣮ݧഇӷͷճऩɺอ法
ਁಁ͓ͯ͠ΓɺֹߴॲཧΛඞཁͱ͢Δࠞ߹ഇӷͷݮগɺ
ෆ໌ഇӷ֬ೝ͞Ε͍ͯͳ͍ɻҰํͰɺ֤෦ॺͰෆཁਫۜ
ͱͱ͏ߦΓɺ໘దਖ਼ͳอΛ͕͋ثػༀɺਫؚۜ༗ࢼ
ʹߦͷಈΛ֬ೝͭͭ͠ɺॲʹݕ͚ͨ౼Λ͏ߦɻ

˓

গྔ༰ثʹΑΔ࣮ݧഇ
ผճऩͷपغ ˓

⑥診療系
番号 環境目的 環境目標 実施内容 実施結果 評価

1 ҆৺ɾ҆શͳҩ
ྍ環境ͷ֬立

ᶃససམٴނࣄͼ
Λਪਐࢭނࣄ͠
͠ɼނࣄͷͨΊʹൃੜ
͢ΔҩྍݯࢿೖΛ
Δ͢ݮ
ᶄҩྍελοϑͷ͕߅
ΜࡎʹΑΔമ࿐ػձΛ
গͤ͞Δݮ

సɾసམʹؔΘΔΠ
ϯγσϯτɼΞΫγσ
ϯτ報告༰͓Αͼ
報告Λௐࠪނࣄ͠
͠ɼނࣄࢭͷͨΊͷ
҆શରࡦΛਪਐ͢Δɻ
సɾసམʹΑΓɼ৽
ͨʹೖ͞ΕΔҩྍࢿ
Λௐࠪɼղੳ͢Δɻݯ

ҩྍ҆શʹؔ͢ΔΠϯγσϯτϨϙʔτఏग़ͷൃܒɼ報告
γεςϜͷඋʹΑΓɼ報告݅૿Ճ͠ɼಉ༷ʹస
సམʹؔ͢Δ報告݅૿Ճͨ͠ɻΠϯγσϯτϨϙʔ
τ͓Αͼససམͷ報告݅ɼ201� ͱൺֱͯ͠
201�  ���ˋ͓Αͼ গͨ͠ɻΠϯγσϯݮˋ���
τϨϙʔτʹΊΔససམ݅ͷׂ߹ 20��ˋ͔Β
20��ˋͱɼ大͖ͳมԽ͞؍Εͳ͔ͬͨɻ
͠ମӷമ࿐ྫࣄ 200� ͱൺֱͯ͠ 200� 
 2���ˋͱ大෯ʹݮগ͕ͨ͠ɼͦΕҎ߱ঃʑʹ૿Ճ
͓ͯ͠Γɼ201� ͱ 201�  200� ʹۙ
ͮ͘報告ͱͳͬͨɻͦͷޙɼ201� ͷ報告લ
ൺ 1�ˋͱݮগʹస͡ɼ201� લͱಉ༷ͷ݅
ͰਪҠ͍ͯ͠Δɻࣹ๓߹ʹΑΔडই͕ଟ͘ɼܾ
ΊΒΕͨखॱʹैΘͣडইͨ͠έʔεɼ҆શࡐثΛਖ਼͘͠
ͳ͔ͬͨ͜ͱ͕डইʹͭͳ͕ͬͨέʔε͋ͬͨͨ͠࡞ૢ
Ίɼײછ੍ޚ෦ͩΑΓΛൃ͠ߦɼ৬һͷҙ͓ىשΑͼ
͠ମӷമ࿐ࢭͷ࣮ફΛͨ͠ൃܒɻ

˓മ࿐༧ͷͨΊͷޢ
۩ͷ༻ϚχϡΞϧΛ
͢Δ࡞
ऀױͷޙ༩ࡎΜ͕߅
ഉᔔͷཧΛݕ౼͢
Δ

ݚɾҩྍ҆શࡦછରײ
मձΛ௨ͯ͡पɾܒ
ൃ͢Δɻ
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2
غછੑҩྍഇײ
ͷదͳผ
ཧ

ᶃҩྍഇغͷผΛ
పఈ͠ɼײછੑഇغ
ʹΑΔമ࿐Λ͢ࢭΔ
ᶄഇغΧʔτͷཧɾ
ӡ༻Λపఈ͠ɼײછੑ
ഇغʹΑΔമ࿐Λ
Δ͢ࢭ

ᶃײછੑഇغͷഉग़
ྔͷϞχλϦϯά
ᶄҩྍഇغͷผঢ়
ͷνΣοΫگ

Δ͢ࢪ࣮ͯʹௐࣨࡎΜༀௐ֎དྷԽ学ྍ法ࣨɾༀ͕߅
Α͏Ӄ௨͠ɺશௐͷ � ׂҎ্֎དྷԽ学ྍ法ࣨʹ
ͯௐ͞Ε͍ͯΔɻ͔͠͠ɺϨδϝϯొΛ͍ͯ͠ͳ͍Խ
学ྍ法͕ଘ͠ࡏɺ·ͨɺҰ෦ͷྍՊͰප౩Ͱͷௐ͕
Δɻ͍ͯͬߦಈΛ׆ൃܒΘΕ͓ͯΓɺҾ͖ଓ͖ߦ
ༀࡎ෦Λऀͱͯ͠ɺӃͰʮ͕߅Μࡎඃരࢭରࡦ
ϚχϡΞϧͷ࡞ϫʔΩϯάɾάϧʔϓʯʢༀࢣࡎɺࢣޢɺ
ҩࢣʣ͕৫͞ΕɺϚχϡΞϧ࡞ʹ͚ͯͷߦ͕౼ݕΘ
Εɺ2017  � ݄ 17 ʹʮ͕߅ΜࡎඃരࢭରࡦϚχϡ
Ξϧʯ͕ҩྍ҆શཧҕһձʹ͓͍ͯঝೝ༧ఆͰ͋Δ

˓ഇغΧʔτͷཧɾӡ
༻ݕ

&.4 मձΛ௨͡ݚ
Δ͢ൃܒͯ
֤෦ॺͷ &.4 ਪਐһ
ʹΑΔࢦಋΛ࣮͢ࢪΔ

⑦キャンパス・アメニティ
番号 環境目的 環境目標 実施内容 実施結果 評価

1
҆ શ Ͱ շ ద ͳ
ΩϟϯύεΛͭ
͘Δ

றंɾறྠ֎ͷற
ंɾறྠΛݮΒ͢

ͼ学ੜʹறྠٴ৬һڭ
ɾறं֎ͷற ɾྠ
றंࢭېΛཁ͢Δ

201�  � ݄ � ʙ 20 ͷฏʹ͓͚Δ֎෦ҕୗܯඋһ
ʹΑΔறྠɾறंࢦಋΛ࣮ࢪɼ༰ྔෆΩϟϯύεͷ
௨ߦোͷ؇Λ͏ߦͱͱʹɼԼظҾ͖ଓ͖ঢ়گ
֬ೝΛܧଓͨ͠ɻ

˓

Μʹର͠ɼறྠ͞ऀױ
ɾறं֎ͷற ɾྠ
றंࢭېͷपൃܒΛ
͏ߦ

ৗற͢Δ֎෦ҕୗܯඋһʹΑΓɼͦͷͨͬߦɻ ˓

றंͰݥةͳॴΛ
໌ࣔ͢Δ றंͰݥةͳॴΛ໌ࣔͨ͠ɻ ˓

2 շదͰඒ͍͠ߍ
Λ͢ࢦ

学ੜͷࣨڭɾϗʔϧ
ͷߍඒԽͷਪਐ

ߍɾϗʔϧͷࣨڭ
ඒԽʹ͍ͭͯʢ·ͣ
ҩ学Պɾޢ学Պ֤̍
ೝΛ֬گݱΒʣ͔ࣨڭ
ࢪ࣮

環境ڭҭۀ࡞෦ձ学ੜ̢̨̚ਪਐҕһͱ࿈͠ܞɼ201�
݄͔̍̌Βޢ学Պ౩ɼྟচখߨಊ֤̍ࣨڭΛରʹݱ
ঢ়֬ೝௐࠪΛͨͬߦɻ
ಈͷҰ環ͱͯ͠ɼ݄̒ͱ݄̍̌ʹ報Պ学࣮श׆ඒԽࣨڭ
ࣨͷਗ਼׆ಈΛͨͬߦɻ

˓

ߍɾϗʔϧͷࣨڭ
ඒԽʹ͍ͭͯϙελʔ
Ͱपɾ͠ൃܒɼൃܒ
લޙͷࣨڭɾϗʔϧ
ඒԽͷ֬ೝ

学ੜ̢̨̚ਪਐҕһΛ௨ͯ͠ɼར༻ऀͰ͋Δ学ੜ͚ʹ学
ੜ̢̨̚χϡʔεʹࣨڭඒԽਪਐͷࣄهΛ͠ࡌܝɼपΛ
ɻͨͬߦ

˓

ɹ評価ج४ɿ
˕　ඪҎ্ʹୡ·ͨطʹୡࡁɼ　˓　ඪΛୡɼ　˚　ඪΛҰ෦ୡɼ
ʷ　ඪΛະୡɼ　ʵ　ඪͰͳ͍ͨΊ֘ͳ͠
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3 ౡࠜେֶ����のτϐοΫε

島根大学学ੜ̢̨̚ҕһձͰ学ੜͷઢͰ学環境ͷҡ࣋ɾվળʹΊɼ׆ಈ͍ͯ͠·͢ɻͦͷͳ͔
ʹɼ環境ʹҙࣝΛͪ࣋  学ʹཹ·Βͣɼ͋ΒΏΔ໘Ͱ׆༂͢Δ学ੜ͕͍·͢ɻ͜͜ͰͦͷҰ෦Λ
հ͠· ʂ͢

1�+&/&4:4201� ͷࢀՃ　ʢ法จ学෦ � ੜ　খીത͞Μʣ
　201�  11݄ 22 ʙ11݄ �0 ɼ֎লʹΑΔ学ੜݣϓϩά

ϥϜʮ+&/&4:4201�ʯʹࢀՃ͠  λΠΛ๚͠·ͨ͠ɻ
　͜ͷϓϩάϥϜλΠͷ学ੜͱʮ環境ʯΛ௨ͯ͠ަྲྀ͢Δ͜ͱ͕ςʔϚ

Ͱͨ͠ɻ
　খી͞ΜλΠʹ͓͚Δ͝Έ અిͷํ法ͳͲʹ͍ͭͯؔ৺

Λͪ࣋ɼݱͰࢹɾަྲྀΛ͍ߦ·ͨ͠ɻͦͯ͠ɼʮݱͷ大学Ͱ 
ΤϨϕʔλʔΤεΧϨʔλʔͰͳ͘֊ஈͷར༻ଅਐ  னؒͷফ౮
ͳͲΛ͍ͯͬߦΔͱ͍͏Λฉ͖  ຊͱ͍ͯࣅΔ෦Λଟͨ͘͡ײɻ
·ͨ  λΠͰ͍ΘΏΔ �3 ͷޙʹ T ʢ4FQBSBUF� ผʣ͕͍͍ͭͯ
ͯ  தʹͨ͘͞Μͷ͝Έശ͕ઃஔ͞Ε͓ͯΓ֗ʹࡍ࣮  ผ͕大
ʹ͞Ε͍ͯΔͱͨ͡ײɻʯͱͷ͜ͱͰ͢ɻ

　ຊΛҰΕͯ֎͔ΒຊΛݟΔ͜ͱඇৗʹྑ͍ܹͱͳͬͨͷ
Ͱͳ͍Ͱ͠ΐ͏͔ɻ

2� 島根 &4% γϯϙδϜͰͷྫࣄհ　ʢ法จ学෦ � ੜ　খીത͞Μʣ
　ͨΓલʹ͍ͯ͡ײΔࣗવྺ࢙จԽΛ͍ͨͯ͘͠ʹͪͨڙࢠΊʹ
 &4%ʢ˞ʣʹ͍ͭͯཧղ͓͔ͯ͠ͳͯ͘ͳΓ·ͤΜɻ͜ͷ &4% ͷ
ձͱͯ͠ػΛ学Ϳૅج 201�  12 ݄10 ʹদߐςϧαʹ͓͍ͯ  島
根 &4% γϯϙδϜ͕։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
　খી͞Μ͜ͷγϯϙδϜͷதͰ  島根大学学ੜ &.4 ҕһձͰ
ͷ &4% ʹؔΘΔ׆ಈʹ͍ͭͯ  ɻͨ͠·͍ߦհΛྫࣄ

�� দࢢߐຽެ։γϯϙδϜͰͷൃྫࣄදɾύωϧσΟεΧογϣϯ
　ʢੜݯࢿՊ学෦̐ੜ　ᴡ౻ເඒ͞Μɼಉ � ੜ　ా߳͞Μʣ
　2017  2 ݄12  ʮʹੈքʹތΔ環境ओ·ͭ͑ͷ࣮ݱΛΊͯ͟͠

ʙະདྷͷ·ͭ͑Λ୲͏ए͍ੈʙʯͱ͍͏ςʔϚͰ  দެࢢߐ։γ
ϯϙδϜ͕দߐςϧαʹͯ։͞࠵Εɼᴡ౻͞Μ ʮ͕島根大学দߐΩϟ
ϯύεͷऔΓΈʯͱͯ͠学ੜ̢̨̚ҕһձͰͷ環境ʹؔ͢Δऔ
දΛ͠·ͨ͠ɻൃྫࣄ͍ͯͭʹ

　ଓ͍ͯɼʮ環境ҙࣝͷ͍ߴ人ͮ͘Γʯͱ͍͏ςʔϚͰͷύωϧσΟεΧογϣϯʹύωϥʔͱͯ͠ా͞Μ
͍ͯͭʹͷັྗߐΛΊͯ͟͠ɼ͝ΈͳͲͷ環境ʹؔ͢Δ՝দݱՃ͠ɼ環境ओ·ͭ͑ͷ࣮ࢀ͕
ͳͲൃݴΛ͠·ͨ͠ɻ 

ଓͯ͠औΓΜͰ͍Δͷɼग़ӢΩϟϯύε学ੜ̢̨̚ҕһձܧಈͷ΄͔ʹɼྫ׆ճհͨ͠ࠓ
༷ʑͳ׆ಈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

ຊࢽʮ̐ɽ̎ ̌̍ ̒ͷ環境ʹྀͨ͠औʯʹ学ੜ̢̨̚ҕһձͷऔΛ͓ͯ͠ࡌܝΓ·͢ɻ

ֶੜ̢̨̚ҕһの׆༂

チャオプラヤ川にて

ごみ箱は街中のさまざまな場所に
設置されていました。

※ ESD（Education for Sustainable Development= 持続可能な開発のための教育）

事例紹介を行う小木曽さん

パネルディスカッションの様子

国立大学法人 島根大学　環境報告書 20173 ౡࠜେֶ����のτϐοΫε
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দߐΩϟϯύεɼߏறंͷෆΩϟϯύεपลͷΞύʔτʹ͢ॅډΔ学ੜ͕ଟ͍͜ͱ͋Γɼ
ଟ͘ͷ学ੜɾڭ৬һ͕ࣗసंΛར༻͍ͯ͠·͢ɻ

学ੜͷຬ্Λࡦͯ͠ࢦఆ͞Ε ʮͨ島根大学ΩϟϯύεϚελʔϓϥϯʯͰࣔ͞Εͨߏͷަ௨
Δʢਖ਼͔͢ߦଇͱͯ͠ɼʮকདྷతʹࣗసंಈઢΛதԝ෦͔Β֎प෦ҠݪըͰɼʮาंಓͷʯΛܭ
ΒͷࣗసंਐೖΛഉআ͠ɼଆٴͼ౦ଆ͔ΒͷਐೖʹҠߦʣʯͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻ·ͨறྠɼݪଇͱ͠
ͯ根͖Ͱඋ͢Δ͜ͱ໌͞هΕ͍ͯ·͢ɻ

̎̌̍ ̒ɼ͜ͷަ௨ܭըʹ͖ͮجҎԼ̏ͭͷඋΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
　ᶃΩϟϯύε౦ଆࣗసं༻ಓ࿏ͷඋ
ୈೋମҭؗۙ·ͰԆඋޙࠓಓ·ͰɼԆඋ͠·ͨ͠ɻࢢะ౦ଆࣗసं༻ಓ࿏Λଆݧ࣮　

༧ఆͰ͢ɻͳ͓ɼඋͨ͠ಓ࿏ʹؒ҆શੑ্ͷͨΊɼ-&% ֎౮Λઃஔ͍ͯ͠·͢ɻ
　ᶄ՝֎׆ಈࢪઃपғͷறྠඋ
　 1�0 ͷ根͖றྠΛඋ͠·ͨ͠ɻ
　ᶅਖ਼ٴͼ౦ۙͷ҆શରࡦ
　ਖ਼ۙͰɼาंಓͷݪଇʹै͍ɼʮԣஅาಓʯʮఀࢭઢʯΛઃஔ͠·ͨ͠ɻ
　౦ۙͰɼࣗసंͷ҆શߦΛଅͨ͢Ίɼʮࣗసं༻ݮଳʯʮোऀϚʔΫʯʮ人ࣜײϥΠτʯΛ

ઃஔ͠·ͨ͠ɻ
ซͤͯɼ૯߹ཧ学෦ 1߸ؗೆଆಓ࿏Λறं۠ࢭېҬʹࢦఆ͠·ͨ͠ɻ

দߐΩϟϯύεのަ௨ɾΞϝχςΟରࡦについて

キャンパス東側自転車・歩行者道路 課外活動施設周囲駐輪場 正門付近安全対策

国立大学法人 島根大学　環境報告書 20173 ౡࠜେֶ����のτϐοΫε
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・だんだんハウス（入院児童等患者家族宿泊施設）新営
・第二研究棟北側外来駐車場新設
・第三研究棟南側共用駐車場新設

201� ʹͨ͠ࣄͱͯ͠ɼͩΜͩΜϋεʢೖӃࣇಐऀױՈ॓ധࢪઃʣ৽Ӧٴࣄͼୈೋ
Ͱ環境ʹྀࣄɻ͜ͷͨ͠·͍ߦΛࣄறंͷ৽ઃ༺ڞ౩ೆଆڀݚࡾ౩ଆ֎དྷறंɾୈڀݚ
ɻ͢·͍ͯ͠༺ྉΛࡐࣄͨ͠

ͩΜͩΜϋεʢೖӃࣇಐऀױՈ॓ധࢪઃʣ৽ӦࣄͰɼશͯͷর໌ث۩Λ -&% র໌ͱ͠ɼډ
ࣨͷΤΞίϯʹ͍ͭͯ࠷৽ͷΤΞίϯػछΛ࠾༻ɼ֎นʹ֎นҰମྔܰܕஅࡐΛ࠾༻͍ͯ͠·͢ɻ

 
றं৽ઃࣄͰɼϦαΠΫϧͷΞεϑΝϧτٴͼϦαΠΫϧͷ࠾ੴΛ࠾༻͠·ͨ͠ɻ	 ୈೋڀݚ

౩ଆ֎དྷறंͰ 1ɼ��1N�	 றंεϖʔε 7�  
ɼ ୈڀݚࡾ౩ೆଆڞ༻றंͰ 2ɼ720N�	 ற
ंεϖʔε117  


環境にྀͨ͠ࣄΛߦい·ͨ͠

鉄骨 1 階建 188m² 1,351m²(75 台分 )

第二研究棟北側外来駐車場

2,720m²(117 台分 )

第三研究棟南側共用駐車場

【 だんだんハウス（入院児童等患者家族宿泊施設）】 【 駐車場新設 】

【 環境に配慮した工事材料 】   
・照明器具は全てLED照明 
・外壁軽量断熱材の採用

【 環境に配慮した工事材料 】  
・リサイクル品のアスファルトを採用  
・リサイクル品の採石を採用

国立大学法人 島根大学　環境報告書 20173 ౡࠜେֶ����のτϐοΫε
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4 ����の環境にྀͨ͠औ

�̍環境ڭҭʙֶੜの環境ϦςϥγʔΛߴΊΔʙ

ᶃಛผ෭ઐ߈ʮ環境ڭҭϓϩάϥϜʯΨΠυΛ༻͍ͯɼίΞՊʮ環境௨ "ʯٴͼʮ環境
௨ #ʯͷؒ࣌ʹϓϩάϥϜ֓ཁɼͱ͘ʹಛผ෭ઐ߈ͷ � ͭͷୡඪʢᶃάϩʔόϧͳࢹɼ
ᶄ人ͱ環境ͷؔΘΓʹର͢ΔաڈɼࡏݱͷੳٴͼະདྷలɼᶅߦಈྗɾղܾྗɼᶆҬͷ
Ѫணɾݙߩʣʹ͍ͭͯઆ໌͠·͢ɻ

ᶄཤमͨ͠学ੜٴͼཤमʹڵຯΛͨͬ࣋学ੜʹू·ͬͯΒ͍ɼਖ਼՝ͷतۀਖ਼՝֎ͷ׆ಈʹ͍ͭͯɼ
ɼ学ੜ͕ओࡍձΛઃ͚·͢ɻͦͷػ͏߹γΣΞ͠ʹ͍ޓ͍ͯ͠Δ͜ͱͳͲΛ͓Δ͜ͱ͍ͯͬࠔ
ମͱͳΓࣗओతʹऔΓΉϓϩάϥϜʹ͢ΔͨΊʹɼͱ͘ʹतۀʮ環境ڭҭϑΟʔϧυՊ学ʯͷطऔ
ಘऀʹࢀՃͯ͠Β͏Α͏ಇ͖͔͚·͢ɻ

ᶅਖ਼՝ڭҭʹ͍ͭͯɼडͨ͠ߨ学ੜʹΑΔतۀධՁΞϯέʔτͷ݁ՌΛ͔ͨ͠׆ৼΓฦΓΛ͍ߦɼ
ଞͷ環境ʹؔΘΔतۀʹਫฏల։Λ৺ֻ͚·͢ɻ

ᶆਖ਼՝ڭҭͷίΞՊͰ͋Δʮ環境ڭҭϑΟʔϧυՊ学ʯຊϓϩάϥϜͷݤͱͳΔՊͱͳΔͨΊɼ
環境෭ઐ߈ʹొ͍ͯ͠Δ学ੜશһʹॳʹतۀͷཤम֨ࢿΛຬ͍ͨͯ͠Δ学ੜΛநग़͠ɼ
ཤमొΛଅ͢ػձΛઃ͚·͢ɻ·ͨɼतۀͷ༰ਐΊํʹ͍ͭͯΛਐΊɼ࣮ޙࢪৼΓฦ
ΓΛ͍ߦɼγϥόεʹөͤ͞·͢ɻ

ᶇਖ਼՝֎ڭҭʹ͍ͭͯɼ環境ʹؔΘΔʮҬ׆ݙߩಈʯɼʮ学ϘϥϯςΟΞʯٴͼʮاըɾӡӦࢧԉʯ
ͷநग़ۀ࡞ʹΊɼͦΕΒΛ·ͱΊ ʮͨ環境ڭҭ՝֎׆ಈʯ༧ఆҰཡΛ֓Ͷຖ݄Ұճߋ৽ͯ͠学ੜ
ʹप͢Δɻͦͷࡍɼ島根大学 .PPEMFʢIUUQT���NPPEMF�DFSE�TIJNBOF�V�BD�KQ�NPPEMF�ʣͷ
ಛผ෭ઐ߈ʮ環境ڭҭϓϩάϥϜʯཤम学ੜ༻ίʔεͰ࠷৽൛ͷεέδϡʔϧΛ֬ೝͰ͖ΔΑ͏ʹ
͠·͢ɻ

ᶈ͞Βʹਖ਼՝֎׆ಈʹ͍ͭͯɼཤम学ੜͷमྃ·Ͱͷݟ௨͕͠立ͯ͘͢ͳΓΑ͏ʹɼ։࣌࢝ʹ環
境෭ઐ߈ͷొ学ੜશһͷϙΠϯτҰཡΛ࡞͠ɼ環境ڭҭઐҕһձʹͯɼϏϏοτϙΠϯτʢ環
境ʣΛ֬ೝ͠ɼඞཁʹԠͯ͡学ੜʹ௨͢Δɼͱ͍͏ۀ࡞Λ͍ߦ·͢ɻ

ᶉ環境෭ઐߏ߈ՊΛݟ͠ɼ2017 ʹϓϩάϥϜΨΠυΛվగ࣮ͯ࣍͠ࢪʹඋ͑·͢ɻ

ᶃतۀʮ環境௨̖ʯʢ� ݄ � ʣͰ 2�� ໊ͷडऀߨʹɼतۀʮ環境௨ ʯ̗ʢ10 ݄ � ʣ
Ͱ �� ໊ͷडߨੜʹɼͦΕͧΕಛผ෭ઐ߈ʮ環境ڭҭϓϩάϥϜʯͷઆ໌Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ᶄಛผ෭ઐ߈ϓϩάϥϜͷ߹ಉઆ໌ձΛ � ݄1� ʹ͍ߦɼ �0 ໊ͷ学ੜ͕ࢀՃ͠ɼଞͷ෭ઐ߈ϓ
ϩάϥϜͱͱʹपΛਤΓ·ͨ͠ɻ

ᶅतۀධՁΞϯέʔτʢ環境௨ʣͷৼΓฦΓΛ͍ߦɼྑ͔ͬͨͰɼΫϦοΧʔར༻ɼ౼
ͷػձ͕立ͪ·ͨ͠ɻվળͱͯ͠ɼؒ࣌ʹऴΘΒͤΔɼतۀελΠϧɾ໘ന͞ͷҧ͍ͷށ͍ɼ
౼࣌ͷάϧʔϓͮ͘Γͷํ法ͳͲͷҙ͕͋ݟΓ·ͨ͠ɻ

ᶆίΞՊʮ環境ڭҭϑΟʔϧυՊ学ʯʹ 7 ໊ͷ学ੜ͕ཤम͠ɼ୯ҐΛऔಘ͠·ͨ͠ɻ
ᶇʮ環境ڭҭ՝֎׆ಈҰཡʯΛܭ � ճߋ৽͠ɼ学՝૭͓ޱΑͼ大学ͷ F�-FBSOJOH αΠτͰ֬ೝͰ

͖ΔΑ͏ʹ͠·ͨ͠ɻ

ᾇڭҭ։ൃηϯλʔ�環境ڭҭઐҕһձ
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ϓϩάϥϜ͕࢝·ͬͯ� ͕ܦա͠ɼ201� ॳΊͯमྃੜʢ� ໊ɼ͏ ͪੜݯࢿՊ学෦ 2 ໊ɼ
法จ学෦ 1໊ʣΛૹΓग़͢͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

ਖ਼՝तۀͷධՁ͚ͩͰͳ͘ɼʮ環境ڭҭϑΟʔϧυՊ学ʯਖ਼՝֎Ͱͷ環境ؔ࿈学श׆ಈʹҙཉ
తʹऔΓΉ͕࢟ΈΒΕɼಛผ෭ઐ߈ϓϩάϥϜͷඪͷ౸ୡ͕֬ೝͰ͖·ͨ͠ɻ

·ͨɼ൴Βͷݧܦʹ͍ͭͯɼઆ໌ձϓϩάϥϜΨΠυͷʮཤमऀͷʯͰޙഐͷϓϩάϥϜཤम
ऀʹ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

ϓϩάϥϜͷొ学ੜ 71 ʢ໊2017  � Պ学෦ݯࢿʣͰ͕͢ɼੜࡏݱ݄ 7�ˋɼ法จ �ˋɼ
૯߹ཧ 21ˋɼڭҭͱҩ学ͱʹ 0ˋͰɼ学෦ͰภΓ͕ݟΒΕ·͢ɻ

学෦ؒͰͷཤमొऀͷภΓͷղফɼ͞Βʹ͘環境ڭҭͷؔ৺Λ学ੜʹ͢ىשΔͨΊɼಛผ
෭ઐ߈ʮ環境ڭҭϓϩάϥϜʯͷߏՊΛݟ͠ɼ࣍ͷ࣮ࢪʹඋ͑·͢ɻ

ʹΔඞཁ͕͋Γɼͦͷମ੍ͮ͘Γʹॏత͢ܞһ͕࿈ڭͷ֞根Λӽ͑ͯہɼ෦ͯͬͨ͋ʹݱ࣮
औΓΉඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

ಛผ෭ઐ߈ʮ環境ڭҭϓϩάϥϜʯॳఆ͍ͯͨ͠人ɾϖʔεͰొऀ͕૿Ճ ʢ͠ຖ 20
໊ఔʣɼࡢॳΊͯमྃऀੜ·Ε·ͨ͠ɻޙࠓɼୡඪͰ͋Δ B άϩʔόϧɼC 人ͱ環境
ͷؔΘΓɼD ಈྗɾղܾྗɼEߦ ҬͷѪணɾݙߩͷҙຯɾҙٛʹ͍ͭͯઆ໌ձίΞՊΛத
৺ʹ学ੜʹಇ͖͔͚Λଓ͚·͢ɻ

ᶈ෭ઐ߈Λཤम͍ͯ͠Δ学ੜͷ͏ͪɼϏϏοτϙΠϯτʢ環境ʣͷऔಘʹ͍ͭͯΞυόΠεΛٻΊ͖ͯͨ
学ੜʹ͍ͭͯɼχʔζɾرΛฉ͖ͳ͕ΒݸผʹରԠ͠·ͨ͠ɻ

ᶉཤमͨ͠学ੜͷਖ਼՝֎׆ಈͷࣸਅΛ৽ͯ͠ΑΓ͔Γқ͘վగ͠·ͨ͠ɻ

コア科目「環境教育フィールド科学」で受講生が
ユネスコにて成果報告をしました（2016 年）。
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Special Minor Program of Environmental Education

特別副専攻プログラム（環境教育プログラム）　　　対象科目一覧（平成 28年度）
科目区分 分類 授業科目名 履　修　資　格 期別 曜日 時限 単位数 必修 選択

全
学
共
通
教
育
科
目
／
教
養
育
成
科
目

共
通
教
養
科
目

コ
ア
科
目

環境問題通論A ｢環境問題通論Ｂ｣の単位取得者は履修で きない。 前期 金 ９・10 2 2環境問題通論B ｢環境問題通論A｣の単位取得者は履修で きない。 後期 火 ９・10 2
環境教育フィールド科学 （※この表の下にある注意書きを参照） 2 2

選
択
科
目

魚と日本人 受講定員150名 前期 木 ９・10 2

12

地域開発と環境 前期 木 ３・４ 2
環境の化学 受講定員250名程度。初回の授業を受  講した学生を優先します。 前期 金 １・２ 2
地球と人間生活 受講定員150名。選考は初回の講義の  際実施します。定員を超えた場合は抽選します。 前期 火 ３・４ 2
地質と自然環境 28 年度不開講 2
木材の科学 前期 火 ３・４ 2
住まいの科学 受講定員380名 後期 月 ７・８ 2
植物の世界 受講定員100名 前期 木 １・２ 2
山と日本人 前期 木 ５・６ 2
地域開発と水環境 前期 月 ３・４ 2
光環境と生物 受講定員80名 後期 水 ３・４ 2
生物多様性と環境保全 前期 集中 2
リサイクルの世界 受講定員380名。工科系学生のリベラル アーツの一つとして考えている。 後期 水 ３・４ 2
山陰の自然史 受講定員20名。セミナー。 前期 金 ７・８ 2
自然環境の復元 受講定員150名 後期 木 ９・10 2
自然と語ろう 受講定員300名 前期 月 ３・４ 2
汽水域船上調査法実習 28 年度不開講 2
汽水域の科学（入門編） １～４年生 前期 火 ３・４ 2
汽水域の科学（応用編） ２～４年生 後期 火 ７・８ 2
自然環境論 受講定員24名。セミナー。 後期 月 ３・４ 2
くらしの中の製作技術（前期） 受講定員10名 前期 木 ９・10 2
くらしの中の製作技術（後期） 28 年度不開講 2
中山間地域フィールド演習 ２～４年生。受講定員40名程度 通年 集中 3
フィールドで学ぶ｢斐伊川百科｣ １年生以上。受講定員各分野20名 前期 金 ５・６ 2
山陰の地域に根ざしたエネルギー環境教育 ２年生以上 後期 火 ３・４ 2

全
学
開
放
科
目

技術と社会 ３年生以上 後期 金 ５・６ 2
環境土壌学Ⅰ 28 年度不開講 2
農薬環境科学 １年生以上 後期 木 １・２ 2
環境調和工学 ２年生以上 後期 火 ７・８ 2
水環境保全学 ２年生以上 後期 月 ３・４ 2
水圏生態学Ⅰ/水圏生態学 ２年生以上 後期 木 ３・４ 2
環境経済学 ３年生以上 後期 木 ３・４ 2
林政学 ２年生以上 後期 木 ３・４ 2

合　　　　計 16

※コア科目のうち｢環境教育フィールド科学｣は、コア科目１科目（２単位）および選択科目から４科目（８単位）以上を既に修  得した学生のみが受講可能とする。
　また、既に修得したコア科目・選択科目の成績上位の５科目（１０単位）のうち、少なくとも４科目（８単位）以上が｢優｣以上  の評定でなければ｢環境教育フィールド科学｣を受講することができない。
※平成２７年度以前に入学した者で、「新素材の化学」または「雲から天気を読もう」を修得した者は、修了要件単位数に含め  ることができる。

4 5

EMS 改善委員会による評価および
学長からの指示を踏まえた改善策など

学ͷ৽৫Ͱ͋Δڭ৬大学Ӄͷ環境ڭҭϓϩάϥϜͷఏڙͳͲʹ͍ͭͯܭըɾ࣮͢ࢪΔɻ

ᶃ学ੜ͕ࣗΒͷ環境ϦςϥγʔΛ্ͤ͞ΔٕࣝΛ֫ಘͰ͖Δ環境ࢠࣉʹ͓͚Δ学शϓϩά
ϥϜΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ

ᶄ֤ઐ͞ࢪ࣮͍͓ͯʹ߈Ε͍ͯΔઐڭ߈ҭՊʹ͓͍ͯɼ学ੜͷ環境Ϧςϥγʔͷ্ʹͭͳ͕Δ環
境ΛऔΓ্͛ͨतۀΛ͍ߦ·͢ɻ

ᶅ環境ࢠࣉͷ׆ಈΛڭ৬大学Ӄ׆ͨ͛ಈͱ͠·͢ɻ

Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ·ͨɼྫͱಉ͢ࢪ࣮ʹͷϓϩάϥϜΛ֤͝ͱࢠࣉըʹै͍ɼ環境ܭ
༷ʹҬͷެ立খ学ߍͷࢠͲୡͱ൹ҏ島根島Λ༻͍ͨཧՊ֎学शΛෳճ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖
·ͨ͠ɻ

·ͨɼ環境ࢠࣉͷ׆ಈΛڭ৬大学ӃͷϓϩάϥϜͱ࣮ͯ͢͠ࢪΔ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

ᾈڭҭֶ෦
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201� ڭ৬大学Ӄ͕ελʔτͨ͠Ͱ͋Γɼ環境ࢠࣉͷϓϩάϥϜΛ大学ӃʹԿʹ͛
Δ͕՝Ͱͨ͠ɻ

ॳɼطଘͷϓϩάϥϜͷࢀՃͱ͍͏͜ͱఆ͞Ε·͕ͨ͠ɼͦΕΛؚΊͯݚमࣜܗͷϓϩά
ϥϜΛՃ͑ɼॆ࣮ͨ͠༰ͱ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ·ͨɼଟ༷ͳҙݟࢹΛऔΓೖΕͨٞɾ౼
ͱͳΔΑ͏ʹɼશ学෦ͷղ์ۀࣄͱͨ͜͠ͱࣗݾධՁ͍ͯ͠Δͱ͜ΖͰ͢ɻ

·ͨɼҬͷখ学ߍͱͷ֎学शࢧԉෟଐத学ߍͰͷϩϘοτίϯςετاըͳͲܧଓ࣮ͯ͠ࢪ
Ͱ͖͍ͯΔ͜ͱΛධՁ͍ͯ͠·͢ɻࢀՃͨ͠খ学ੜɾத学ੜٴͼڭһ͔Βɼʮ͖ڻʯʮײಈʯͷද
Δͳ͕͋ڹӨͷ学शҙཉςετ݁ՌͷݩΒΕΔͱͱʹɼಉ୯ݟʹจײͲͷࢠଟ͘ͷ͕ݱ
Ͳͷ報告Λड͚·ͨ͠ɻ

ຽͱͷަྲྀࢢʮळࣛాΜ΅क़ʯ͕ऴྃ͠ɼͦͷ෦ͷࣄߦҬͱͷަྲྀ͍ͨͯ͠ࢪଓ࣮ܧ·Ͱࡢ
Ͱ͖ͳ͔͕ͬͨΠʔΫϙΠϯτͱ͕ͯ͠ࣄ͏ߦΛۀࣄɼͦΕʹมΘΔަྲྀ͕ͨ͠·͡ݮҰ͕ͭࣄߦ
ຽͱͷࢢԉͳͲࢧۀࣄͱͷߍͷখ学ࢢըͷॆ࣮اΒΕ·͢ɻͨͩɼ環境ϑΣεςΟόϧͰͷ͛ڍ
ௐͳͷͱͱΒ͍͑ͯ·͢ɻݎଓͯ͠ܧͷͷͦۀࣄྲྀަ

201� ʹ͓͍ͯɼ༧ࢉ໘ʹ͓͍ͯ学෦ಠࣗͷ׆ಈͱͯ࣋͠ଓՄͳϓϩάϥϜͱͯ͠ͷӡ
༻Λ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖·͕ͨ͠ɼ͜ΕΛ͞Βʹܧଓൃల͢Δ͜ͱ͕ॏཁͰ͋ΔͱͱΒ͍͑ͯ·͢ɻಛʹ学
෦ͱڭ৬大学Ӄͱͷڞಉۀࣄͱͯ͠ͷ学श໘ͷग़ମͱͯ͠ͷ環境ࢠࣉͷଘࡏͱ͠ ʮͯ環境学
शɾڭҭʯͷ学ੜɾӃੜͷఏڙΛ͞Βʹॆ࣮ͨ͠ͷͱ͍͖͍ͯͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

斐伊川河口域での野鳥観察会

教職大学院へのプログラムの提供を実現した
エネルギー環境教育の研修風景

中学生ロボットコンテストを通した学校現場との交流

松江市民との交流行事
松江市環境フェスティバルへの参加
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201� ʹ͍ͭͯ֎෦ۚࢿΛ׆༻ʢ֫ಘʣͯ͠׆ಈΛҡ࣋͠·͕ͨ͠ɼΓ༧ࢉાஔͱ͍͏؍
͕Ұ൪ͷΠʔΫϙΠϯτͰ͋Δͱ͑ݴ·͢ɻ

Ҭͱͷ࿈ܞʹɼҠಈʹ͔͔Δܦඅফ͕͔͔Δ͜ͱ͕ࠐݟ·ΕΔ͔ΒͰ͢ɻ͜ͷ෦ʹͭ
͍ͯɼҾ͖ଓ͖֤ϓϩάϥϜͷதʢΓ ɾํํ 法ʣΛ͢Δ͜ͱͰ࣮͍ͭͯ͘͠ࢪΓͰ͢ɻซͤͯɼ
ɻ͢·͍ࢥಈʹ͍ͭͯྗΛ͍Ͱ͍͖͍ͨͱ׆報

201� ɼڭҭ学෦ʹͱͬͯڭ৬大学Ӄ͕৽ͨʹελʔτͨ͠Ͱͨ͠ɻ環境ࢠࣉͱͯ͜͠
Ε·Ͱߏங͖ͯͨ͠学෦ੜ͚ͷ学शϓϩάϥϜΛԿʹ大学Ӄੜ༻ͱͯ͠ग़͘͠ߏ࠶ங͢Δ͔
͕՝Ͱͨ͠ɻͦͷΑ͏ͳதɼߦࢼతͳ࣮ࢪͰ͋Γ·͕ͨ͠ɼݚमࣜܗͷϓϩάϥϜʢΤωϧΪʔ環
境ڭҭʣΛ࣮ͨ͠ࢪΓɼࢠࣉಛผߨԋձʹଟͷӃੜͷࢀՃ͕͋ΔͳͲɼ環境ࢠࣉ͕学෦ͱڭ
৬大学Ӄͱͷڞಉۀࣄͱͯ͠ͷ学श໘ͷग़ମͱͯ͠ػ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨͱධՁ͍ͯ͠·͢ɻ

2017 ʹ͍ͭͯɼ学෦ಠࣗͷҬͳͲͱͷྗڠͷͱຊऔΛܧଓ͍ͯͭ͘͠ΓͰ
͢ɻ·ͨɼͦΕʹ͍ࠒͷՌͷ֎ͷ報׆ಈʹΊ͍͖͍ͯͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

দࢢߐͱͷަྲྀۀࣄͰ͋Δʮদࢢߐ環境ϑΣεςΟόϧʯΛͯ͘͠༺׆環境ڭҭͷ࣮ફͷ༷ࢠΛࢢ
ຽʹ報͢ΔͱͱʹɼҬͷࣇಐɾੜెɾڭһϓϩάϥϜͷҰ෦Λ࣮͍ͯ͘͠ࢪ༧ఆͰ͢ɻ

ᾉੜݯࢿՊֶ෦

EMS 改善委員会による評価および
学長からの指示を踏まえた改善策など

201� ͷࣗݾධՁʹʮੜݯࢿՊ学෦Ͱ։͍ͯ͠ߨΔϑΟʔϧυڭҭՊΛ͞ΒʹৄࡉʹѲɾ
�ΔԽ͢ΔͨΊʹɼ201͑ݟ ಉ͡学෦ͷڭҭҕһձʹྗڠΛٻΊͯௐࠪΛ͜͏ߦͱ͕ɼ̚
̢̨ରԠҕһձͰ֬ೝ͞Ε·ͨ͠ɻͦͷ݁Ռɼ学෦Ͱຖ݄ൃ͢ߦΔ̢̨̚χϡʔεͰ報告͢Δ༧ఆ
Ͱ͢ʯͱ͠ه·ͨ͠ɻͭ·ΓɼѲ͢ΔͨΊ ʮʹ̢̨̚ରԠҕһձ͕୯ಠͰऔΓΉͷͰͳ͘学෦
ͷଞͷҕһձͱྗڠʯ͠ɼ͞Βʹ͑ݟΔԽ͢ΔͨΊ ʮʹ̢̨̚χϡʔεͰͷ報告ʯʹΑΓߏһʹपɾ
ཧղ͢Δ͜ͱΛվળࡦͱͯ͑͠ߟ·ͨ͠ɻ

Ҭͷܙ·Εͨ環境Λੜ͔ͯ͠ɼෟଐੜڭݯࢿҭ
ҭՊڭηϯλʔΛத৺ͱͨ͠ଟ༷ͳϑΟʔϧυڀݚ
Λఏ͠ڙ· ʢ͢ੜݯࢿՊ学෦ͷ $1ʣɻ

ੜݯࢿՊ学෦͕։͢ߨΔઐڭҭՊͷ͏ͪɼ
ϑΟʔϧυڭҭՊ̏̓Պ͋Δ͜ͱࡢͷஈ
֊Ͱநग़ɾ֬ೝͰ͖·ͨ͠ɻ

͞Βʹଟ༷ͳϑΟʔϧυڭҭՊΛఏ͠ڙଓ͚͍ͯ
ͨ͘Ίʹɼ͜ͷ͜ͱΛ学෦ߏһʹपɾ͑ݟΔԽ
͢Δ͜ͱ͕大Ͱ͋Δͱ͑ߟɼຖ݄ൃ͍ͯ͠ߦΔʮੜ
ݯࢿՊ学෦̢̨̚χϡʔεʯͷ̎̌̍ ݄̒̑߸ʹ͓
͍ͯ学෦ͷ環境ڭҭʹؔ͢ΔऔΓΈΛલͷ報
告書Λ׆༻͠ͳ͕Β̥̙̘̖ʹԊͬͯઆ໌͢Δ͜ͱ͕
Ͱ͖·ͨ͠ɻ
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ʮੜݯࢿՊ学෦ &.4 χϡʔεʯ学෦ͷશڭ৬һʹϝʔϧૹ৴͞Εɼ·ͨڭһͷϝʔϧϘοΫε
ࣨͷࣔܝ൘ʹࣔ͞ܝΕ͓ͯΓɼଟ͘ͷڭ৬һʹपͰ͖ͨͷͱࢥΘΕ·͢ɻ
ʮ&.4 ରԠҕһձ͕୯ಠͰऔΓΉͷͰͳ͘学෦ͷڭҭҕһձͱྗڠʯ͠ͳ͕ΒϑΟʔϧυ

ɼ学෦ɾ学ՊɾίʔεͷΧϦΩϡϥϜͷશମ૾Λ֬ೝྀ͢͠ߟʹҭՊͷʮଟ༷͞ʯΛྔత͔࣭ͭతڭ
Δۀ࡞Ͱ͖·ͤΜͰͨ͠ɻ

*401�001ͷن ʮ֨����� తɼඪٴͼ࣮ܭࢪըʯʹɼh 
ΛؚΉ͜ͱɻB߲ࣄͷ࣍ըܭࢪ࣮ 
৫ͷؔ࿈͢Δ෦ٴͼ֊ʹ͓͚ΔɼతٴͼඪΛୡ͢ΔͨΊͷͷ໌ࣔɼC
 తٴͼඪୡ
ͷͨΊͷखஈٴͼఔʱ͕͋Γ·͕͢ɼ2017 ̢̨̚ରԠҕһձͷʮʯͰ࡞͢Δʮੜ
ಈ׆ଓతͳܧʮఔʯ͕ܾ·͍ͬͯΔʮखஈʯΛ༻͍Δ͜ͱ͕ߦՊ学෦̢̨̚χϡʔεʯͱ͍͏ൃݯࢿ
ʹ༗ޮͩͱ͑ߟ·͢ɻ

ಉ͘͡ *401�001ͷن ʮ֨����� తɼඪٴͼ࣮ܭࢪըʯʹɼh తٴͼඪΛઃఆ͠ϨϏϡʔ
͢Δʹ͋ͨͬͯɼ৫ɼŋŋŋʢதུʣŋŋŋ ٕज़্ͷબࢶɼࡒ্ɼӡ༻্ٴͼ্ۀࣄͷཁ߲ࣄٻɼ
ฒͼʹརऀؔͷݟղྀ͢ߟΔ͜ͱʱͱ͋Γɼ学෦վΛ 201� ʹͨ͑߇学෦ʹɼଞ
ͷҕһձͱ࿈͢ܞΔ༨༟͕ͳ͘ɼଞͷٕज़্ͷબࢶΛݕ౼͢Δඞཁ͕͋Δͷ͔͠Ε·ͤΜɻ

Ҭͷܙ·Εͨ環境Λੜ͔༷ͨ͠ʑͳϑΟʔϧυڭҭՊΛܧଓతվળ͍ͯͨ͘͠Ίʹɼʮʯͱʮख
ஈٴͼఔʯΛ໌ࣔ͢Δ͜ͱɼ͞Β ʮʹٕज़্ͷબࢶɼࡒ্ɼӡ༻্ٴͼ্ۀࣄͷཁ߲ࣄٻɼฒ
ͼʹརऀؔͷݟղྀ͢ߟΔ͜ͱʯ͕大ͩͱ͑ߟ·͢ɻ

ਖ਼　՝ɿ環境ͱ݈߁ʹؔ͢Δٛߨɼҩ学෦学ੜͷΞϯέʔτௐࠪ
ਖ਼՝֎ɿ 学ੜͷ環境ʹؔ͢Δࣗൃత࣮ફ׆ಈͷࢧԉΛ௨ͯ͡ɼ学ੜͷ環境ͱ݈߁ʹؔ͢ΔҙࣝΛߴΊɼ

ஙߏҭମ੍ͷڭΛҭͰ͖ΔΑ͏ʹɼ環境ࢣޢɾࢣͷࣾձΛओಋͰ͖Δҩࢹͷ環境ॏޙࠓ
ΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

ग़ӢΩϟϯύεͰɼੜ໋ͷଚݫͱऀױͷݖརɾ人֨ͷଚॏΛڭҭͷபͱ͠ɼڭ͍ཆͱྙ͍ߴཧ
Δҩྍ͢ݙߩʹͷཁʹԠͯ͡Ҭ࣌৺ͱ૯߹తͳஅྗΛཆ͍ɼٻΛʹ͚ͭɼՊ学తͳ୳؍
人Λཆ͢Δ͜ͱΛҩܥ学ੜͷڭҭඪͱ͍ͯ͠·͢ɻҩ学ՊͰɼපӃࢪઃͰͷૣظମ࣮ݧशΛ௨
ͯ͠ͷҩ学学शͷಈػ͚ɼগ人άϧʔϓʹ͓͚Δղܾܕ学शʹΑΔੵۃతͳ学शଶͷҭɼ
� Ұ؏ҩ学ӳڭޠҭʹΑΔ͍ߴӳޠྗͷशಘɼҬͷҩྍࢪઃͰͷྟচ࣮शʹΑΔ࣮ફతͳྟ
চڭҭͳͲΛಋೖ͠ɼੈ࣍Λ୲͏ߴҩྍ人ͱҬҩྍ人ͷҭͷͨΊͷ৽͍͠ڭҭʹऔΓΜͰ
͍·͢ɻޢ学ՊͰɼઐ৬ͱͯ͠ͷޢʹඞཁͳߴͳࣝͱٕज़ΛޮՌతʹ֫ಘͰ͖ΔΑ͏ɼ
γϛϡϨʔλʔٖऀױΛ׆༻ͨ͠ΑΓ࣮ફతͳڭҭʹྗΛ͍Ͱ͍ΔଞɼάϧʔϓϫʔΫଔۀ
ҭɼ͜ڭΛഓ͑ΔΑ͏ʹ͍ͯ͠·͢ɻग़ӢΩϟϯύεͷ環境ྗߟࢥͷऔΛ௨ͯ͠ɼཧతͳڀݚ
ͷڭҭඪͷҰ環ͱͯ͠Ґஔ͚ΒΕɼ࣮͞ࢪΕ͍ͯ·͢ɻ

ग़ӢΩϟϯύεͰのऔ
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ਖ਼　՝ɿ 環境ͱ݈߁ʹؔ͢Δٛߨ
ҩ学෦ͷ学ੜΛରʹɼ環境ͱ݈߁ʹؔ͢ΔςʔϚΛٛߨͷதʹऔΓೖΕɼ環境ڭҭͷॆ࣮
Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ

ҩֶ෦ֶੜରの環境ͱ݈߁にؔ͢Δٛߨ
ֶՊ໊ ςɹʔɹϚ ɹɹ༰

ҩ学Պ

ᶃମԹௐઅ ମԹͷੜཧతมಈ

ᶄମԹͱମฏߧ ମόϥϯεɼٿ環境ͱମԹ

ᶅૅجࢠੜ学 ಥવมҟͱ࣬ױ

ᶆ݈߁Պ学　 ࣗવͱ݈߁ɼ٤Ԏͱ݈߁ো

ᶇۀ࢈อ݈૯ ࿑ಇ҆શӴੜཧɼ࿑ಇ環境ͱϦεΫཧ

ᶈۀ࢈อ݈֤ ੜ׆ɾ環境ʹ༝དྷ͢Δ͕Μ

ᶉҩྍࣾձ学 ࿑ಇ環境ͱӴੜɼ࿑ಇ҆શӴੜཧɼ࿑ಇࡂࢭ

ᶊ環境ҩ学 ٿ環境ͱ݈߁ɼੜ׆環境ʹΑΔ݈߁Өڹ

ᶋ環境อશͱެ 環境جຊ法ɼ環境ج४

ᶌҬอ݈ͱӴੜߦ 1 環境ߦ

ᶍӸ学ͱ݈߁ࡦ 環境อ݈

ᶎ環境ཧ֓ ΤωϧΪʔɾഇغɼԽ学࣭

ᶏײછνϡʔτϦΞϧίʔε

ֶՊ໊ ςɹʔɹϚ ɹɹ༰

学Պޢ

ᶃ݈߁Պ学　 ࣗવͱ݈߁ɼ٤Ԏͱ݈߁ো

ᶄӸ学ʗӴੜ౷ܭ &.4 ʹ͍ͭͯ

ᶅอ݈ࣾձ学　 ࿑ಇ環境ͱϦεΫϚωδϝϯτ

ᶆӴੜɾެऺӴੜং ӴੜɾެऺӴੜͷجຊతํ͑ߟ

ᶇ݈ࢦ߁ඪͱอ݈౷ܭ ɼӸ学ͷུ֓ܭඪͱอ݈౷ࢦ߁݈

ᶈײછ༧ͷٕज़ છ༧ɾײછ༧ٕज़ɼײͷऔѻ͍ɼغછ༧ٕज़ɼҩྍഇײ
ελϯμʔυϓϦίʔγϣϯ

ᶉײછཧͷٕज़ ͷऔѻ͍غɼҩྍഇࡦછ༧ɼඪ४༧ײ

ᶊ環境ௐͷٕज़ ྍཆੜ׆ͷ環境ௐɼऀױͷ҆શָ҆ΛकΔͨΊͷ環境උ

ᶋӸ学ং ࣬පɼ࣬පௐࠪͷૅج

ᶌ࣬ප༧ͱ݈߁ཧ ࣬පϦεΫͱ༧

ᶍײછͷ༧ છͱͦͷ༧ײ

ᶎੜ׆श׳༧ͱ݈߁ཧ ॥環ױ࣬ثͱͦͷ༧

ᶏ人ؒʵ݈߁ � ޢ ༺࡞ޓ環境ͱ૬ޢ

ᶐ༷ʑͳ࣬පͷ༧ ͕ΜΛؚΉੜ׆श׳පͷϦεΫཁҼɼΞϨϧΪʔͱނࣄɼࡂ

ᶑ環境ͱ݈߁ 環境ͱ݈߁ͷؔΘΓ

ᶒԽ学త環境ཁҼͱ݈߁ Խ学త環境ཁҼͱ݈߁

ᶓཧత環境ཁҼͱ݈߁ ཧత環境ཁҼͱ݈߁

ᶔੜ学త環境ཁҼͱ݈߁ ੜ学త環境ཁҼͱ݈߁

ᶕ݈ػة߁ཧ Ҭʹ͓͚Δ݈ػة߁ཧͱอ݈ॴͷׂ

ᶖҥ৯ॅͱ݈߁ ҥ৯ॅͱ݈߁ɾۭؾͱਫͷӴੜ

ᾛ環境ͷཧɾ国ࡍอ݈ҩྍ ҩྍ環境ͷཧɾ国ࡍอ݈ҩྍ

ᾦ環境Ξηεϝϯτ 環境ͷ؍ͱΞηεϝϯτ

ᾧޢཧͷ࣮ࡍʢ̍ʣ ҩྍϦεΫϚωδϝϯτͷ֓೦ɾࢹɾํ法

ᾨޢཧͷ࣮ࡍʢ̎ʣ ҩྍ҆શͷΈͭ͘Γ

ᾩޢཧͷ࣮ࡍʢ̏ʣ ҆શཧͷ࣭ͷධՁɼޢ৬ͷׂͱ

ᾪࣾձͷதͷޢʢ̍ʣ ࣾձͷ݈߁χʔζʹԠ͑ΔͨΊʹʵอ݈ҩྍڭࢱҭͷωοτ
ϫʔΫͷཁͱͯ͠ͷޢ৬ͷׂͱػ

ᾫࣾձͷதͷޢʢ̎ʣ ࣾձͷ݈߁χʔζʹԠ͑ΔͨΊʹʕ͔Βൃݴ

ᾬ学ߍอ݈ 環境ଌఆʢٛߨɾԋशʣ
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͜ΕΒͷٛߨΛ௨ͯ͠ɼ͞·͟·ͳ環境ͱ人ؒͷ݈߁ͱͷؔΘΓΛཧղ͢Δͱ͍͏ڭҭඪͳͲΛ
ઃ͚͍ͯ·͢ɻ·֤ͨ学Պɼ֤学ͷ学ੜ͕ສวͳ͘環境ʹؔ͢ΔٛߨΛडߨͰ͖ΔΑ͏ʹɼΧϦΩϡ
ϥϜͷମܥԽΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

ਖ਼　՝ɿҩ学෦学ੜͷΞϯέʔτௐࠪ
2007 ͔Βܧଓతʹ࣮͍ͯ͠ࢪΔҩ学෦学ੜΛରͱͨ͠環境ҙࣝɾߦಈɾධՁʹؔ͢
ΔΞϯέʔτʹ͍ͭͯɼ201� ҩ学෦学ੜʹରͯ͠学Պɾ学ຖʹ࣮͠ࢪɼҩ学෦学ੜ
ͷ環境ҙࣝɾߦಈɾධՁͷ࣮ঢ়ΛΑΓѲ͍͢͠ܗͱ͠·ͨ͠ɻ

ਖ਼՝֎ɿ学ੜͷ環境ʹؔ͢Δࣗൃత࣮ફ׆ಈͷࢧԉ
環境ڭҭɾۀ࡞ڀݚ෦ձͰɺ学ੜͷ環境ʹؔ͢Δࣗ׆త׆ಈͷࢧԉΛܧଓ͍ͯͯͬ͠ߦ·͢ɻ
ఆظతʹ։͞࠵ΕΔ学ੜ &.4 ਪਐһձٞʹಉ੮͠ɼ学ੜ͔ΒͷఏҊ߲ࣄʹ͍ͭͯॿ͓ݴΑ
ͼ大学ࣄ෦ͷྗڠཁΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨ学ੜ&.4ਪਐһද͕৽ೖੜΦϦΤϯςʔ
γϣϯͰ学ੜ &.4 ԉ͠·ͨ͠ɻΩϟϯύεΫϦʔϯσʔͷࢧಈʹ͍ͭͯઆ໌͢Δ४උΛ׆
学ੜࢀՃ૿Ճʹ͍ͭͯɼΩϟϯύεΫϦʔϯσʔͷؒ࣌ͱतۀͷ͕ؒ࣌ॏͳΓɼ৬һͱಉ
ಈͱͯ͠ɼΩϟ׆Ͱͨ͠ɻͦ͜Ͱɼ学ੜͷࣗओతͳਗ਼گͳঢ়ࠔՃ͢Δ͜ͱࢀ学ੜ͕ʹ࣌
ϯύεΫϦʔϯσʔʢ環境݄ؒͷ � ݄ͱΦʔϓϯΩϟϯύεɾ学Ԃࡇͷલͷ10 ݄ͷ 2 ճʣ
ͷલ 1िؒΛΩϟϯύεΫϦʔϯΟʔΫͱఆΊɼ͜ͷؒظʹΩϟϯύεͷਗ਼׆ಈΛ
学ੜ͕ࣗओతʹ͜͏ߦͱΛ学ੜ &.4 ҕһձ͕ݺͼ͔͚·ͨ͠ɻਗ਼׆ಈΛ࣮ͨ͠ࢪ学ੜ͕
ՃΛѲ͠·ͨ͠ɻ·ͨෆదࢀͱͰ学ੜ͜͏ߦಈ報告ͱͱʹϏϏοτϙΠϯτਃΛ׆
றंରࡦͷͨΊͷϓϥϯλʔു২͑২Λ学ੜͱҰॹʹೖ学ࣜલͷय़ͱळʹ͍ߦɼறंࢭې
۠ҬͰறं͢Δं͕ଟ͍ͱ͜ΖΛத৺ʹϓϥϯλʔΛઃஔͨ͠ͱ͜Ζɼෆదறं͕ݮগ͠·
ͨ͠ɻ͞ΒʹদߐΩϟϯύε学ੜ &.4 ҕһͱͷ߹ಉձٞΛ11݄ʹদߐͰ։͠࠵ɼ環境ڭҭɾ
ɻͨ͠·͍ߦΛަݟ෦ձһಉ੮ͯ͠ҙۀ࡞ڀݚ

ਖ਼　՝ɿҩ学෦学ੜ͕学Ϳ͖環境ڭҭͷݕ౼
ҩ学෦ͷ環境ؔ࿈तۀ֤तۀՊͷதͷςʔϚͱ࣮ͯ͠͞ࢪΕ͓ͯΓɼҩ学ՊͰ1� ߲ɺ
学ՊͰޢ 2� ߲͕͛ڍΒΕͨɻ

ਖ਼՝֎ɿ学ੜͷ環境ʹؔ͢Δࣗൃత࣮ફ׆ಈͷࢧԉ
·Ճऀࢀ学ੜओମͷΩϟϯύεΫϦʔϯΟʔΫͷ学ੜͨ͠ࢪըͱ࣮ͯ͠اճ৽ͨͳࠓ
ͩগͳ͘ɼॏཁͳ՝ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ学ੜશମͷࢀՃΛݺͼ͔͚ΔޮՌతͳपํ法Λ
͞Βʹݕ౼ɾʢిࢠϝʔϧͷར༻ʣ͢ΔͱͱʹɼϏϏοτϙΠϯτͷରͱͳΔ͜ͱ
ซͤͯ報͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ·ͨ学ੜ &.4 ձٞͷఆظత։͓࠵Αͼ学ੜ &.4 χϡʔε
ͷఆظతൃߦʹΑΔ学ੜͷ &.4 ଓతʹಇ͖͔͚͍ͯ͘ඞཁ͕͋Γ·͢ɻ͞ܧಈͷपΛ׆
ΒʹদߐΩϟϯύε学ੜ &.4 ҕһͱͷ߹ಉձٞɾ࠙ձͷ։࠵ʹࢧԉΛ͍ߦɼ྆Ωϟϯ
ύεͷ学ੜಉ࢜ͷަྲྀΛਂΊΔ͜ͱʹݙߩͰ͖·ͨ͠ɻҾ͖ଓ͖ɼ学ੜͷ &.4 ੑ׆ಈͷ׆
ԽͷͨΊͷࢧԉΛܧଓ͍͖ͯ͠·͢ɻ
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ਖ਼　՝ɿҩ学෦学ੜ͕学Ϳ͖環境ڭҭͷݕ౼
ҩ学෦ͷ環境ؔ࿈तۀ֤तۀՊͷதͷςʔϚͱ࣮ͯ͠͞ࢪΕ͓ͯΓɼ環境ڭҭʹ͍ͭͯ
ମܥతʹ学ΔतۀΧϦΩϡϥϜͱͳ͍ͬͯͳ͍ͷ͕࣮ঢ়Ͱ͢ɻҩ学෦ͷ環境ؔ࿈तۀͷ͞
ΒͳΔॆ࣮ͷͨΊɼ2011 ͔Βҩ学෦学ੜ͕学Ϳ͖環境ڭҭͷݕ౼ɾཧΛ͚ͯܽ͠
͍ͯΔ環境ؔ࿈तۀͷ༰ʹ͍ͭͯݕ౼͍ͯ͘͜͠ͱΛ࣮ࢪඪʹ͓ͯ͛ܝΓɼຊ֨తʹݕ
౼ΛਐΊ͍ͯ͘༧ఆͰ͢ɻ

ਖ਼　՝ɿҩ学෦学ੜͷΞϯέʔτௐࠪʹΑΔ環境ڭҭͷޮՌධՁͷݕ౼
ҩ学෦学ੜͷ環境ҙ ɾࣝߦಈɾධՁʹؔ͢ΔΞϯέʔτௐࠪΛܧଓ࣮͠ࢪɼ࣍ਪҠͷσʔ
λΛੵͯ͠ଔ࣌ۀʹ環境ڭҭͷޮՌΛධՁ͢Δ͜ͱΛ͠ࢦ·͢ɻ·ͨ͜Ε·Ͱ࣮͕ࢪෆ
ेͰ͋ͬͨ学ੜΞϯέʔτ݁ՌΛϑΟʔυόοΫ͢Δ͜ͱΛݕ౼͍ͯ͘͠༧ఆͰ͢ɻ

ਖ਼՝֎ɿ学ੜͷ環境ʹؔ͢Δࣗൃత׆ಈͷධՁํ法ͷݕ౼
学ੜͷࣗओతਗ਼׆ಈاըͰ͋ΔΩϟϯύεΫϦʔϯΟʔΫͷ࣮ࢪͷपΛޮՌతʹ͜͏ߦ
ͱΛݕ౼͠ɼࢀՃऀͷ૿Ճʹͭͳ͕Δ͜ͱΛ͠ࢦ·͢ɻͦͷଞͷ学ੜͷ環境ʹؔ͢Δࣗ
ൃత׆ಈʢ学ੜ &.4 ձٞͷఆظత։࠵ɼ学ੜ &.4 χϡʔεͷ࡞ɾൃٴߦͼෆదறं
ରࡦͷͨΊͷϓϥϯλʔു২͑২ʣͷࢧԉΛܧଓ͍ͯ͘͠ͱͱʹɼ学ੜͷ環境࣮ફΛఆ
ྔతʹධՁ͢Δํ法ͱͯ͠ɼΩϟϯύεΫϦʔϯΟʔΫͷ学ੜࢀՃऀͷ学ੜͷࣗओత׆
ಈΛѲͯ͠ࢦඪͱͯ͠औΓೖΕɼ学ੜͷ環境׆ಈΛධՁ͍ͯ͘͠ΈΛ͍ͯ͑͘ߟ༧ఆͰ
͢ɻ
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①インターネットによる広報活動
島根大学ͰɼҬࣾձͷ૭ޱͱ͠ ʮͯ島根大学ڭһ報ࡧݕγεςϜʯΛ 8FC ্ʹ։ઃ͠ɼ

ຊ学ͷڭһʢऀڀݚʣͷڭҭ׆ڀݚಈͳͲͷ報Λެ͘։͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɼ環境ʹؔ͢ΔڀݚΛ
ؚΉऀڀݚͷڀݚ༰ҰཡΛʮݟڀݚຊࢢʯͱͯ͠ 8FC ʹެ։͠ɼ環境ڀݚΛؚΊͨ׆ڀݚಈͷ׆
ੑԽڞಉڀݚͷਪਐΛਤ͍ͬͯ·͢ɻ

˙島根大学ڭһ報ࡧݕγεςϜɿ
　島根大学 )1　ˠ　ڭһࡧݕγεςϜ
IUUQ���XXX�TUB⒎TFBSDI�TIJNBOF�V�BD�KQ�LFOLZV
˙島根大学ݟڀݚຊࢢɿ
　島根大学 )1　ˠ　ڀݚɾ࢈学࿈ܞ　ˠ　島根大学ݟڀݚຊࢢ
IUUQ���NJIPOJDIJ�TIJNBOF�V�BD�KQ�

②講演会などの実施
島根大学ͰߦͳΘΕ͍ͯΔ環境ڀݚͷՌΛࣾ

ձؐ͢ݩΔͨΊɼ学ज़తͳߨԋձൃڀݚද͔
ΒҰൠɾதߍߴੜ͚ͷߨԋձࢢຽ࠲ߨͳͲɼ
ଟ࠼ʹ։͍ͯ͠࠵·͢ɻ環境ڀݚΛ࢝Ί大学ͰߦΘ
Ε͍ͯΔڀݚΛࢢ͘ຽʹͬͯΒ͏ػձͱͯ͠ɼ

ʮ島根大学αΠΤϯεΧϑΣʯ͕͛ڍΒΕ·͢ɻʮα
ΠΤϯεΧϑΣʯɼ島根大学ͷࢢ͍ͯͭʹڀݚຽ
ͷօ༷ʹ͔Γ͘͢ɼΑΓۙʹ͍ͩͨͯ͘͡ײ
ͨΊʹ։͞࠵ΕΔߨԋձͰ͢ɻ

③島根大学お宝研究（特色ある島根大学の研究紹介）
島根大学Ͱ͜Ε·Ͱഓ͖ͬͯͨڀݚͷੵΛૅجʹ  ҬͷจԽͱۀ࢈ΛϦʔυͭͭ͠ڀݚՌ

Λੈքʹൃ৴͢Δత͋ྗ׆;ΕΔ大学Λͯ͠ࢦɺ200� ʹ学෦学ՊͷΛ͑ͨڀݚ৫
Ͱ͋ΔϓϩδΣΫτڀݚਪਐߏػʢࡏݱઓུతڀݚਪਐηϯλʔʣΛ立্ͪ͛·ͨ͠ɻຊηϯλʔͰ
ඪΛڀݚͨͬߜઓུͷԼͰॏڀݚ෦ɾ๖ժڀݚ෦ɾಛผڀݚ෦ͷ֤ϓϩδΣΫτٴͼϓ

�� 環境ڀݚʙେֶの׆ڀݚಈΛप͠ɼࢢຽの環境ҙࣝΛߴΊΔʙ

島根大学ͷ環境ؔ࿈Λ࢝Ίͱ͢ΔڀݚͷՌɼ学ձɼߨԋձɼࢢຽ࠲ߨɼϚεϝσΟΞɼΠϯλʔ
ωοτͳͲΛ௨ͯࣾ͠ձ学քʹൃද͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɼଞͷؔػڀݚຽؒͱͷڞಉڀݚɾڞಉ։ൃ
ͳͲΛ௨ͯࣾ͠ձʹؐ͞ݩΕ͍ͯ·͢ɻ

ҎԼɼ͜ΕΒͷ׆ಈʹ͍ͭͯ報告͢ΔͱͱʹɼྫࣄڀݚΛհ͠·͢ɻ

ᾇ環境ڀݚ成Ռのීٴにؔ͢Δ׆ಈ
島根大学Ͱɼଟͷڭһ͕環境ʹؔΘΔڀݚΛ͍ͯͬߦ·͢ɻͳ͔ʹ学ज़తޭ͕ೝΊΒΕͨ

Γকདྷੑ͕ظ͞ΕͨΓ͢ΔͳͲɼ学ज़తͳΛडͨ͠ऀڀݚ͍·͢ɻ

サイエンスカフェの様子
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201� ʮαΠΤϯεΧϑΣʯΛ � ճ։͠࠵ɼࢀՃऀͷ �2� ໊ͱͳΓ·ͨ͠ɻαΠΤϯε
ΧϑΣ  ओʹ島根大学ڀݚදজडऀ͕ࢣߨͱͳΓ  島根大学ͷ͙͢Εͨڀݚࣾձతʹؔ৺ͷߴ
ՃऀࢀԋձͰ͢ɻߨ༿Ͱ͑Δ͜ͱΛతͱͨ͠ݴΓཧղ͍͢͠ݶຽͷํʹͰ͖ΔࢢΛҰൠڀݚ͍
ʹίʔώʔΛҿΈͳ͕ΒϦϥοΫεͨ͠งғؾͷதͰΛฉ͍͍͖ͯͨͩ  ҰൠࢢຽͷํʹΘΓʹ
͍͘大学ͷڀݚΛΑΓۙͳͷʹ͚͍ͨͩͨͯ͡ײͷͱධՁ͍ͯ͠·͢ɻߨԋςʔϚ ʮڕΤ
ΰϚΛڧԽͨ͠৯ࣄͰ  Α͏ʯ͑ߟ͍ͯͭʹɾ৯࡞͑ࢠʯ☗ʮҨʹ߁ͷ৺ΧϥμΛ݈ऀྸߴʮ島
根島ͱӅذʹ͋Δੴ༉ɾఱવΨεΛੜΉੴͱͦͷ؍ܠʯʮ島根ݝʹ͓͚Δੜऀځࠔ׆ͷࣗ立ࢧԉΛ
ਐΊΔͨΊʹʯʮͱͬͯମʹ͍͍ ʂ֟Α·ʯͱଟذʹΘͨΓ  ෯͍ʹ͍ͭͯ学शҙཉ
ͷࢀ͍ߴՃऀʹຬ͍͚ͨͩͨͷͰͳ͍͔ͱධՁ͍ͯ͠·͢ɻ ·ͨ  ॳΊͯࢀՃ͞Εͯ࣍ճҎ߱
ଓ͚ͯࢀՃ͍͚ͨͩΔํ͕ 201�  �� ໊͋Γ  ఆظతͳ։࠵ҊΛر͞ΕαΠΤϯεΧϑΣ
ొऀʹͳΔํண࣮ʹ૿͍͑ͯΔݱঢ়͔ΒαΠΤϯεΧϑΣʹର͢Δظ͕͑·͢ɻΞϯέʔτͰ
 ʮۙͳςʔϚͰΘ͔Γқ͘ߟࢀʹͳΔɻʯʮ୭Ͱܰؾʹग़੮Ͱ͖ΔηϛφʔͰྑ͍ɻ༰Ұݟ
ͦ͠͏ͳςʔϚΛΘ͔Γқ͖͍ͩͨͯٛ͘͠ߨ༗Γ͍ɻʯͳͲධΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻҾ͖ଓ͖ ࠓ
ɻ͢·͖͍ͯ͠ڙຽͷํఏࢢ学Ϳ͜ͱͷͰ͖ΔΛʹܰؾ͍ͯͭʹڀݚ島根大学ͷ͍෯ޙ

·ͨɼؿਫҬڀݚηϯλʔʢݱΤενϡΞϦʔڀݚηϯλʔʣͰɼ島根大学ʹ͓͍ͯ � ճͷؿਫ
Ҭ࠙ஊձฒͼʹؿਫҬڀݚձͱ࠵ڞͰؿਫҬൃڀݚදձΛ࣮͠ࢪɼ࠷৽ͷ環境ڀݚՌʹ͍ͭͯࢢ
ຽΛؚΊͨͷ 200 ໊༨Γͷग़੮ऀʹௌ͖͍ͩͨͯ͠ߨ·ͨ͠ɻಛʹൃڀݚදձɼ大学ɼڀݚॴɼ
Βͷൃද૿͍͑ͯ·͢ɻ͔֎ݝଟͷൃද͕͋Γɼۀا

ϩδΣΫτηϯλʔ͕ܭըతʹ׆ڀݚಈΛల։͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɼ学෦͓Αͼߏػॴଐηϯλʔʹ͓͍
༷ͯʑͳڀݚΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ͜ͷΑ͏ͳ島根大学ͰऔΓΜͰ͍Δಛ৭͋ΔڀݚΛΘ͔Γқ͘
հ͢ΔͨΊɼʮ島根大学͓ๅڀݚʢಛ৭͋Δ島根大学ͷڀݚհʣʯͱ͍͏ࢠΛ 1ճ࡞͠ɼࡏݱ
WPM�11·Ͱൃ͍ͯ͠ץ·͢ɻ島根大学ϗʔϜϖʔδʹެ։͢ΔͱͱʹɼϖʔύʔϒοΫر͢Δํ
ʹ͍ͯ͠·͢ɻ

˙島根大学͓ๅڀݚʢಛ৭͋Δ島根大学ͷڀݚհʣɿ
　島根大学 )1　ˠ　ڀݚɾ࢈学࿈ܞ　ˠ　ಛ৭͋Δڀݚհ
IUUQ���XXX�TIJNBOF�V�BD�KQ�SFTFBSDI�SFTFBSDIFST�SFTFBSDI@VOJRVF�

④環境に関連する研究成果
1�ʮݟڀݚຊࢢʯɼ学ͷڀݚχʔζɾγʔζͷൃ۷報ڞ༗ٴͼ学֎ͷํʹ島根大学ͷڀݚγʔ

ζΛհ͢Δ͜ͱͰɼ׆ڀݚಈͷੑ׆ԽͱڞಉڀݚͷਪਐΛਤΔ͜ͱΛతʹ։ઃ͍ͯ͠·͕͢ɼ
環境ͷڀݚʹ͍ͭͯ͞ࡌܝΕ͍ͯ·͢ɻ

2� 環境ʹؔ͢ΔڞಉڀݚΛ � ݅క݁͠ɼ׆ڀݚಈΛ௨ͯ͡ՌΛࣾձʹؐ͠ݩ·ͨ͠ɻ
�� ·͍ߦՌʹ͍ͭͯൃදΛڀݚ৽ͷ環境࠷ը͠ɼاදձΛൃڀݚਫҬؿͰ࠵ڞձͱڀݚਫҬؿ

ͨ͠ɻ

w ʮαΠΤϯεΧϑΣʯ島根大学ͷڀݚΛհͰ͖Δͱͯ͠ػ͓ͯ͠Γɼޙࠓࢢຽͷօ༷ൃ
৴Ͱ͖Δମ੍Λҡ࣋͢Δ͜ͱ͕ॏཁͰ͋Δͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻࢀՃऀ͔ΒͷΞϯέʔτΛͱʹ  ر
ͷଟ͍ςʔϚʹ͍ͭͯߨԋΛ͏ߦͳͲ  ΑΓଟ͘ͷํʹڵຯΛͯͬ࣋Β͑ΔΑ͏ʹΛͯͬߦ
͍͖·͢ɻ
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ᾈ環境に͢ݙߩΔྫࣄڀݚʢౡࠜେֶ͓ๅ7ڀݚPM��� ΑΓʣ
島根大学͓ๅڀݚ 7PM�11ͷ͏ͪɼ環境ʹؔ͢Δ༰ͷ 2 ݅ʹ͍ͭͯհ͠·͢ɻ

●先端技術を駆使した汽水湖生物分布ハザードマップの作成
（生物資源科学部・高原  輝彦　助教）
֎ͰྨڕͳͲͷ大ྔ͕ࢮಥͱͯ͜͠ىΔ͜ͱ͕͋Γ·͕͢ɼͦͷൃੜ༧ଌͱ͍ͯ͜͠

ͱ͕ΒΕ͍ͯ·͢ɻ大ྔࢮͷൃੜ༧ଌʹɼ·ͣɼͲͷΑ͏ͳੜ͕ɼͲ͜ʹͲͷ͘Β͍ੜଉ͍ͯ͠
Δͷ͔Λ໌Β͔ʹ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻࢲ͜Ε·ͰɼੜϞχλϦϯάௐ͕ࠪࠔͳބপՏʹ͓
͍ͯɼੜͷഉᔔ͔Βਫதʹ༹͚ग़ͨ %/"ʢ環境 %/"ʣΛௐΔ͜ͱͰɼରੜͷੜଉঢ়گ
Λ؆ศʹਪఆͰ͖Δख法Λ։ൃ͖ͯ͠·ͨ͠ɻࡏݱɼ環境 %/" ͳͲͷ報Λ༻͍ͯɼؿਫބʹੜଉ
͢Δ༷ʑͳྨڕͷੜଉঢ়گΛղ໌͠ɼࣗવ環境ʹ͓͚Δੜ大ྔࢮͷϦεΫධՁͱϋβʔυϚοϓͷ
ɻ͢·͍ͯ͠ࢦΛݱʢਤԽʣͷ࣮࡞

ຊڀݚɼੜ大ྔࢮ༧ଌʹؔ͢Δֵ৽తͳख法ΛఏҊ͠ɼϞχλϦϯάʹΑͬͯ大ྔൃࢮੜΛ༧
ଌͯ͠ରԠͰ͖ΔΑ͏ͳۀړཧ·ͰࢹʹೖΕ͍ͯΔͳͲͷಛ৭Λ͍ͬͯ·͢ɻ͜Ε·Ͱʹɼ島根
ͱ͜Ζɼͨͬߦऔͨ͠ਫαϯϓϧ1-Λ༻͍ͯ環境%/"ੳΛ࠾ͰބਫؿͳͲͷބ๛͔ͳ࣡ಓੑݸͷݝ
ఈੜڕͷϋθྨυδϣɼճ༡ڕͷϘϥφΪɼ֎དྷڕͷϒϧʔΪϧΦΦΫνόεͳͲɼ20 छ
લޙͷڕछͷ %/" Λಉݕʹ࣌ग़Ͱ͖·ͨ͠ɻ͜ͷख法Λ༻͍Δͱɼؿਫބʹੜଉ͢Δଟछଟ༷ͳ
ͷਝͳѲ͕ՄͰ͋Δ͜ͱΛ໌Β͔ʹ͠·ͨ͠ɻگͷੜଉঢ়ྨڕ

ͷݯࢿ֫ړͷݝɼͻ͍ͯɼͯ͠ڙମʹఏ࣏ҬࣗڠړՌɼڀݚհྨͷੜଉ報ͳͲͷڕ
҆ఆత֬อʹΔࡦࢪͷ立Ҋʹ͍ͨ͠ݙߩͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ·ͨɼݩ環境ΛϑΟʔϧυʹ༷ͨ͠ʑͳ
ͷՄੑൃ۷͍ͯ͘͠༧ఆͰ͢ɻڀݚಉڞ

大山を背景に採水調査に取り組む 野外で採取した水の濾過作業

·ͨ ޱຽʹ͔Γ͍͢ΓࢢΓݶԋ༰ΛͰ͖Δߨ ೃછΈ͍͢ݴ༿Ͱ͓͍ͨͩ͘Α͏ʹ
Ҿ͖ଓ͖ࢣߨͷઌੜํͷಇ͖͔͚Λ͍ߦ·͢ɻ

w ؿਫҬڀݚηϯλʔʢݱΤενϡΞϦʔڀݚηϯλʔʣͰɼؿਫҬ࠙ஊձɼؿਫҬൃڀݚදձɼ
·ͨ島根大学ެ։࠲ߨެ։तۀͳͲ༷ʑͳػձΛ௨ͯ͠ɼ͔ऀڀݚΒҰൠࢢຽ·Ͱɼ大学ͷݚ
ಈͷެදΛ͍ͯ͠·͢ɻ׆ڀ
ͯ͠౼ݕʹߋ͍ͯͭʹಈͷެද׆ڀݚձʹ͓͚ΔػɼγϯϙδϜηϛφʔͳͲɼ༷ʑͳޙࠓ
͍͖͍ͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

ਪਐηڀݚଘͷ報ൃ৴ͷํ法ʹՃ͑ɼઓུతطͳͲٛߨαΠΤϯεΧϑΣɼग़લ࠲ߨຽެ։ࢢ
ϯλʔʢॏڀݚ෦ɾ๖ժڀݚ෦ɾಛผڀݚ෦ɾϓϩδΣΫτηϯλʔʣͳͲ͔ΒͷՌ報告ɼ
ηϛφʔɼ୳๚ձͱ͍ͬͨ報ൃ৴ͷػձ૿͍͑ͯ·͢ɻ島根大学ࢢຽͷօ༷ʹ大学ͷڀݚՌ
Λ͔Γ͑͘͢ɼʮҬʹ根͟͠ɼҬࣾձ͔Βੈքʹൃ৴͢Δً͘ੑݸ大学ʯͱͯ͠ͷׂΛ୲ͬ
͍͖ͯ·͢ɻ
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●地域を取り巻く自然・社会科学的な事象の数理・数値モデリングの推進
（生物資源科学部・吉岡　秀和　助教）

ɼͦܥপɼ༻ɾഉਫ࿏ʹɼਫลͷ環境ੜଶބͷۙʹ͋ΔՏɼͪͨࢲ ͯ͠人ؒੜ׆Λ͑ࢧΔ༷ʑ
ͳਫੜੜ͕ॅΜͰ͍·͢ɻ͍·ɼଟ͘ͷਫੜੜʹ͍ͭͯɼ人ؒʹΑΔ環境վมʹΑΓݸମ͕
ஶ͘͠ݮগ͖͓ͯͯ͠Γɼͦͷରٸ͕ࡦͱͳ͍ͬͯ·͢ɻຊڀݚͰɼͪͨࢲʹೃછΈਂ͍ճ༡ڕͰ
͋ΔʠΞϢʢ1MFDPHMPTTVT BMUJWFMJTʣʡΛରʹɼ࣋ଓతͳਫ໘ۀړΛ࣮͢ݱΔ環境ͮ͘Γͷ͋Γ
ํΛɼݱཧՊ学ͷྗΛआΓ͍ͯͯ͠ࡧ·͢ɻ

ΞϢ͕ՏΛͲͷΑ͏ʹճ༡͢Δͷ͔ΛΓɼ༧ଌ͢Δ͜ͱɼ࣋ଓతͳਫ໘ۀړΛ࣮͢ݱΔ環
境ͮ͘ΓʹෆՄܽͰ͢ɻຊڀݚͰɼΞϢͷճ༡ʹؔ͢Δ৽͍͠ཧϞσϧ 	 ෳࡶͳඇઢܕภඍ
ํఔࣜ 
 Λθϩ͔Βߏங͠ɼͦͷੑ࣭Λ学ɾੜ学ɾੜଶ学తͳ؍͔Βৄࡉʹղੳ͠ɼΞϢΛؚ
Ήྨڕͷճ༡ʹؔ͢Δطଘͷ࣮ݧɾ؍ଌ݁ՌͱຊϞσϧͷੑ࣭͕߹తͰ͋Δ͜ͱΛࣔ͠·ͨ͠ɻͱ
͘ʹɼʠ೪ੑղʡͱݺΕΔɼඍํఔࣜʹର͢Δ͍ҙຯͰͷղͷ֓೦͕͜ͷղੳͰ༗ޮੑΛൃش
͢Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ·ͨɼཧϞσϧʹର͢Δޮߴɾ҆ఆɾਫ਼៛ͳಠࣗͷࢉܭख法Λ։ൃ
͠ɼͦͷ࣮͍ߴ༻ੑΛ࣮ࡍͷΞϢճ༡ͷγϛϡϨʔγϣϯʹΑΓ࣮ূ͠·ͨ͠ɻ

͜͏ͨ͠ཧϞσϧͮ͘Γͱฒͯ͠ߦɼ൹ҏڠۀړಉ߹ɼ൹ҏਫܥʹ͓͚ΔڕಓͷઃܭͳͲΛ
भ大学ϚεɾϑΥΞɾʹͳΒͼࣨڀݚ学༺རݯࢿ大学学෦ਫژɼܭձࣾ大ོઃࣜגΔ͍ͯͬߦ
ΠϯμετϦڀݚॴͱ͠ྗڠɼ൹ҏͷՏྲྀگਫ࣭ɼྨڕճ༡ʹؔ͢ΔݱௐࠪΛਐΊ͍ͯ· ʢࣸ͢
ਅʣɻ͜͏ͨ͠ௐࠪʹΑͬͯɼΞϢʹݶΒͣͲͷΑ͏ͳਫੜੜ͕ڕಓΛར༻͍ͯ͠Δͷ͔ɼͩΜͩΜ
ͱ໌Β͔ʹͳ͖͍ͬͯͯ·͢ɻ

ຊڀݚͷՌ国ूڀݚձɼ国ࡍձٞ国֎ͷ学ज़ࢽࡶɼ൹ҏڠړͷ報ࢽࡶͳͲΛ௨ͯ͠ɼ
国֎ɼͦͯ͠Ҭʹۃੵ͚ͯతʹൃ৴͍ͯ͘͠༧ఆͰ͢ɻຊڀݚྨڕճ༡ͷղੳख法ͷ։ൃͱ
͍͏学ज़తͳҙٛΛ༗͢ΔͱͱʹɼҬ環境ܦۀړӦͷվળɼํ࣏ࣗମͷॿݴͳͲͷ࣮ʹ
͏͠ݙߩΔͷͰ͋Δͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻޙࠓɼཧϞσϧͷਫ਼៛ԽݱௐࠪͷܧଓΛ༧ఆͯ͠
͍·͢ɻ

斐伊川中流部での生き物調査風景

（斐伊川漁業協同組合と株式会社大隆設計とともに。）
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ᾉੜݯࢿՊֶ෦

EMS 改善委員会による評価および
学長からの指示を踏まえた改善策など

ੜݯࢿՊ学෦ͷϛογϣϯ՝ڀݚݶؒظఆͷऔͰ͋ͬͨͨΊɼܧଓͯ͠環境ڀݚʹؔͯ͠
ಘΒΕͨՌΛ学֎ൃ৴͍ͯͨͩ͘͠Α͏ɼੜݯࢿՊ学෦ &.4 χϡʔεʹ֤ͯڭһʹप͠·͠
ͨɻ

ੜݯࢿՊ学෦ʹ͓͚Δϛογϣϯͷ࠶ఆٛʹԊͬͯɼ環境ͷڀݚΛਪਐ͠ɼՌΛݩʹؐ
Ͱ͖ΔςʔϚʹऔΓΈɼಘΒΕͨՌΛ学֎ʹप͠·͢ɻݩ

ੜݯࢿՊ学෦ͷ環境ؔڀݚ࿈ͷ報告ձ
ɾ201�  7 ݄ � ʮ学ੜʹΑΔൃڀݚදձˍ࢈学ަྲྀձʯʢ島根大学 ૯߹ཧ学෦ଟతϗʔϧʣ
ʮ࣭νοϓΛ༻͍ͨলΤωܕ༗࣭ػԚటॲཧٕज़ͷ։ൃʯͷൃද
ɾ201�  10 ݄ 22 ʮ201� தؒࢁϑΣΞ JO ͍ʙͳΜʯʢ島根ݝதؒࢁҬڀݚηϯλʔʣ
ʮ島根ݝʹ͓͚ΔվྑޮՌΛػͭ࣋ੑඍੜͷௐࠪʯͷൃද
ɾ201�  12 ݄ � ʮ島根大学ੜݯࢿՊ学෦ηϛφʔ JO ͷؒʣࡩ島ɾ島ʯʢϝϧύϧΫ
ʮҬͷඍੜΛ׆༻ͨ͠২පআʹ͍ͭͯʯͷൃද
ɾ201�  12 ݄11ʮ͠·Ͷ大ަྲྀձ 201�ʯʢ͘ʹͼ͖ϝοη大లࣔʣ
ʮ島根ொʹ͓͚ΔΞϒϥΪϦͷ͓Αͼར༻Մੑʯͷൃද
ɾ2017  1݄ 7ɾ� ʮୈ 2� ճ৽य़ؿྫ߃ਫҬൃڀݚදձʯʢ島根大学　ڭཆࣨٛߨ౩ �0� ʣࣨڭ
ʮੴփཻΛ෴࠭ͨ͠தւࡉҪԭᔱᕕۼͷਫ࣭ͱӫཆԘɾེԽਫૉͷ༹ग़ʯͷൃද
ɾ2017  2 ݄ 2� ʮ島根大学ੜݯࢿՊ学෦ɾڀݚγʔζʹΑΔҬੑ׆Խͱ人ࡐҭɼҬ
ຽձؗʣݝͱͷίϥϘʯʢ島根ۀا

ʮ島根ݝதؒࢁͷඪߴ݅Λར༻ͨ͠ߴ࣭࡞ഓʯͷൃද

ϛογϣϯ՝ڀݚͷ学෦༧ࢉʹΑΔऔ͕ऴྃͨ͠ޙɼܧଓͯ͠Ҭ՝ʹؔ࿈͢Δ͕ڀݚਐ
ɻͨ͠·͠ߦ

ϛογϣϯ՝ڀݚ報告ձͷऔऴྃͨͨ͠Ίɼݸผͷ報告ྫࣄͷͱΓ·ͱΊ͕͘͠ͳΓ·ͨ͠ɻ

Ҿ͖ଓ͖ɼҬ՝ʹؔ࿈ͨ͠環境ڀݚΛਪਐ͠ɼࢢ͘ຽͷํʑಘΒΕͨՌΛൃ৴͍͖ͯ͠
·͢ɻ

ੜݯࢿՊ学෦ͷڭһ͓Αͼࣄ৬һʹର͠ɼ環境ڀݚʹؔ͢ΔՌʹ͍ͭͯɼ学֎Ͱ報告͞Εͨ
߹ʹ̢̨̚ରԠҕһʹΒͤΔΑ͏ʹґཔ͠ɼՌ報告ͷ͑ݟΔԽΛਐΊ·͢ɻ
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ຽʹप͢ࢢ͘Λਪਐ͠ɼಘΒΕͨՌʹ͍ͭͯɼڀݚ॥環ͷݯࢿɼ環境ؾਫɼ大ޙࠓ
ΔػձΛ૿͍͖ͯ͠·͢ɻ

EMS 改善委員会による評価および
学長からの指示を踏まえた改善策など

ʮ࣭తͳࢦඪʯ͕ѲͰ͖ΔΑ͏ྗ͠·͢ɻ

島根大学ެ։࠲ߨࢢຽ࠲ߨΛ௨ͯ͡ɼࢢຽͷڀݚհΛ͍ߦ·͢ɻ

ᾊ૯߹ཧڀݚֶՊ
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ձ͕͋Γ·ͨ͠ɻػՌΛ報告͢Δڀݚ
201��10� �　ʮԽ学ͱ༡΅͏ʯʢ島根大学大学ࡇʣ
2017� ��2�　ʮ࣡ಓބอશ࠶ੜٞڠձʯ　ࢀՃऀ �0 ʢ໊உঁൺ ��ɿ�ɼྸ �0 ʙ70 ʣ
2017� ��2�　ʮڀݚ報告ձʯ　ࢀՃऀ 20 ʢ໊国ަল৬һ͚ɼஉঁൺ ��ɿ�ɼྸ �0 ʙ �0 ʣ

৽ฉࣄهͰڀݚ༰͕հ͞Ε·ͨ͠ɻ
201����11　島根৽ฉ　ʮࢵ֎ઢͰγδϛ࢈ผʯʢ࡚ٶӳහڭतʣ
201����2� 　島根৽ฉ　ʮʮס૩ʯଌΔஔΛԽʯʢԣాਖ਼ڭतʣ

ެ։तۀ
લظʜʜ　ૅجཧ学ᶗɼ࣭ݐங学ᶗɼݻମཧ学ᶗɼΤϨΫτϩχΫεηϛφʔɼ環境ͷԽ学ɼ　　
ͷཧ学ؾͱ࣓ؾి　　　　　
ங学ᶘɼϓϨʔτςΫτχΫεɼٕज़ͱࣾձݐཧ学̘ɼ࣭ૅج　ʜʜظޙ

৽ฉͱ͍͏ۙͳഔମΛ௨ͯ͡ɼ༷ʑͳํʹڀݚՌͷհ͕Ͱ͖Δػձ͕͋Γ·ͨ͠ɻ
ɼ͕ͨ͠·͍ߦՊͰௐࠪΛڀݚձ͕ͳ͔͔ͬͨɼػհͷڀݚʹ͓͍ͯɼ࠲ߨެ։࠲ߨຽࢢ

報告͕ͤدΒΕͳ͔ͬͨͷ͋Δ͔͠Ε·ͤΜɻ

ެ։࠲ߨࢢຽݶʹ࠲ߨΒͣɼ࣮͞ࢪΕͨڀݚհͷྫࣄΛͳΔ͘ଟ͘ѲͰ͖ΔΑ͏ʹ͍ͨ͠ͱ
ɻ͢·͍ࢥ

ϒʔεग़లܕͷΠϕϯτͰɼࢀՃऀଟ͘དྷऀͷѲ͕͘͠ͳΓ·͕͢ɼʮ࣭తͳࢦඪʯ
͕ѲͰ͖Δख法Λݕ౼͍͖͍ͯͨ͠ͱ͑ߟ·͢ɻ

հͨ͠ྫࣄɼͦͷ࣭తͳࢦඪʹ͍ͭͯѲ͢Δख法ͷ֬立͕՝ͱ͍͑·͢ɻ
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ᾋҩֶ෦

ҩ学෦Ͱɼ環境ڀݚΛਪਐͯ͠ɼͦͷՌΛࣾձؐ͢ݩΔ͜ͱΛతʹɼ࣍ͷ̑ͭͷඪΛܝ
͍͛ͯ·͢ɻ

ʣ̍環境ڀݚͷ࣮ଶௐࠪΛ࣮͠ࢪɼ環境ڀݚͷঢ়گΛѲ͢Δɻ
̎ʣ環境ڀݚͷීࡦٴΛ࣮͢ࢪΔɻ
̏ʣಛච͖͢環境ڀݚΛநग़͠ɼެ։͢Δɻ
̐ʣ環境ڀݚՌͷීٴʹؔ͢ΔௐࠪΛ࣮͢ࢪΔɻ
̑ʣ島根大学ҩ学෦ͱͯ͠ͷ環境ڀݚମ੍Λߏங͢Δɻ

ʣ̍環境ڀݚͷ࣮ଶௐࠪΛ࣮͠ࢪɼ環境ڀݚͷঢ়گΛѲ͢Δɻ
201�  � ɼऔΓ·ͱΊͨ݁ՌΛ島根͠ࢪΔΞϯέʔτΛ࣮ؔ͢ʹگͷঢ়ڀݚ環境ऀڀݚʹ݄
大学環境報告書 201� ࡌܝɻऔΓ·ͱΊ݁ՌΛ大学ͷ 8FC ϖʔδͰͷࡌܝΛদߐΩϟϯύε
ͱਐΊ͍ͯ·͢ɻ

̎ʣ環境ڀݚͷීࡦٴΛ࣮͢ࢪΔɻ
環境ʹؔ͢Δࢢຽެ։࠲ߨΛߦɼҬͱ࿈ܭͯ͠ܞը͠ɼ։͠࠵·ͨ͠ɻ201� ͷࢢຽެ
։࠲ߨʮۙͳੜ׆環境ͱ݈߁ � 環境ͱපؾͷ༧ �ʯͱͯ͠ɼ༧ҩ学ΛςʔϚʹ12 ݄ � 
·͍ߦत͕ڭ।࢙দོٱ　࠲ߨतɼಉڭਆాल　࠲ߨɼ環境อ݈ҩ学ࢣߨɻͨ͠·͠ࢪ࣮ʹ
ͨ͠ɻࢢຽ͔ΒͷࢀՃऀ͕ �0 ໊͋Γɼߨԋޙɼԋऀͱͷ࣭ٙԠߦʹൃ׆ΘΕ·ͨ͠ɻ

̏ʣಛච͖͢環境ڀݚΛநग़͠ɼެ։͢Δɻ
ಛච͖͢環境ڀݚͷநग़ʹ͍ͭͯɼ ʣ̍Ͱ࣮ͨ͠ࢪΞϯέʔτ݁Ռʹ͖ͮجநग़͠·ͨ͠ɻ

̐ʣ環境ڀݚՌͷීٴʹؔ͢ΔௐࠪΛ࣮͢ࢪΔɻ
ʣ̍Ͱ࣮ͨ͠ࢪΞϯέʔτ݁Ռ͔Βɼ学ձൃදɼจɼߨԋձɼߨशձͷঢ়گΛѲ͠·ͨ͠ɻ

̑ʣ島根大学ҩ学෦ͱͯ͠ͷ環境ڀݚମ੍Λߏங͢Δɻ
環境ڀݚΛਪਐ͢ΔͨΊͷڀݚඅΛ̢̨̚ࣄہͱͱʹɼࡢͷ10 ݄ʹฏ 2� Պ学
ਃ͠·ͨ͠ɻ݅̍ʹڀݚ൫جͷۀࣄඅॿڀݚ

̍ʣ環境ڀݚͷ࣮ଶௐࠪΛ࣮͞ࢪΕɼ環境ڀݚͷঢ়گΛ
Ѳ͞Ε͍ͯ·ͨ͠ɻ

̎ʣ環境ڀݚͷීࡦٴΛ࣮͢ࢪΔɻ
Ճऀ͕ࢀຽ͔Βͷࢢ �0 ໊͋Γɼߨԋޙɼԋऀͱͷ

࣭ٙԠߦʹൃ׆ΘΕ·ͨ͠ɻ
̏ʣಛච͖͢環境ڀݚɼ̍ʣͰ࣮ͨ͠ࢪΞϯέʔτ

݁Ռʹ͖ͮجநग़͞Ε·ͨ͠ɻ
̐ʣ環境ڀݚՌͷීٴʹؔ͢Δௐࠪɼ̍ʣͰ࣮͠ࢪ

ͨΞϯέʔτ݁Ռ͔Βɼ学ձൃදɼจɼߨԋձɼߨशձͷঢ়گΛѲ͠·ͨ͠ɻ
̑ʣ島根大学ҩ学෦ͱͯ͠ͷ環境ڀݚΛਪਐ͢ΔͨΊͷڀݚඅΛ̢̨̚ࣄہͱͱʹਃ͠·ͨ͠ɻ

͞ΒͳΔ環境ʹؔ͢ΔڀݚՌͷޮՌతͳීٴΛ͍ߦɼͦͷ݁ՌΛࢢ͘ຽެ։࠲ߨΛ௨ͯ͠ൃܒ
͍ͯ͘͠ඞཁ͕͋Γ·͢ɻීൃܒٴʹͨͬͯɼ֤छϝσΟΞʹऔΓ্͍͛ͯͨΓɼߦͷ報ʹ
Β͏ͳͲͷྗΛඞཁͱ͠·͢ɻͯ͠ࡌܝ

公開講座
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ᾇԽֶ࣭のऔΓѻい
w ʮಛఆԽ学࣭ͷ環境ͷഉग़ྔͷѲٴͼཧͷվળͷଅਐʹؔ͢Δ法ʯʢ௨শɿԽ法ʣ ୈ 

� ୈ 1 ߲ͷఆΊʹΑΓɼ環境ʹഉग़͞ΕΔୈҰछࢦఆԽ学࣭ 	 ಛఆୈҰछؚΉ 
 ͷऔѻྔΛ
Ѳ͠·ͨ͠ɻ

w 201� ͷԽ法ʹͮ͘جୈҰछࢦఆԽ学࣭ 	 ಛఆୈҰछؚΉ 
 ͷऔѻྔΛௐࠪ͠·͢ɻ
w 201� ͷԽ学࣭औѻྔ্Ґ � छྨΛ·ͱΊ·͢ɻ

w 島根大学ༀཧγεςϜʢ௨শɿ$3*4ʣʹొ͞Ε͍ͯΔɼԽ法ʹͮ͘جୈҰछࢦఆԽ学࣭
ʢಛఆୈҰछؚΉʣʹ͍ͭͯɼௐࠪͷ݁Ռɼ201� ͷऔѻྔ 20�2 LH Ͱͨ͠ɻʢਤ̍ʣ
w 201� ͷԽ学࣭औѻྔ্Ґ � छྨɼΫϩϩϗϧϜɼδΫϩϩϝλϯɼϔΩαϯɼϕϯθϯɼ
τϧΤϯͷॱͰͨ͠ɻʢਤ 2ʣ

w ௐࠪͷ݁Ռ 201� ͷୈҰछ 	 ಛఆؚΉ 
 ͱͳྔݮʹର͠大෯ͳࡢఆԽ学࣭औѻྔɼࢦ
Γ·ͨ͠ɻ

w ௐࠪͨ͠Խ学࣭ͷ学֎ɼԼਫಓͷҠಈྔٴͼɼެڞ༻ਫҬɼ大ؾͷഉग़ྔʹ͍ͭͯɼ
ग़Ͱ͖·ͤΜɻࢉঢ়ͰͷༀཧγεςϜͰݱ

w Խ法ʹͮ͘جԽ学࣭ͷҠಈྔɼഉग़ྔΛਖ਼͘͠ࢉग़͠ɼѲ͢ΔͨΊʹɼݱༀཧγες
ϜͷΧελϚΠζ͕ඞཁͰ͋Γɼݕ౼͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

�̏ ݮಈに͏環境ෛՙの׆ݧ࣮

図1　第一種（特定含む）指定化学物質取扱量
（2012～ 2016年度）

図2　第一種（特定含む）指定化学物質取扱量，上位5種類
（2012～ 2016年度）
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ᾈԽֶ࣭にؔΘΔཧ
দۀࣄߐͰ࣮ݧഇӷͷऔΓѻ͍ฒͼʹൖग़ɾडऔΓʹ͍ͭͯɼʮ࣮ܥݧഇӷɾഇغཧखҾ͖ʯ
ʢҎԼʮཧखҾ͖ʯͱ͍͏ʣٴͼؒܭըൖग़ʹै͍࣮͢ࢪΔ͜ͱΛ࣮ݧഇӷऔѻऀप͠ɼ
ഉग़ഇӷʹ͍ͭͯൖग़ऀ報ɼഇӷ۠ɾ༰ɼQ)ɼॏྔͷࡌهΛ͚͍ٛͯ·͢ɻ

ஂͰൃੜͨ͠ഉআਫɼஂೆଆɾଆ͔ΒদࢢߐԼਫಓ࿈݁͞Ε͍ͯΔ̎ͭͷ࠷ऴ
์ྲྀຟ͔Βഉग़͠ɼೆଆ࣮ܥݧɾੜܥ׆ഉআਫʹ͍݄ͭͯ 2 ճɼଆ大学ੜڠΛؚΉੜܥ׆ഉআ
ਫʹִ͍݄ͭͯʹೱࠪݕྔܭΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

দۀࣄߐͷ࣮ݧഇӷͷऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯɼదͰ͋Δ͔Λ֬ೝ͠·͢ɻ
ஂͷഉআਫʹ͍ͭͯɼদࢢߐԼਫಓྫʹద߹ͨ͠ഉআਫͰ͋Δ͔Λ֬ೝ͠·͢ɻ
 201� ·Ͱͷ࣮ݧഇӷɾഇغٴͼഇਫͷෆదͳऔΓѻ͍Λղফ͢Δ͜ͱ͔ΒʮཧखҾ͖ʯ

Λվగ͠·͢ɻ

ഉআਫʹ͍ͭͯɼஂଆ࠷ऴഉग़ຟͰ O� ϔΩαϯநग़࣭͕ 201�  � ݄ 	�2NH�-
 ٴ
ͼ 2017  2 ݄ 	�1NH�-
 ʹদࢢߐྫഉআج४ 	�0NH�-
 Λա͢ΔΛݕग़ͨͨ͠Ίɼ
大学ੜڠվળΛ໋͡·ͨ͠ɻ

࣮ݧഇӷɼ࣮ܥݧഇغɼҰ෦ܥۀࣄഇغͷॲʹ͍ͭͯશͯ֎෦ҕୗ͠·ͨ͠ɻ
૯߹ཧ学෦࣭Պ学Պ 	2 ճੜ �0 ໊ 
 学Պ࢈Պ学෦ྛੜݯࢿͼੜٴ 	1 ճੜ �0 ໊ 
 ͷ学ੜ

ʹର࣮͠ݧഇӷɾ࣮ܥݧഇغٴͼഉਫͷదͳऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯࢦಋ͠·ͨ͠ɻ
ʮཧखҾ͖ʯΛվగ͠ 201�  � ݄ʹશࣨڀݚɼڭһٴͼ෦ہ͠·ͨ͠ɻ

ஂଆ࠷ऴഉग़ຟͷೱࠪݕྔܭͰ O� ϔΩαϯநग़࣭ͷ͕ج४Λ大෯ʹ͑ͨͨΊ大学
ੜڠվળΛ໋͡·͕ͨ͠ɼॆͳվળʹ͍ͨΓ·ͤΜͰͨ͠ɻ

࣮ܥݧഇغʢۀ࢈ഇغʣͷॲʹ͍ͭͯɼॲޙʹҕୗܖ͔ऀۀΒฦ٫͞ΕΔཧථΛ֬
ೝ͢Δ͜ͱʹΑΓదਖ਼ͳӡൖɼॲཧɼॲͷ֬ೝ͕Ͱ͖͍ͯ·͢ɻ

࣮ݧഇӷɾഇغٴͼഇਫͷෆదͳཧঢ়͕گҰ෦ͷ෦ہͰΈΒΕΔ͜ͱɼ·ͨɼഉਫཧʹͭ
͍ͯ大学ੜڠͷ͞ΒͳΔվળͷඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

ޙࠓԽ学࣭ͷదͳऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯɼʮཧखҾ͖ʯʹΑΔ֤෦ہɼࣨڀݚ୯ҐͰͷڭҭɾࢦ
ಋͷ࣮ࢪঢ়گΛ͢ࢹΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

w201�  � ݄͔ΒɼༀཧγεςϜͷӡ༻Λ։͕ͨ࢝͠ɼԽ学࣭ΛऔΓѻ͏શͯͷڭ৬һͷ
༻࣮σʔλͷೖྗ͕ඞཁͰ͋ΓɼࣗΒߪೖͨ࣌࣌͠༺ʹඞͣೖྗ͠ɼొ͢Δ͜ͱ͕՝ͱ
ͳΓ·͢ɻ
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ᾉ࣮ܥݧഇغのݯࢿͱ͠ての׆༻
দۀࣄߐͰɼಛผཧۀ࢈

ഇغཧऀฒͼʹԽ学
࣭ཧҕһձͷԼɼ200� 
͔Βܧଓͯ͠ʮཧखҾ͖ʯ
۠ �Λ 2غഇܥݧ࣮ͯͬैʹ
ʹผ͠ɼҕୗऀۀͰϦαΠ
ΫϧΛ͍ͯͬߦ·͢ɻʢਤ̏ʣ

ܥۀࣄഇغͰ͋Δޫܬס
ిʹ͍ͭͯɼҕୗऀۀͰϦ
αΠΫϧΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

ચড়Λ࣮ͨ͠ࢪഇغͷ͏ͪɼഇ؈మݪྉʹɼༀළഇΨϥεྨ࿏ࡐɼༀළഇ
ϓϥενοΫྨܗݻ೩ྉʹ࠶ར༻͢ΔͨΊɼదʹผ͠·͢ɻ

Խ学࣭ٴͼ࣮ܥݧഇغͷཧ୲ͱͯ͠ʮཧखҾ͖ʯΛࢦʹجಋΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ

ચড়ࡁΈഇ؈ʢ7�2LHʣɼഇΨϥεༀළʢ���LHʣɼഇϓϥενοΫྨʢ2�1LHʣɼٴͼܬ
ޫྨʢ��1LHʣɼిסྨʢ200LHʣΛదʹผٴͼϦαΠΫϧΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ

૯߹ཧ学෦ٴͼੜݯࢿՊ学෦ͷ学ੜʹର͠ɼ࣮ܥݧഇغͷݯࢿͱͯ͠ͷ༗ޮ׆༻ʹ͍ͭͯ
ඞͣચড়͢Δ͜ͱͳͲʮʹ࣌ൖग़غઃͷഇࢪಋ͠ɼ·ͨɼͦͷଞͷ学ੜʹ͍ͭͯ環境҆શࢦ
ཧखҾ͖ʯΛࢦʹجಋ͠·ͨ͠ɻ

࣮ܥݧഇغͷదਖ਼ผൖग़ͷ࣮ࢪʹ͍ͭͯɼऔѻऀʹର͠ɼࢦಋڭһ͔ΒʮཧखҾ͖ʯʹ
ΑΔڭҭɾࢦಋΛ͍ͯ͠·͕͢ɼऔѻऀͷదͳऔΓѻ͍͕ग़དྷ͍ͯͳ͍߹͋Γɼޙࠓ֤෦ہɼ
ಋͷඞཁ͕͋Γ·͢ɻࢦҭɾڭଓͨ͠ܧ୯Ґʹ͓͍ͯͷࣨڀݚ

࣮ܥݧഇغʹ͍ͭͯɼʮཧखҾ͖ʯʹैͬͨऔΓѻ͍ͷҰ෦ʹෆదͳͱ͜Ζ͕͋ΔͷͰޙࠓ
ɼܧଓͨ͠ڭҭɾࢦಋΛ࣮͢ࢪΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
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図3　リサイクル可能な実験系廃棄物等取扱量（2012～ 2016年度）
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2 ੜҎ্Λରͱͨ͠ &.4 ɻ͢·͠ࢪΔͷʣΛ࣮ؔ͢ʹܥݧҭʢ࣮ڭຊج
ɻ͢·͠ࢪଶରԠςετΛ࣮ࣄٸۓ　

2 ੜҎ্Λରͱͨ͠ &.4 ɻͨ͠·͠ࢪҭΛ࣮ڭຊج
&.4 ଶରԠςετͷࣄٸۓͨ͠࡞ʹΔ学Պʹ͓͍ͯɼҎલ͕͋ۀͷतܥݧɼ࣮ࡍҭͷڭຊج

ಈըΛ׆༻͠·ͨ͠ɻ
学ੜ͕ແػഇӷӡൖ࣌ʹɼഇӷλϯΫΛసͤͯ͞ഇӷΛྲྀग़ͤͨ͞ͱͷఆͷͱɼ૯߹ཧ学

෦ 1߸ؗೆଆ֎ʹͯɼࣄٸۓଶରԠςετΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻࢦಋڭһ環境҆શࢪઃ୲ऀɼݚ
ɻͨ͠·͍ߦાஔͱഇӷճऩΛٸͷԠࢭࢄͱͱʹɼഇӷͷ֦Պ૯ڀ

ࣄٸۓଶରԠςετͷ༷ࢠಈըʹࡱӨ͠ɼ༰Λฤूͯ͠ɼ֤ྖҬͰޙࠓͷ &.4 ׆ʹҭڭຊج
͔ͤΔΑ͏ʹ͠·ͨ͠ɻ

ࣄٸۓଶରԠςετΛ͜͏ߦͱͰɼ学ੜͪΖΜͷ͜ͱɼڭ৬һରԠํ法࿈བྷମ੍ͳͲΛ࠶
֬ೝͰ͖ɼඇৗʹ༗ӹͳςετʹͳͬͨͱ͍ࢥ·͢ɻ͞Βʹɼͦͷ༷ࢠΛࡱӨͯ͠ಈըʹͨ͜͠ͱͰɼ
ςετΛ࣮͍ͯ͠ࢪͳ͍学ੜڭ৬һʹΠϝʔδཧղͷ͍͢͠༗ӹͳࡐڭΛ࡞͢Δ͜ͱ͕
Ͱ͖·ͨ͠ɻ

ಈըʹɼ͔ࣨڀݚΒ環境҆શࢪઃ·Ͱഇӷӡൖํ法ͰΤϨϕʔλʔΛར༻͢Δࡍͷҙ環境
҆શࢪઃͰͷഇӷҾ͖͠ͳͲɼഇӷΛ҆શʹൖग़͢ΔͨΊʹҙ͖߲͢ࣄΓࠐΈ·ͨ͠ɻ

ޙࠓܧଓͯ͠ɼ&.4 ɻ͢·͑ߟͱ͍͖͍ͨͯ͠༺׆ͨ͠ಈը࡞ճࠓɼ͠ࢪҭΛ࣮ڭຊج

ᾊ૯߹ཧڀݚֶՊ
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ग़ӢΩϟϯύεʹ͓͚Δΰϛͷผɾൖग़法ɼग़ӢΩϟϯύεഇغճऩϚχϡΞϧʹͯنఆ͞
Ε͍ͯ·͢ɻΩϟϯύεΰϛूੵ #09 ʹෆదͳΰϛ͕ൖग़͞Εͨ߹ͷରԠͱ ͦͷγεςϜΛ
֬ೝɾೝ͢Δ͜ͱΛతʹࣄٸۓଶςετΛ͜͏ߦͱͱ͠·ͨ͠ɻ

Ұൠഇغͷग़ӢΩϟϯύεͰͷճऩɼ֎෦ҕୗऀۀʹҕୗ͍ͯ͠·͢ɻഇغճऩ୲ऀ͕
ෆదͳഇغͷൃݟΛ͠ɼࢪઃاը՝ʢݱձܭ՝ࢪઃཧࣨʣʹ࿈བྷ͕͋ͬͨࡍͷ࣮ۀ࡞ܥݧ෦ձ
ϝϯόʔͷٸۓ࿈བྷ͕ਝʹߦΘΕͨ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ࿈བྷΛड͚࣮ͨۀ࡞ܥݧ෦ձϝϯόʔ
͓Αͼࢪઃاը՝ʢ&.4 ୲ʣʹΑͬͯഇغͷ༰ͷ֬ೝ͕ਝʹߦΘΕͨ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ
ෆదͳഇغΛൖग़ͨ͠෦ॺͷಛఆग़ӢΩϟϯύε֤෦ॺͷಟܶอऀ͓Αͼࣄܥ৬һ
ͷҰ੪ϝʔϧ৴ͰߦΘΕɼൖग़ݩͷಛఆʹࢸΔ·Ͱɼ࣮ۀ࡞ܥݧ෦ձϝϯόʔͷ࠲ߨͰอ͢Δ
͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻൖग़͕ݩಛఆ͞Εͨࡍʹɼग़ӢΩϟϯύεഇغճऩϚχϡΞϧɼ島根大学
ҩ学෦࣮ݧഇӷऔѻنଇ͓Αͼഇਫͷऔѻʹؔ͢ΔखҾ͖書ʹଇͬͯࢦಋΛ͜͏ߦͱΛ֬ೝͯ͠ɼۓ
ଶςετΛऴྃ͠·ͨ͠ɻࣄٸ

ຊࣄٸۓଶςετͰɼࢪઃاը՝ʢݱձܭ՝ࢪઃཧ
ࣨʣ͔Β࣮ۀ࡞ܥݧ෦ձϝϯόʔͷ࿈བྷɼ֤෦ॺͷҰ
੪ϝʔϧૹ৴͕ਝʹߦΘΕ·ͨ͠ɻࢪઃاը՝ʢݱձܭ
՝ࢪઃཧࣨʣɼ࣮ۀ࡞ܥݧ෦ձϝϯόʔͷׂ୲໌
֬Ͱͨ͠ɻ

Ұൠഇغͷग़ӢΩϟϯύεͰͷճऩ֎෦ҕୗऀۀ
ʹҕୗ͓ͯ͠Γɼ֎෦ҕୗऀۀͷ֬ೝʹΑΓɼෆదͳഇ
·ΒΕ͑ߟΔέʔε͕大෦ΛΊΔͱ͕ܨʹݟͷൃغ
͢ɻࠓճͷࣄٸۓଶςετͰɼഇغճऩͷ୲ऀͱͷ
ମ੍͓Αͼ࿈བྷମ੍ͷ֬ೝ͕Ͱ͖͓ͯΒͣྗڠ ҕୗऀۀ
ͱͷଧͪ߹ΘͤΛؚΊɼྗڠମ੍ɾ࿈བྷମ੍ͷ֬立ɾ֬ೝ
՝ͱͳΓ·ͨ͠ɻ౼ݕͷޙࠓ͕

ᾇࣄٸۓଶςετの࣮ࢪʢҩֶ෦ʣ
ー学内ゴミ集積BOXに不適切なゴミが搬出された場合の対応ー

ग़ӢΩϟϯύεΰϛूੵ #09 ʹෆదͳΰϛ͕ൖग़͞ΕͨࡍͷࣄٸۓଶରԠͷͨΊͷγεςϜ
ɻͨ͠·͠ࢪଶςετΛ࣮ࣄٸۓங͞Ε͍ͯΔ͔Λ֬ೝ͢Δߏ͕

ग़ӢΩϟϯύεͰのऔ
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ᾈ環境ෛՙのݮΛΊ࣮ͨ͟͠ݧഇӷのճऩ

ग़ӢΩϟϯύεͰɼഇӷͷ༰ͷ໌֬Խͱഇӷ༰ΛՄͳ͔͗Γ୯७ԽΛ͢Δ͜ͱͰɼ࠷ऴ
ॲͰͷޮԽΛଅਐ͍ͯ͠·͢ɻ࠷ऴॲͰͷޮԽʹΑΓɼ環境ෛՙͷݮͱॲཧඅ༻ͷίε
τԽ͕ՄʹͳΔͨΊɼ֤छ࣮ݧͷഇӷΛࠞͥΔ͜ͱͳ͘ɼผͯ͠ճऩ͓ͯ͠Γ·͢ɻ

ग़ӢΩϟϯύεͰɼଟछଟ༷ͳԽ学࣭Λڭҭɼڀݚɼྍʹ༻͓ͯ͠Γ·͢ɻͦͷͨΊɼ҆શ
͔ͭ環境ෛՙݮΛΊͨ͟͠ผճऩํ法Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ

֤෦ॺͰͷ࣮ݧഇӷͷճऩํ法ͷपపఈΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ&.4 ݚमձΛ͡Ίͱ֤ͨ͠छݚຊج
मձɼ৬८ࢹΛར༻ͨ͠ഇӷճऩ法ͷࢦಋΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ഇ ӷ ճ ऩͷ શ ྔ ɼ ผγεςϜಋೖͨ͠ 2010 Ҏ ߱  ֓Ͷ ૿ Ճ͍ͯ͠ Δʢ201�  
1��0-ʣɻഇӷճऩྔͷ૿Ճ環境தͷ࿙͍͑ͷݮΛ͍ࣔͯ͠·͢ɻॲཧඅ༻ͷίετԽͰɼ
2012 ʹ͓͍ͯࠓ·Ͱ֤࠲ߨɾ෦ॺͰอ͞Ε͍ͯͨཹෆ໌ഇӷʢ�20-ʣΛॲཧͨ͜͠ͱ
ʹΑΓॲཧඅ༻ֹ͕ߴͱͳͬͨҎ֎Ͱɼผճऩͷపఈ͕ਐΉͱͱʹෆ໌ഇӷʹ͔͔Δֹߴͳॲ
ཧඅ༻͕ͳ͘ͳͬͨ͜ͱͰɼ1- ͋ͨΓͷॲཧඅ༻͕ʑ҆Ձͱͳ͖͍ͬͯͯ· ʢ͢201�  �� ԁ �
Ὑʣɻ201� ʹॲཧඅ༻ͷ૿Ճ͕ݟΒΕ·͕͢ɼ͜Εॲཧ୯Ձͷ্͕ΓʹΑΔͷͰ͢ɻʢ7�
ԁ �-ʣɻ

出雲キャンパスでの実験廃液回収法
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出雲キャンパスでの廃液回収量とその費用

ʹͷྗऀࢪ࣮ݧʑͷ࣮ݸਫ४ɼ͍ߴਫ४Ͱഇӷճऩɼཧ͕ͳ͞Ε͍ͯ·͢ɻ͜ͷ͍ߴɼࡏݱ
ΑΔͷͰ͋Γɼޙࠓ͜ͷਫ४Λҡ࣋͢ΔͨΊʹݸʑͷ࣮ߋʹऀࢪ࣮ݧͳΔഇӷͷճऩɼཧΛש
Δ͜ͱ͕ॏཁͰ͢ɻ&.4͢ى ৽ݚमձɼجຊݚमձʹ͓͍ͯɼճऩํ法ͷઆ໌ɼపఈΛଅ͢ڭҭ
Λଓ͚Δ͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ

2010 ͔Βશ໘։ͨ࢝͠γεςϜͰ͋Γ·͕͢ɼഇӷͷ༰ͷ໌֬Խͱഇӷ༰ͷ୯७Խ͕ਐΈɼ
ɼॲཧඅ༻ͷίετԽʹͭͳ͕͍ͬͯ·͢ɻݮऴॲͰͷ環境ෛՙͷ࠷

/L
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�� ΤωϧΪʔফඅの੍

ᾇੜݯࢿՊֶ෦

EMS 改善委員会による評価および
学長からの指示を踏まえた改善策など

ੜݯࢿՊ学෦ͷࠓ·Ͱͷ࣮Λ͔ͨ͠׆Έͮ͘ΓΛͯ͠ࢦ学ੜͱ࿈ܞΛਤΓɼҎԼͷઅి
ରࡦΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ

ɽۭ̍ௐͷؒظ༺ɿ� ݄ 20 ʙ � ݄ 20 ɼ12 ݄ʙ � ݄Λॲͱ͠ؾঢ়گʹରԠ
̎ɽۭௐͷઃఆԹɿݪଇͱͯ͠Նق 2�ˆɼౙق 20ˆ
̏ɽి౮͓Αͼిྗɿর໌࣮ثػݧɼઃඋͷෆཁ࣌ 0'' ͳͲ
̐ɽ&.4 χϡʔεΛຖ݄1ճ৴ʢ学෦ϗʔϜϖʔδʹࡌܝʣ
̑ɽদؾߐʹΑΔ༧ؾߴ࠷Թʹͮ͘جઅిཁϝʔϧͷڭ৬һͷҰ੪৴
̒ɽूதۭௐͷ׆༻ʹΑΔࠐͪ࣋Έิॿஆͷઅݮ

大学શମͱͯ͠ͷઅిޮՌ͕ɼՆౙͰͲͷఔͳͷ͔Λࣔ͠ɼઅిඪ͕ୡ͞Ε͍ͯΔ͜
ͱΛ̢̨̚χϡʔεͱͯ͠৴͠·ͨ͠ɻ

w Նق環境লத༧報αΠτɼౙقຊؾڠձஆࢦαΠτΛదٓࢀর͠ɼશମۭௐ
։࢝ɼఀܾظ࣌ࢭఆͷߟࢀͱ͠·ͨ͠ɻ

w શମۭௐʹ͍ͭͯܭըͲ͓Γ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻݸผۭௐʹ͍ͭͯɼ̢̨̚χϡʔεͰϑΟϧλʔਗ਼
ͷपΛਤΓ·ͨ͠ɻ

w ϝʔϧ৴ىש৬һશһʹҙڭ報ΑΓσϚϯυΦʔόʔͷՄੑ͕༧ଌ͞Εͨʹɼؾ
Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

w 学෦ϗʔϜϖʔδʹ̢̨̚χϡʔεͱͯ͠ຖ݄ͷిྗফඅάϥϑΛࡌܝɼಉڭʹ࣌৬һʹϝʔϧ
৴͠লΤωҙࣝͷىשΛਤΔͱͱʹɼศྗి࠲ͷઅిʹؔͯ͠प͠·ͨ͠ɻ

学෦ిྗফඅϞχλʔγεςϜʹΑΓຖ݄ͷిྗফඅྔΛѲ͠ɼ&.4 χϡʔεʹάϥϑͱͯ͠ܝ
͢·ɼपΛਤ͍ͬͯࡌ

大学શମͱͯ͠ɼՆౙͷઅి͕ޮՌతͰ͋Δ͜ͱΛڞ༗͠ɼҙࣝͤ͞ΔΑ͏ʹͰ͖ͯ΄͍͠
ͱ͍ࢥ·͢ɻ

ిྗফඅϞχλʔγεςϜͷσʔλ͔Βͷ
ిྗফඅྔάϥϑͷ৴Λຖ݄͍ߦɼిྗΤ
ωϧΪʔҙىשΛܧଓ͠·͢ɻ

ۭௐ͓Αͼ࣮ݧʹඞཁͳిྗͷదਖ਼ͳ
ଓ͠·͢ɻܧΛݮ 基準温度（17℃）と当月平均気温との差（℃）
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ᾈ૯߹ཧڀݚֶՊ

w &.4 ҭʹ͓͍ͯɼ学ੜઅిʹؔ͢Δपڭຊج
ɾൃܒΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

w ڭतձʹ͓͍ͯɼڭһઅిʹؔ͢Δपɾൃܒ
Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

w ޫܬ౮ͷؒҾ͖ɼෆཁͳর໌ͷফ౮ɼλΠϚʔઃ
ఆʹΑΔΤΞίϯͷؒࣗಈఀࢭΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

w ΤϨϕʔλʔͷؒҾ͖ӡసΛ͍ߦɼ্Լ̏֊ͷঢ
ͼ͔͚·ͨ͠ɻݺͷ֊ஈར༻Λ࣌߱

w ٳظՋதɼࣨٛߨΛ͠ৣࢪɼෆཁͳిྗར༻
Λ͗·ͨ͠ɻ

અిʹؔ͢Δपɼ׆ൃܒಈΛ͍ߦ·͢ɻ

201� ͷి ؾ ༻ྔɼର 2010  ൺ
Ͱɼ Ն ق ʵ 2�20��L8Iʢ ʵ1���� ˋʣɼ ౙ
ʵق 222���L8Iʢʵ1����ˋʣɼؒͰʵ
����1�L8Iʢʵ1��7�ˋʣͰɼڭ৬һɾ学ੜ͕
Ұମͱͳͬͯ͢ݮΔ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

&.4 Ͱɼ学ੜͷࣔܝͷࣨٛߨҭڭຊج
पɾൃܒΛ͍ߦɼݱঢ়ҡ࣋ʹΊ͍ͨͱ͍ࢥ·͢ɻ
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�� ྍに͏環境ෛՙのݮ

ᾇ҆৺ɾ҆શͳҩྍ環境のཱ֬

1� ҩྍഇغΛີݫʹผͯ͠ഇ͢غΔ͜ͱΛൃܒ
2� ഇغϚχϡΞϧͷप
ͷഉग़ྔϞχλϦϯάغછੑഇײ ��
�� ഇغΧʔτͷཧɾӡ༻ݕ

ー医療廃棄物の分別を徹底し，感染性廃棄物による曝露を防止するー
ー廃棄カートの管理・運用を徹底し，感染性廃棄物による曝露を防止するー

ҩ学෦ෟଐපӃ島根ݝ།ҰͷಛఆػපӃͱͯ͠ɼߴઌਐҩྍΛఏ͢ڙΔ໋Λ୲͍ͬͯΔͨ
Ίɼ༷ʑͳ࠷৽ͷҩྍثػɼҩྍࡐྉɼༀࡎͳͲ͕ಋೖ͞Ε͍ͯ·͢ɻͦͷͨΊײછੑഇغΛؚΉ
ҩྍഇغͷഉग़ྔ͕ଟ͘ɼผͷෆపఈʹΑΓ環境ʹѱӨڹΛٴ΅͢͜ͱ͕ݒ೦͞Ε·͢ɻۙɼ
ҩྍ҆શ͓Αͼײછࢭͷ໘͔ΒσΟεϙʔβϒϧʢ୯ճ༻Ͱഇغʣͷ༻͕ෆՄܽͰ͋Γɼ
ҩྍഇغͷൃੜྔʑ૿Ճʹ͋Γ·͢ɻͦͷதͰൃੜ͢Δײછੑഇغɼҩྍैऀࣄ
ͷമ࿐͋Δ͍環境ͷ࿙ग़Λආ͚ΔͨΊɼີݫʹผͯ͠ഇ͠غͳ͚ΕͳΓ·ͤΜɻ͜ͷΑ͏ͳ
ҩྍഇغͷཧʹ֨ݫͳϧʔϧͷ࡞ͱͦͷ९क͕ཁ͞ٻΕ·͢ɻ

ಋʣʹ͓͍ͯɼ֤ප౩ࢦͷ֬ೝɼگΘΔ環境උঢ়ؔʹࢭછײ෦ʹΑΔ環境ϥϯυʢޚછ੍ײ �1
ྍ෦ʹ͓͚Δҩྍഇغɼಛʹײછੑͷҩྍഇغͷผঢ়گΛ֬ೝ

2� ҩྍै͓ऀࣄΑͼྍਗ਼ʹؔΘΔશͯͷελοϑʹର͠ɼපӃʹ͓͚ΔີݫͳผഇغΛܒ
ൃ

�� ҩྍഇغɼײછੑഇغͷഉग़ྔΛϞχλϦϯά

ଓͯ͠ܧͷഉग़ྔϞχλϦϯάΛغછੑഇײ
�ΈΔͱɼ201ͯݟաΛܦɼͦͷ͠ࢪ࣮ ͷײ
છੑҰൠഇغલಉظʹൺͯ �0� ͷ૿
Ճɼײછੑۀ࢈ഇغલಉظʹൺͯ 7� ͷ
૿Ճ͕͞؍Ε·ͨ͠ɻશײછੑഇغͰݟΔͱɼ
201� ͷײછੑഇغ૯ഉग़ྔલಉظʹ
ൺͯ �� ͷ૿Ճͱͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻௐࠪؒظͷ
ԆೖӃऀױ 1000 人ͨΓͷഉग़ྔʹ͢ࢉΔ
ͱɼӈਤͷ༷ͳਪҠ͕ೝΊΒΕɼ2012 
ΛϐʔΫʹഉग़ྔݮগ͠ɼ201� ͱ 201�
ԣ͍Ͱ͋Γ·͕ͨ͠ɼ201� લʹൺֱͯ͠ �� ͷ૿Ճ͕ೝΊΒΕ·ͨ͠ɻ

ҩྍ҆શ͓Αͼײછ༧ͷ໘͔ΒɼσΟεϙʔβϒϧͷ༻Λਪਐ͓ͯ͠ΓɼײછੑҰൠഇغ
ͷഉग़͕૿Ճͨ͠ͱਪ͞Ε·͢ɻ
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ҰํɼഇغΧʔτͷӡ༻࣌ͷײછੑഇغʹΑΔമ࿐ʹ͍ͭͯɼ201� 報告͕͋Γ·ͤ
ΜͰͨ͠ͷͰɼҾ͖ଓ͖ີݫͳཧɾӡ༻Λ͜͏ߦͱ͕·Ε·͢ɻ

w &.4 һͷपߏྉͷӾཡͱΞϯέʔτճʹΑΔ֬ೝʹΑΓɼࢿमݚम͓Αͼͦͷݚҭڭຊج
Λ͏ߦɻ

w ײછ੍ޚ෦ʹΑΔ環境ϥϯυʹ͓͍ͯප౩ɼ֎དྷɼதԝɾಛघྍࢪઃʹ͓͚Δഇغͷผ
ঢ়گɼ環境උͷঢ়گͷ֬ೝΛ͏ߦɻ

w ܧଓͯ͠ഇغͷผͷపఈΛଅ͠ɼނࣄ͠ͷൃੜͷࢭɼҩྍ環境ͷඋɾվળɼ環境ෛՙ
ͷݮΛ͢ൃܒΔɻ

w த్࠾༻ऀɼ֎ऀۀʹର͢ΔײછࢭͷͨΊͷݚमΛ͏ߦؒܭըΛ立Ҋ͓ͯ͠Γɼڭҭɾൃܒ
ΛਐΊͯ͘ߦɻ·ͨɼҩྍ҆શɼײછରݚࡦमձͰͷ৬һͷڭҭɾ׆ൃܒಈ͏ߦɻ

w సɾసམʹؔΘΔΠϯγσϯτɼΞΫγσϯτ報告༰͓Αͼނࣄ͠報告Λௐࠪ͢Δɻ
w ނࣄࢭͷͨΊͷ҆શରࡦΛਪਐ͢Δɻ
w ҩྍ҆શݚमձΛ௨ͯ͡पɾ͢ൃܒΔɻ

ー転倒・転落事故および針刺し事故防止を推進し,事故のために発生する医療資源投入を削減するー
පӃʹ͓͚ΔసɾసམނࣄͳͲͷΠϯγσϯτΞΫγσϯτɼ࣮ࡍʹඃΛड͚ͨऀױ

ͱΑΓऀࣄͰ͋Δҩྍैऀࣄͷෛ୲͕૿大͠ɼडইʹΑͬͯ͋Βͨʹੜͨ͡ྍ࣏ʹର͢Δҩྍݯࢿ
ͷೖྔ͕૿大͠·͢ɻӃͰൃੜ͢ΔΠϯγσϯτɾΞΫγσϯτΛݮগͤ͞Δ͜ͱʹΑΓɼҩྍܦ
Δ͜ͱ͕ՄͰ͢ɻ͢ݙߩʹతʹ༗༻ͰޮతͳපӃӡӦࡁ

w సɾసམʹؔΘΔΠϯγσϯτɼΞΫγσϯτ報告༰Λௐࠪɾղੳ͠ɼ҆શཧҕһձ͓Αͼ
ϦεΫϚωʔδϟʔձٞͰ報告ɼࡦࢭͷపఈΛपɻ

w ނࣄ͠報告書ఏग़ͷపఈɼͦͷڞ௨ࡌهϑΥʔϜͰ͋ΔʮΤϐωοτʯʹΑΔ౷ܭɼཁҼղੳ
Λ࣮ࢪɻ

w ײછରࡦҕһձɼΠϯϑΣΫγϣϯίϯτϩʔϧνʔϜձٞͰ報告͠ɼࡦࢭͷపఈΛपͨ͠ɻ
w ҩྍ҆શɼײછରݚࡦमձΛ։͠࠵ɼߏһͷपɾపఈɻ

ҩྍ҆શʹؔ͢ΔΠϯγσϯτϨϙʔτఏग़ͷൃܒɼ報告γεςϜͷඋʹΑΓɼ報告݅૿
Ճ͠·͕ͨ͠ɼࡏݱ΄΅ԣ͍ͷঢ়گͰ͢ɻΠϯγσϯτϨϙʔτ͓Αͼససམͷ報告݅ɼ
201� ʹൺֱͯ͠ 201� ͦΕͧΕ ���� ͓Αͼ ���� গ͍ͯ͠·͕͠ɼΠϯγσϯτϨݮ
ϙʔτʹΊΔససམ݅ͷׂ߹ 20��� ͔Β 20��� ͱมԽ͋Γ·ͤΜͰͨ͠ɻ·ͨɼই
ྫࣄखज़ͷॲஔ͕ඞཁͳ͍ߴϨϕϧͷ 201� ʹൺֱͯ͠ 201� ૿Ճ͓ͯ͠Γɼ
ͦͷཁҼ໌Β͔Ͱ͋Γ·ͤΜ͕ɼೖӃऀױͷ大෯ͳ૿Ճ͓Αͼऀױྸߴͷ૿Ճ͕ཁҼͷͻͱͭ
ͱͯ͑͠ߟΒΕ·͢ɻ

͠ମӷമ࿐ྫࣄ 200� Ҏ߱ɼঃʑʹ૿Ճ͠ɼ201� ͓Αͼ 201� ʹ報告
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w ͕߅Μༀͷణௐ࣌ͷമ࿐Λ͢ࢭΔͨΊͷରࡦΛ࣮͢ࢪΔɻ
w മ࿐༧ͷͨΊͷޢ۩ͷ༻ϚχϡΞϧΛ࡞͢Δɻ
w ͕߅Μༀ༩ޙͷऀױഉᔔͷཧΛపఈ͢ΔͨΊͷϚχϡΞϧΛ࡞͢Δɻ

͕ϐʔΫͱͳΓ·ͨ͠ɻ͔͠͠ɼ201� ͷ報告 201� ʹൺֱͯ͠ 1�� ͷ大෯ͳݮগ
ͱͳΓɼ201� ಉͰਪҠ͠·ͨ͠ɻܧଓతʹൃܒΛ͍ߦɼରࡦΛ͖ͨͯ͡ߨՌͰ͋Δͱධ
ՁͰ͖·͢ɻ·ͨɼނࣄ報告ͷ༰ΛΈΔͱɼࣹ๓߹ʹΑΔडই͕ଟ͘ɼܾΊΒΕͨखॱʹ
ैΘͣडইͨ͠έʔεɼ҆શࡐثΛਖ਼͘͠ૢ͠࡞ͳ͔ͬͨ͜ͱ͕डইʹͭͳ͕ͬͨέʔε͕͞ݟࢄΕ·
ͨ͠ͷͰɼʮײછ੍ޚ෦ͩΑΓʯΛൃ͠ߦɼ৬һͷҙ͓ىשΑͼ͠ମӷമ࿐ܒ͍ͯͭʹࢭ
ൃ͠·ͨ͠ɻ

w ҩ͕ࢣௐͤ͟ΔΛಘͳ͍߹ɼമ࿐ࢭର͕ࡦશʹ࣮ࢪग़དྷΔ֎དྷԽ学ྍ法ࣨɾༀࡎௐࣨ
ʹͯௐ͢ΔΑ͏ʹશྍՊʹपɻ

w ௐϚχϡΞϧ͓Αͼޢ۩ͷ༻खॱ書Λඋɻ
w Ӄʹ͓͚Δʮ͕߅ΜༀʹΑΔമ࿐ࢭϚχϡΞϧʯΛ࡞͢Δɻ

ససམͷࢭɿ
w ͜Ε·Ͱ௨Γɼৗతͳҩྍ҆શ׆ಈΛ࣮ફ͠·͢ɻ۩ମతʹɼసΞηεϝϯτͷ࣮ࢪͳͲʹ

ΑΓɼసϦεΫͷऀױ͍ߴΛѲ͢ΔͱͱʹচηϯαʔΛ༗ޮʹར༻͢Δ͜ͱͰసΛະવ
ʹ͢ࢭΔऔΓΈΛܧଓ͠·͢ɻ͜ΕΒͷରࡦॏྫࣄͷൃੜΛ͢ࢭΔ͜ͱʹͭͳ͛ΔͨΊɼ
ΑΓ҆શͳҩྍͷఏدʹڙ༩͢Δ͜ͱΛ͠ࢦ·͢ɻ

w ҩྍ҆શݚमձ͓Αͼҩྍثػͷ҆શ༻ͷͨΊͷݚमձΛఆظతʹ։͠࠵ɼҩྍ҆શରࡦͷ࣮
ફͷ׆ൃܒಈΛܧଓ͍ͯ͠ߦ·͢ɻ

͠ମӷമ࿐ͷࡦࢭɿ
w ʮ環境ϥϯυʯʹΑΓɼ֤ප౩ɼ֎དྷɼಛघɾதԝྍ෦ͰͷϞχλϦϯά͓ΑͼࢦಋΛܧଓ

࣮ͯ͠ફ͠·͢ɻՔಇ͕͔ͳΓ͘ߴͳΓɼελοϑͷྔۀ࡞૿Ճ͍ͯ͠ΔͨΊɼવɼނࣄͷ
ϦεΫ͘ߴͳ͍ͬͯΔͱ͑ߟΒΕΔ͜ͱ͔Βɼޙࠓɼ͠ମӷമ࿐ࢭΛॏ՝ͱͯ͠ɼ
ଓ͠·͢ɻܧಈΛ׆ൃܒ

w ײછରݚࡦमձɼҩྍ҆શݚमձΛ։͠࠵ɼ׆ൃܒಈΛܧଓ͠·͢ɻ

ー医療スタッフの抗がん剤による曝露機会を減少させるー
ױΜༀ༩தɼ͋Δ༩ͷ͕߅ͷέΞʹ͍ͭͯɼւ֎ͰऀױΜༀʹΑΔԽ学ྍ法Λड͚Δ͕߅

ऀͷഉᔔʹΑΔҩྍελοϑͷമ࿐͕͞ࢹΕ͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ɼۙ࠷·Ͱຊʹ͓͍ͯ໌
֬ͳ҆શࢦࣔ͞Ε͍ͯ·ͤΜͰͨ͠ɻࡢɼॳΊͯຊྟচजᙾ学ձɼຊྟচजᙾༀ学ձɼ
ຊ͕Μޢ学ձ͕߹ಉͰɼമ࿐ࢭΨΠυϥΠϯΛ࡞͠·ͨ͠ͷͰɼӃͰΨΠυϥΠϯʹͦͬͨ
മ࿐ࢭରࡦΛݕ౼͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
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ΔΑ͏Ӄ௨͠ɼશௐͷ͢ࢪ࣮ͯʹௐࣨࡎΜༀௐ֎དྷԽ学ྍ法ࣨɾༀ͕߅ � ׂ֎དྷ
Խ学ྍ法ࣨʹͯௐ͞Ε͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ɼ͕߅Μༀྍ࣏ࣄલʹܭྍ࣏ը書ʢϨδϝϯʣΛొ͢Δ
͜ͱʹͳ͍ͬͯ·͕͢ɼϨδϝϯొ͍ͯ͠ͳ͍͕ྍ࣏ଘ͠ࡏɼ·ͨɼҰ෦ͷྍՊͰප౩Ͱͷௐ
͕ߦΘΕ͓ͯΓɼҾ͖ଓ͖׆ൃܒಈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

·ͨɼੑൃشͷ͕߅͍ߴΜༀʹ͍ͭͯɼణϧʔτΛଓɼ͋Δ͍औΓ֎࣌͢ʹɼ͕߅Μༀ͕
֎෦ʹඈ͠ࢄͳ͍Α͏ͳث۩Λಋೖ͢Δ͜ͱʹΑΓɼമ࿐ࢭରڧ͕ࡦԽͰ͖·ͨ͠ɻ

Δ͢ߦϚχϡΞϧΛɼ֤෦ॺʹ͓͍ͯपపఈ࣮ͯ͠غͷణόοΫͷഇޙͷణऴྃࡎΜ͕߅
͜ͱʹΑΓɼ環境ͷമ࿐ɼࢣޢͷമ࿐Λܰ͢ݮΔ͜ͱ͕Ͱ͖͍ͯΔͱ͑ߟΒΕ·͢ɻ

ༀࡎ෦Λऀͱͯ͠ɼӃͰʮ͕߅ΜࡎඃരࢭରࡦϚχϡΞϧͷ࡞ϫʔΩϯάɾάϧʔϓʯ
ʢༀࢣࡎɼࢣޢɼҩࢣʣ͕৫͞ΕɼϚχϡΞϧ࡞ʹ͚ͯͷߦ͕౼ݕΘΕ·ͨ͠ɻ2017  �
݄17  ʮʹ͕߅ΜࡎඃരࢭରࡦϚχϡΞϧʯ͕ҩྍ҆શཧҕһձʹ͓͍ͯঝೝ͞Ε·ͨ͠ɻ

w ͕߅ΜༀௐΛͯ͢ɼ֎དྷԽ学ྍ法ࣨɾༀࡎௐࣨʹ࣮ͯ͢ࢪΔΑ͏ɼϨδϝϯͷొͱප౩Ͱ
ͷௐݪଇࢭېͰ͋ΔࢫΛ࠶͠ൃܒ·͢ɻ

w ʮ͕߅ΜࡎඃരࢭରࡦϚχϡΞϧʯͷӡ༻͕ 2017  7 ݄͜ΖΑΓ։࢝͞ΕΔ༧ఆͰ͋ΔͷͰɼ
ҩྍ҆શཧҕһձͷͱɼӃઆ໌ʹΑΓप͕ߦΘΕɼӡ༻͢Δ༧ఆͰ͢ɻ

w ྍۀ࡞ܥ෦ձͰɼༀࡎ෦ؔͷΈͷϞχλϦϯά͔࣮͠ࢪͰ͖͍ͯͳ͍ͨΊɼޢ෦ʹΑΔӡ
༻ϞχλϦϯά࣮͠ࢪ·͢ɻ
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�� ֶੜの環境にର͢Δऔ

201� ͷ׆ಈ

4 月

৽ೖੜجຊڭҭ
　島根大学ͷ &.4 ฒͼʹ学ϧʔϧ͍ͭͯͷεϥΠυΛ࡞͠  ֤学෦ͷ৽ೖੜΦϦ

Τϯςʔγϣϯʹͯઆ໌Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ʮϏϏοͱ͋ʔͱίϯςετʯ࡞ืू։࢝　
ͷΧʔςϯઃஔۀ࡞

6 月

৽ೖҕһରͷ *40ɾ&.4 ͷษڧձ
ҕঢ়ަࣜ
　学ΑΓʮҕঢ়ʯΛަ͞Ε·ͨ͠ɻ
環境݄ؒ׆ಈͷاըӡӦ
　環境ʹ͍ͭͯͷύωϧలࣔɼʮϏϏοͱ͋ʔͱίϯςετʯͷ࡞లࣔͱථΛ

ɻͨ͠·͍ߦ
学Ұ੪ਗ਼

7 月
શ国Ұ੪ਗ਼ +6.1 ʙຊྻ島Λܰ͘͠Α͏ʙ
　࣡ಓ؛ބބͷΰϛर͍ͷ࣮ࢪ

11月

ग़ӢΩϟϯύε学ੜ &.4 ҕһձͱͷަྲྀձ
ߏམͪ༿ਗ਼

環境ϑΣεςΟόϧ
　学ੜ &.4 ҕһձʹ͍ͭͯͷύωϧలࣔͱɼ
　環境ήʔϜΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

学ੜͪͨࢲ &.4 ҕһձ島根大学ͷ &.4 ӡӦʹରͯ͠  学ੜͷࢹ͔ΒࢀՃ͢Δ͜ͱΛతʹ׆
ಈΛ͍ͯͬߦΔ島根大学ͷਖ਼ࣜͳҕһձͰ͢ɻ

201� 学෦ੜɾӃੜΛؚΊͨҕһ 2� 人Ͱ &.4 ͷ࣮ࢪɾվળͱΩϟϯύεͷ環境վળΛ
ඪʹ学ੜ &.4Ͱͷ׆ಈ ·ͨશ学Ͱͷ環境ΠϕϯτʹࢀՃ͠学ੜͷࢹ͔Β&.4 ӡӦʹؔΘͬ
͖ͯ·ͨ͠ɻ

−2016年度活動内容−

①学生 EMS 委員会

出雲キャンパスとの交流会

環境フェスティバル

দߐΩϟϯύεͰのऔ
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12 月

͠·Ͷ大ަྲྀձ
　 学ੜ &.4 ҕһձͷ׆ಈʹ͍ͭͯύωϧΛ༻͍ͯհ

3 月

์ஔࣗసंఫ׆ڈಈͷ࣮ࢪ

その他
報ࢽʮϏϏοͱ島大Τί৽ฉʯͷ࡞
ڭཆ 1 ߸ؗɼ2 ߸ؗɼ大学ϗʔϧͷ͝Έௐࠪ

201�   学ੜ &.4 ҕһձ্׆هಈҎ֎ʹ  ि୯Ґͷఆྫձٞͷ։࠵ʹΑΓҕһձͰ
ͷఏҊҙަݟΛ͜͏ߦʹൃ׆ͱͰ &.4 ಈʹ͓͚Δత͓ΑͼඪΛ͖ͬΓͱܾΊ׆  ׆ͨͬߦ
ಈʹ͍ͭͯͷݟ͠Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

環境ϑΣࢢߐɺळʹদ͍ߦҭΛڭຊج৽ೖੜʹରͯ͠৽ೖੜʹ࣌࢝ʹҾ͖ଓ͖ɺ৽։ࡢ
εςΟόϧʹࢀՃ͠ɺʹ์ஔࣗసंͷఫڈͳͲΛ͍ߦ·ͨ͠ɻଞʹɺͷΧʔςϯͷઃஔɾ
ཧग़ӢΩϟϯύεͱͷަྲྀձͳͲ༷ʑͳ׆ಈΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

·ͨɼࠓɼ環境報告書ͷදࢴσβΠϯΛืू͢ΔʮϏϏοͱ͋ʔͱίϯςετʯʮͷΧʔςϯʯɼ
ʮ͝Έௐࠪʯɼ'BDFCPPLɾ5XJUUFSͰͷ報ɼग़ӢΩϟϯύεͷ学ੜ &.4 ҕһձͳͲɼࡢ͔Βଓ
͍͍ͯΔ׆ಈ৽ͨͳ׆ಈͱͱʹੵۃతʹऔΓΈɼ͞Βʹ׆ಈͷ෯Λ͛Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

2017   ͷলվળΛੜ͔ͯ͠ࡢ  ͞ΒͳΔ学環境ͷվળʹ͕ܨΔΑ͏ʹ׆ಈ͠
͍͖͍ͯͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

۩ମతʹ৽ೖੜجຊڭҭ์ஔࣗసंఫ׆ڈಈʹ͍ͭͯ Γํ͔Γ͢͞ͰΛൃ
Ίͨͨ͠ݟ  վળ͠Α͏ͱ͍ࢥ·͢ɻ·ͨɼશ国Ұ੪ਗ਼ +6.1 ʙຊྻ島Λܰ͘͠Α͏ʙɼ͠·
Ͷ大ަྲྀձͳͲͷΠϕϯτʹੵۃతʹࢀՃ͍ͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ·ͨɼ環境ϑΣεςΟόϧͰɼ
ͨ͘͞ΜͷํʹࢀՃ͍͖ͯͨͩ͠ྑ͔ͬͨͷͰ͕͢ɼࢀޙࠓՃ͢Δࡍʹɼ島根大学Ͱͷ環境ͷऔ
ʹ͍ͭͯɼ͞Βʹप͍͖͍ͯͨ͠Ͱ͢ɻ

ͦͯ͠  ΛఆྫձٞϝʔϦϯάϦετγεςϜͰ֬ೝ͠߹͏͜ͱͰگঢ়ߦಈͷਐ׆֤  学ੜ &.4 ҕ
һձͷ׆ಈΛΑΓԁ͜͏ߦʹͱΛ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

−今後の学生EMS委員の活動について−
学ੜ &.4 ҕһձͰޙࠓ৽ͨͳ学環境ͷΛൃ͠ݟ  վળʹ͚ͯ学ੜͷҙݟΛൃ৴͠ 

学環境ͷվળΛ学ੜͱͱʹऔΓΜͰ͍͖͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ
·ͨ  学ੜͷಠࣗͷࢹ͔Βͷൃʹ׆͍ͨͮجಈΛ௨ͯ͡  ҕһͷΛਤΔͱͱʹ  島根大学

શମͷ &.4 ԽΛ୲͏ׂΛՌ͍͖ͨͯ͠·͢ɻੑ׆ಈͷ͞ΒͳΔ׆

しまね大交流会

放置自転車撤去
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環境報告書ͷදࢴΛ͔͟Δֆ·ͨࣸਅΛܾΊΔɼϏϏοͱ͋ʔͱίϯςετΛࠓ学ੜ &.4
ҕһձ͕த৺ͱͳΓ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ

গ͠Ͱଟ͘ͷ࡞͕ू·ΔΑ͏ɼืूϙελʔɾνϥγʹΑΔݺͼ͔͚Λ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ຊͷԠื૯ 10 ͷத͔ΒɺҎԼͷ࡞ 2 ͠·͕ೖ͠࡞ ʂͨ

 ༏ल࡞ʹબΕͨ � ໊ͷํʹɼ2017  7 ݄12 ʹঢ়ͱ෭ͱͯ͠࠷༏लʹʮΤίόο
ΫʯΛɼ༏लʹʮͳ͠εςʔϓϥʯΛत༩͠·ͨ͠ɻ

༏ल࠷

༏ल

『宍道湖と夏』林　杏奈さん

②ビッとあーとコンテスト

『宍道湖残照』守屋　宏一郎さん
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ग़ӢΩϟϯύεͰ  றं۠ࢭېҬͷறंΛݮΒͨ͢Ίʹ۠Ҭ֎றंͷଟ͍ॴʹϓϥϯλʔΛ
ઃஔ͍ͯ͠·͢ɻ͜Ε  Ҿ͖ଓࠓಈͰ͢ɻ׆ΘΕ͍ͯΔߦྑ͘ͳΓ·͢ͷͰ؍ܠͷߏ
ΕͨՖΛ২͑ସ͑ͨΓރ͖  ٺԽͨ͠ϓϥϯλʔΛॲͨ͠Γ  ՖʹਫΛ༩͑ͨΓͱϓϥϯλʔͷඋ
Λ͜͏ߦͱʹͳΓ·ͨ͠ɻ

ςετؒظʹ߹ΘͤͯࣗशࣨΛ։์͠  ΫʔϧγΣΞʹΑΔઅిΛࢼΈ·ͨ͠ɻ

۠Ҭ֎றं͕ଟ͍ॴΛ֬ೝ͠  ϓϥϯλʔʹՖ
Λ২͑͠  ٺԽͨ͠ϓϥϯλʔΛॲ͠·ͨ͠ɻ
ਫΓʹ͍ͭͯҕһͰ୲ΛܾΊ͍ͯߦ·ͨ͠ɻ

౩ޢ /21ɾٛߨ౩国ྲྀަࡍϥϯδɾάϧʔϓϫʔΫεςʔγϣϯ1ʙ �ɾ12 ࣨΛςετؒظத
ʹ։์͠  学श環境ͷ֬อΫʔϧγΣΞʹΊ·ͨ͠ɻ

ग़ӢΩϟϯύεͰのऔ�
ー2016年度学生EMS委員会の活動について ー

ग़ӢΩϟϯύεͰ  学ੜ &.4 ҕһձ͕学ੜͷઢɾ立͔Βߏ環境ͷඒԽ׆ಈʹऔΓΜͰ͓
Γ·͢ɻ201� ͷ׆ಈʹ͍ͭͯ͝報告க͠·͢ɻ

ਫΓΛऴ͑ͨΒҕһͷϝϯόʔʹ報告͠  ֬ೝ͠
߹͍·ͨ͠ɻறं۠ࢭېҬͰͷறंݮগ͠  ߏ
ͷ؍ܠྑ͘ͳΓ·ͨ͠ɻ

͍ߦతʹϓϥϯλʔͷඋΛظҾ͖ଓ͖ఆޙࠓ
·͢ɻ

①花壇整備

②クールシェア
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� ݄ͱ10 ΘΕΔ島根大学ͷΩϟϯύεΫߦʹ݄
Ϧʔϯσʔʹ͍  学ੜʹࢀՃग़དྷΔ׆ಈΛͭ͘
ΔͨΊ  ΩϟϯύεΫϦʔϯΟʔΫΛܭը͠·͠
ͨɻ

ීஈؾʹͳ͍ͬͯΔॴԚΕ͍ͯΔॴΛআ͢ΔͱɼҰൠͷ学ੜʹϏϏοτϙΠϯτ͕༩͞
ΕΔͱ͍͏ΩϟϯύεΫϦʔϯΟʔΫΛܭը͠·ͨ͠ɻҕһձͷ׆ಈͱͯ͠ɼ報Պ学ԋशࣨͷਗ਼
Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

Ұൠͷ学ੜͰࢀՃͯ͠Լ͞Δํ͕૿͑·ͨ͠ɻ報Պ学ԋशࣨͷਗ਼Ͱ  ์ஔՙ͍ͩ·
·ͷεϦού͕ଟ͘ݟΒΕ·ͨ͠ɻ

Ճͯ͠Β͑ΔΑ͏ࢀʹଟ͘ͷ学ੜޙࠓ  पͷํ法ؒظΛ֬ೝ͠·͢ɻ·ͨ  ΑΓΑ͍学श環
境Λͭ͘ΔͨΊ  ์ஔՙͷݮগʹྗΛೖΕ͍ͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

③キャンパスクリーンウィーク

ͲΕ͘Β͍ͷ人͕։์ͨࣗ͠शࣨΛར༻͍ͯ͠Δͷ͔ʹࡍ࣮  ౩ޢ /21ɼٛߨ౩国ྲྀަࡍϥϯ
δʹ͍ͭͯҕһ͕Ұؒ࣌ຖʹΧϯτ͠·ͨ͠ɻ

౩ޢࡢ /21ͷΈࣗशࣨͱͯ͠։์͍ͯͨ͠ͷͰҩ学Պੜ͕༻ͮ͠Β͍ͱͷҙ͕͋ݟΓ·
ͨ͠ɻͦ͜Ͱࠓ։์͢ΔࣗशࣨΛ૿͠ධΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ͜Ε͔Βଓ͚͍ͯ͜͏ͱ͑ߟ
͍ͯ·͢ɻ

7月23日 7月24日 7月25日 7月26日 7月27日 7月28日 7月29日 7月30日 7月31日 8月1日 8月2日 8月3日 8月4日

20

15

10

5

0

自習室総利用者

国際交流ラウンジ

N21
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ଔۀੜͷଟ͕ࣗ͘సंΛ大学ͷறྠʹ์ஔͯ͠ଔ͞ۀΕ͍ͯ͘ͱ͍͏࣮ࣄΛड͚ ์ஔࣗసंΛ
Ҋ͠·ͨ͠ɻߟΒ͢ํ法ͳ͍͔ͱݮ

ϙελʔΛ࡞ͨ͠Γ  学ੜؒͷϝʔϦϯάϦετ 4/4 Λ༻͍ͨΓͯ͠ओʹଔۀੜΛରʹࣗస
ंͷدΛݺͼ͔͚·ͨ͠ɻد͍͍ͯͨͩͨࣗ͠సं  ৽͘͠ೖ学ͨ͠Ұੜ ԿΒ͔ͷࣄͰ
ࣗసंΛ͍ͯͬ࣋ͳ͍ߍࡏੜʹৡ͠·ͨ͠ɻ

ࣗసंͷधཁ͕څڙΛ্ճͬͯ͠·ͬͨͷͰ  ΑΓଟ͘ͷํʹࣗసंΛد͍͚ͯͨͩ͠ΔΑ͏ʹ͢
Δ͜ͱ͕՝ͱͳΓ·͕ͨ͠ 201�  201� ΑΓগͣͭ͠׆ಈ͕ఆண͖ͯ͠·ͨ͠ɻ

ࣗసंدͷ͓͍ئͷपͷํ法 සΛݟ͠·͢ɻ·ͨ ࣗసंͷدΛ͍ͯͨͩ͘͠ʹ͋ͨͬ
ͯ  ൜ొΛղআ͍ͯͨͩ͘͠ࢫΛڧௐ͍͖ͯ͠·͢ɻ

①④自転車寄付の呼びかけ
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��ϦαΠΫϧͱഉग़͝Έのݱঢ়

201� ɼ201� ʹҾ͖ଓ͖ࢿࢴ
͜͏ߦͷ༗ޮར༻ΛਤΔͨΊɼຖ݄ͷճऩΛݯ
ͱͱ͠·ͨ͠ɻ

2012 ͔Βɼদࢢߐͷۀࣄॴ͝Έͷ
ผํ法ͷมߋʹ͍ɼຊ学Ͱൖग़۠Λม
ɼߋɻʢՄ೩ͱෆ೩ͷ͕۠Ұ෦มͨ͠·͠ߋ
ੜ͝ܥ׆ΈͰҰ෦͕ۀ࢈ഇغͷѻ͍ͱͳ
Δʣ

201� ɼຊ学Ͱͷੜ͝ܥ׆ΈผΛ
పఈ͢Δ͜ͱͰɼશମͷൖग़ྔมΘΒͳ͍͕
ͱͯ͠ॲ͞Ε͍ͯΔͰ͋Ζ͏Ұൠغഇۀ࢈
ഇغΛ͖ͪΜͱผ͠ɼۀ࢈ഇغͷൖग़
ྔΛ 201� ࣮ΑΓݮΒ͢͜ͱΛඪͱ͠
·ͨ͠ɻ

ຖ݄ୈ 2 Ր༵ʹճऩΛ࣮͓ͯ͠ࢪΓɼ݄ॳΊʹճऩͷ͓ΒͤͱΩϩͨΓͷࢴݹചֹͷ
報告Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

দߐΩϟϯύεͰのऔ
Ωϟϯύε͔Βഉग़͞ΕΔੜ͝ܥ׆ΈʢܥۀࣄҰൠഇغʣͷཧͱɼݯࢿࢴͷ࠶ར༻ΛਤΔͨΊ

ͷऔΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

ճऩྔɼྫɼॳΊɼ૿Ճ͠·͕͢ɼͦͷଞͷ݄Ͱஶ͍ͯ͘͠͠ྔݮΔ݄ݟड͚
ΒΕͳ͍ͨΊɼճऩΛ͜͏ߦͱʹ͍ͭͯͷҙࣝਁಁ͍ͯ͠Δͷͱஅ͍ͯ͠·͢ɻ

201�  201� ʹൺճऩྔɾചֹ͕૿Ճ͠·ͨ͠ɻ2017 ͍ͯͬߦࡏݱΔ݄1
ճͷճऩΛܧଓ͍͖ͯ͠·͢ɻ

①古紙回収の推進

②ごみ排出の状況

0
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2011 2013 2014 20152012 2016
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80

521
420

686
564 485

（年度）

（ｔ）

（千円）回収量（ｔ）
売払額（千円）

古紙回収量及び売払額（2011 ～ 2016 年度）

173.2

0
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900

2011 2012 2013 2014 2015 2016

171.8

60.5

33.1
25.4

32.8
22.2

37.4

14.1 13.0

36.4

166.1

194.1
180.7

165.4

767757

885

815
761

12.4

34.4

754

（年度）

（ｔ）
（万円）

出
排

量

用
費
託
委
理
処

可燃ごみの
排出量

不燃ごみの
排出量

産業廃棄物の
排出量

可燃・不燃ごみの排出量および委託費用の推移
＊排出量データ集計の単位は１ケース＝約70ℓを可燃10㎏，
　不燃6㎏として重量換算
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Մ೩͝Έલൺ 0��ˋ૿Ճ͠·͕ͨ͠ɼෆ೩͝Έલൺ ����ɼۀ࢈ഇغ ���� 
Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ͢ݮ

·ͨɼશମͷ͝Έഉग़ྔɼલൺ ���ɼॲඅ༻ ��ˋͱ΄΅ԣഝ͍Ͱͨ͠ɻ

201� ͷҰൠഇغͷഉग़ྔɼ2�� ʢ̓લൺʵ1�1ˋʣͰલΛԼճΓɼ� ࿈ଓ
Ͱ �00 U ҎԼͱͳΓඪΛୡ͠·ͨ͠ɻಛʹࠓաڈ � ؒͰ࠷ഉग़ྔ͕গͳ͘ͳΓ·͠

Ұൠഇغͷഉग़ྔ͕ �00 U Λ͑ͳ͍ͱ͍͏ඪΛ͛ܝɼඪୡͷͨΊʹߏһͷप
׆ൃܒಈɼ大学ɾෟଐපӃͷग़ೖऀۀʹର͢Δ環境ྀͷྗڠཁ  ഇغͷผճऩঢ়گʹ
͍ͭͯͷఆظݕɼഇغͷഉग़ྔٴͼϦαΠΫϧྔσʔλͷूܭɾެදΛ͜͏ߦͱΛܭը͠·ͨ͠ɻ

大学ɾෟଐපӃʹଟ͘ͷ人͕ग़ೖΓ͓ͯ͠Γɼ人ʑͷੜ׆ɾ׆ಈʹ͏Ұൠഇغͷഉग़ྔؒ
�00 U Λ͍͑ͯ·ͨ͠ɻ環境ෛՙΛܰ͢ݮΔͨΊʹɼߏһҰ人ͻͱΓͷ環境ྀʹର͢ΔҙࣝΛ
ɻͨ͠·͠ࢦΛݮͷഉग़ྔغΊͯผճऩΛపఈ͠ɼϦαΠΫϧΛଅਐ͢Δ͜ͱͰҰൠഇߴ

ー一人ひとりの意識向上により一般廃棄物の継続的な排出量低減を目指しますー

Ҿ͖ଓ͖ɼഉग़ྔʹ͍ͭͯຖ݄ͷ֬ೝΛ͜͏ߦͱͱ͠ɼஶ͍͠૿Ճ͕ͳ͍Α͏ਪҠΛϞχλϦϯά͢
Δͱͱʹɼۀࣄॴ͝Έͷผํ法ͷपڧԽΛਤΔ͜ͱͱ͠·͢ɻ

͍͓ʹɻ·ͨɼ৽ೖੜΦϦΤϯςʔγϣϯͨ͠·͍ߦಈΛ׆ൃܒʹΑΔɼผํ法ͷपɾࣔܝ
ͯɼ学ੜ &.4 ҕһձ͔Β৽ೖੜʹର͠ɼΞύʔτʢՈఉʣͱ大学Ͱͷผํ法ͷҧ͍Λ1 ຕʹ·
ͱΊͨνϥγΛɼઆ໌͠·ͨ͠ɻ

ͨ·ɻͨ͠·͍ߦಈΛ׆ൃܒमձ&.4χϡʔεΛ௨ͯ͠पݚҭڭຊجɼ&.4͖ͮجʹըܭࢪ࣮
大学ɾෟଐපӃͷग़ೖΓऀۀʹྗڠཁΛ͍ߦ  ͷผճغΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻഇࢥͷҙྗڠ
ऩঢ়گʹ͍ͭͯߏһͷࣗݾධՁʹՃ͑ͯɼੜۀ࡞ܥ׆෦ձҕһʹΑΔఆظݕΛ͍ߦ·ͨ͠ɻഇ
ɾެද͠·ͨ͠ɻܭूʹຖظ࢛ͷഉग़ྔϦαΠΫϧྔσʔλغ

ग़ӢΩϟϯύεͰのऔ

ᾇҰൠഇغのഉग़ྔݮͱϦαΠΫϧのଅਐ
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ӡ༻ཧ͕ݕະఏग़ͷ෦ॺ͕ଘ͓ͯ͠ࡏΓɼಛʹ࿈ଓͯ͠ະఏग़ͷ෦ॺʹ͍ͭͯݸผʹఏग़Λ
ଅ͢ͳͲͷରԠ͕ඞཁͰ͢ɻ·ͨɼΞϯέʔτະఏग़෦ॺΞϯέʔτͰͷ͍෦ॺΛॏతʹ
८ࢹͯ͠ݕɼߏһͷ環境ྀʹର͢ΔҙࣝͷߋͳΔ্ʹΊΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

ϦαΠΫϧΛਪਐ͠Ұൠഇغͷഉग़ྔΛ͢ݮΔ͜ͱΛඪͱͯ͠प׆ൃܒಈʹऔΓΈ·͠
ͨɻഇغͷഉग़ྔݮগ͠·͕ͨ͠ɼߋͳΔ͚ͯʹݮҾ͖ଓ͖ܒ׆ಈʹΊ·͢ɻ

ͨɻϦαΠΫϧྔɼ�1 ࢴݹ�7� LHʢʴ10��ˋʣɼۭ͖1 ؈��0 LHʢ� 27�1ˋʣɼۭ͖ළ 22�0 
LHʢ�1��0ˋʣɼϖοτϘτϧ ���1 LHʢ����ˋʣͱࢴݹΛআ͍ͯલΑΓճऩྔ͕ݮগ͠·͕ͨ͠ɼ
ഇغͷൃੜࣗମ͕͑ΒΕ͍ͯΔͨΊͰ͋Δͱ͑ߟ·͢ɻ

ΤίΩϟοϓӡಈʹ͍ͭͯɼ/10 法人ΤίΩϟοϓਪਐڠձ͕ 201�  � ݄Ҏ߱ɼΩϟοϓͷ
ϦαΠΫϧͰಘͨച٫རӹΛϫΫνϯͱͯ͠د͍ͯ͠ͳ͍͜ͱ͕ൃ֮ͨ͠Λड͚ɼࡢ͔Β
7��ΓͷΈͲΓձૹ͍ͯ͠·͢ɻΤίΩϟοϓճऩྔ1د࠷�� গ͠·͕ͨ͠ɼݮΑΓࡢͱݸ
1�� ໊ͷϫΫνϯΛد͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ׆ൃܒಈΛؚΊɼޙࠓӡಈܧଓ͍ͯ͘͠༧
ఆͰ͢ɻ

��άϦʔϯߪೖのଅਐ
島根大学Ͱɼ॥環ࣾܕձͷܗͷͨΊʹɼ࠶ੜͳͲͷڅڙ໘ͷऔʹՃ͑ɼधཁ໘͔Βͷ

औ͕ॏཁͰ͋Δͱ͍͏؍͔Βɼ੍ ఆ͞Ε ʮͨ国ʹΑΔ環境ͷௐୡͷਪਐʹؔ͢Δ法ʢά
Ϧʔϯߪೖ法ʣʯΛॱक͠ɼ環境ෛՙͷগͳ͍ɾαʔϏεͷௐୡΛਪਐ͢Δͱͱʹɼͦͷঢ়گ
ͷ࣮Λؔলிʹ報告͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɼ島根大学ͷϗʔϜϖʔδʹ͓͍ͯެදΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

ᾇάϦʔϯߪೖのํ
島根大学環境ํʢ1�� ·রʣʹ͋Γࢀ ʮ͢লݯࢿɼলΤωϧΪʔɼഇغͷྔݮԽٴͼԽ学࣭

ͷదਖ਼ཧͳͲʹΑΓɼԚછͷ༧ͱܧଓతͳ環境վળΛ͏ߦɻʯͱ͍͏جຊํʹͮج ʮ͖環境
ͷௐୡͷਪਐΛਤΔͨΊͷํʯΛఆΊɼɾͷௐୡʹͨͬͯɼ環境ʹྀ͞Ε͍ͯ
ΔͳͲͷௐୡΛ͏ߦΑ͏Ί͍ͯ·͢ɻ

ᾈάϦʔϯߪೖɾௐୡのঢ়گ
島根大学Ͱɼ201� ʹ͓͍ͯ環境ෛՙͷগͳ͍ɾαʔϏεͳͲͷௐୡʢಛఆௐୡʣ

ͦΕͧΕ 21 ͷ 270 ʹ͍ͭͯɼௐୡͷ࣮Λௐࠪ͠·ͨ͠ɻௐୡʹ͍ͨͬͨ1� ɾ1�2
ʢެࣄڞΛআ͘ʣͷௐୡঢ়گ࣍දͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

ͳ͓ɼ࣍දͷͷதͰɼಛఆௐୡͰͳ͍ͷɾ報ͷͳ͍ʹؔͯ͠ɼྔΛআ֎͠
͍ͯ·͢ɻ
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一般廃棄物排出量年次推移
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3,530
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3,590

79,590

3,790
4,090
4,955

64,120

1,530
2,780
3,611

56,050

2,510
2,720
3,555

2016（年度）

61,976

1,830
2,230
3,361

（㎏）

ペットボトル
飲料用空き瓶
飲料用空き缶
古紙

リサイクル量年次推移
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201� ௐୡ࣮

 ओͳ ૯ௐୡྔ ಛఆௐୡ
のௐୡྔ

ಛఆௐୡ
のௐୡʢˋʣ

ྨ　　ࢴ ίϐʔ༻ࢴɼҹࢴ༺ɼӴੜ༻ࢴ 11�01�LH 11�01�LH 100 

จ  ۩  ྨ ༻ɼ̤̖༻ࣄ 11� 100 ݸ 7�7�11 ݸ 7�7

ΦϑΟεՈ۩ Ҝࢠɼصɼॄث �10  �10  100 

ը૾ثػ ίϐʔػɼϓϦϯλɼϑΝΫγϛϦ
 �ݸ ��� �ݸ ��� 100 

ػࢉܭࢠి ػࢉܭࢠి �2�1  �2�1  100 

ΦϑΟεثػ γϡϨομʔɼҰి࣍ 2�1�7 2�1�7  100 

Ҡಈి ଳిܞ 7�2  7�2  100 

Ոి ݿɼྫྷౚݿଂྫྷؾి 7�  7�  100 

ΤΞίϯσΟγϣφʔ ΤΞίϯσΟγϣφʔɼετʔϒ 2�  2� 100 

Թਫث ΨεԹਫث �  �  100 

র　　໌ ޫܬɼ۩ث౮র໌ޫܬ �1�� ຊ �1�� ຊ 100 

ࣗಈं ެ༻ंɼެ༻ं༻λΠϠ ݸ 1 ݸ 1 100 

ফ  Ր  ث ফՐث 1� ຊ 1� ຊ 100 

੍ɾۀ࡞ ੍ɼۀ࡞ �1�2 ண �1�2 ண 100 

ΠϯςϦΞɾ৸৸۩ Χʔςϯ 2�� ຕ 2�� ຕ 100 

खାۀ࡞ खାۀ࡞ 2��  2��  100 

ͦͷଞણҡ ϒϧʔγʔτ 1�2 ຕ 1�2 ຕ 100 

උ༻ࡂ ӫཆௐ৯ɼϨτϧτ৯ �ݸ ��2� ݸ ��2 100 

　　 ҹɼ༌ૹ 10�� ݅ 10�� ݅ 100 

注 1． 各調達数量は，分野ごとの品目全てを集計しています。2．OA 機器の調達量は，リース・レンタルによる数量を含みます。
注 2． 紙類のうち，コピー用紙については，契約上の仕様と実際の古紙配合率とに乖離があるものを含みます。

　　①目標達成状況
島根大学ͷௐୡํʹ͓͍ͯɼඪઃఆΛ͏ߦʹ͍ͭͯɼશͯ 100ˋΛඪͱ͠ɼ201� 

શͯ 100ˋͷௐୡ࣮ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ

　　②その他の物品，役務の調達に当たっての環境配慮の実績
ௐୡͷਪਐʹͨͬͯɼͰ͖ΔݶΓ環境ʹෛՙͷগͳ͍ͳͲͷௐୡʹΊΔ͜ͱͱ͠ɼ環境

ͳͲͷஅج४Λ͑Δج͍ߴ४ͷͷΛௐୡ͢Δ͜ͱɼ·ͨάϦʔϯߪೖ法ద߹͕ଘ͠ࡏͳ
͍߹ʹ͍ͭͯɼΤίϚʔΫͳͲ͕දࣔ͞Εɼ環境อશʹྀ͞Ε͍ͯΔΛௐୡ͢ΔΑ͏Ί
·ͨ͠ɻ

·ͨɼͳͲΛೲ͢ΔऀۀࣄͳͲʹରͯࣗ͠ऀۀࣄ͕ɼάϦʔϯߪೖ法Λਪਐ͢ΔΑ͏ಇ
͖͔͚ΔͱͱʹɼͷೲೖͳͲʹͯ͠ࡍɼͰ͖Δ͚ͩެंͷར༻ʹΊΔΑ͏ಇ͖͔͚ͯ
͍·͢ɻ
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EMS 改善委員会による評価および
学長からの指示を踏まえた改善策など

ଓ͠·͢ɻܧΛ্ɼΞϝχςΟͷ͠ࢪଓͯ͠ՖஃͷඋΛ࣮ܧҎ߱࣍
ʲߟࢀɿࡢվળࢦఠʳ
学ڭߍҭͰࡐڭͱͯ͠׆༻ՄͳՖΛબఆͯ͠২͢Δɼ学ੜͷৗతͳ学ͼʹͭͳ͕Δׂ

Λซͤͯͤͨ࣋Δɻ·ͨɼՖͷબఆɺ২ɺදࣔɺҡ࣋ཧͷաఔʹ学ੜ͕ओମతʹؔΘΔ͜ͱ
͕Ͱ͖ΔػձΛग़͢Δɻ

҆શɾշదͳΩϟϯύε環境ͷॆ࣮ΛਤΔͨΊɼڭҭ学෦౩पลʹՖஃΛඋ͠·͢ɻ

ҭ学෦౩ਖ਼໘ͷ΄͔ɼपลͷՖஃΛॆ࣮ͤ͞·ͨ͠ɻڭ

�� ҆શͰշదͳΩϟϯύεΛ͠ࢦてշదͳܜい্ۭؒのऔ

দߐΩϟϯύεͰのऔ

ᾇڭҭֶ෦
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पลʹՖஃΛඋ͢Δ͜ͱʹΑΓɼҬʹ։͔Εͨ大学ͱͯ͠ɼ学֎ऀʹରͯ͠շదͳΩϟϯݐ
ύεͰ͋Δ͜ͱΛΞϐʔϧͰ͖·ͨ͠ɻ

վળʹ͚ͨ学෦ͷྗڠΛཁதͷͨΊɼ201�  201� ͷ׆ಈΛܧଓ͢Δ͜ͱʹ
ཹ·Γ·ͨ͠ɻ

ɻ͢·͍ࢥͱ͍ͨ͠ࢪଓͯ͠ՖஃͷඋΛ࣮ܧҎ߱࣍
201� ࢦఠ͕͋ͬͨվળ̎ࡦʹ͍ͭͯͷ࣮ݕ͚ͯʹݱ౼தͰ͢ɻͦͷҰ環ͱͯ͠ɼՖͷ

બఆͷࡍʹɼখɾத学ߍͷཧՊڭҭࡐڭʹ׆༻Մͳʮق࢛ʹରԠͨ͠ՖʯΛऔΓೖΕΔ͜ͱΛ
ɻ͢·͍ͯ͠౼ݕ

शձͰɼ学֎ऀͷग़ೖΓ͕ଟ͍͜ͱ͔ΒߨशɼΦʔϓϯΩϟϯύεɼͦͷଞ֤छߨ৽ߋ  学෦౩
पลͷ環境උΛ͜͏ߦͱʹΑΓɼඋ͞ΕͨշదͳΩϟϯύεͰ͋Δ͜ͱΛΞϐʔϧͰ͖Δ΄͔ɼ学
ੜʹͱͬͯշదͳ学श環境ΛඋͰ͖Δͱ͑ߟΒΕ·͢ɻ

①図書館周辺の環境美化活動（ラベンダーの提供）

ਤ書ؗपลͷ環境ඒԽͷऔΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
Ֆஃɼ২ͷҡ࣋ཧۀ࡞ʢڞಉۀ࡞ʹΑΔআʣͷ࣮ફ
ϥϕϯμʔͷՖʢਤ書ؗͰഓʣΛདྷؗऀఏڙɻ

　ਤ書ؗपลͷ環境ඒԽ׆ಈΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ

　దٓੳ͠ଓ͚Δ͜ͱʹҙ͕ٛ͋Γ·͢ɻ͠ࢪଓ࣮ͯ͠ܧಈʹ͍ͭͯɼຖ׆ͨ͠ࢪ࣮

৬һݸʑ͕ແཧͳ࣌͘ʹָ͠ΜͰऔΓΊΔ༰Ͱ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ

201� ͔Βɼෟଐਤ書 ʢؗਤ書報՝ʣͱͯ͠ͷΩϟϯύεΞϝχςΟͰͷऔͱͯ͠ܧଓ͠
Γ͓ͯ͠ࢪ࣮ͯ 2017 Ҿ͖ଓ͖࣮ફ͠·͢ɻ

ᾈෟଐਤ書ؗ
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②図書館温度湿度観測システム

　ؗͷԹ࣪؍ଌγεςϜʹΑΓఆ؍ଌΛ࣍ͷ̎ͭͷ؍͔Βܧଓ࣮͍ͯͯ͠͠ࢪ·͢ɻ
ɾਤ書ؗར༻ऀٴͼਤ書ؗ৬һͷ環境Ӵੜཧ໘
ɾਤ書ࢿྉͷΧϏআٴͼס૩ʹΑΔྼԽࢭ

　Թ࣪ཧͷͨΊͷϞχλϦϯάʢఆ؍ଌʣΛ 201� ͔Βܧଓ࣮ͯ͠͠ࢪ·͢ɻ

　దٓੳ͠ଓ͚Δ͜ͱʹҙ͕ٛ͋Γ·͢ɻ͠ࢪଓ࣮ͯ͠ܧಈʹ͍ͭͯɼຖ׆ͨ͠ࢪ࣮
ಛʹɼؾԹͱ࣪ཧͷԽͷ։࢝ɼਤ書ؗͷշదͳ環境ҡ࣋ͷͨΊʹ立ͭͷͱ֬৴͠

͍ͯ·͢ɻ
࣪ཧʹ͍ͭͯɼଟ࣪ʹͳΔظ࣌Λ໌֬ʹѲͰ͖͍ͯ·͕͢ɼ࣪ରࡦʹ͍ͭͯɼਤ書ؗͱ

ͯ͠ͷॏཁͳ՝ͱͯ͠Ґஔ͚ͮɼઃඋͷվળͷٴ౼ݕͼཁٻΛଓ͚͍ͯΔͱ͜ΖͰ͢ɻ

ͷͨΊ্͠ଓ͚Δ͜ͱʹΑΓɼਤ書ؗͷ環境ͷ҆৺ɾշద͞هଌσʔλΛӬଓతʹଌఆ͠ɼ؍
ͷվળʹ立ͯ·͢ɻ

201� ͔Βɼ্̎هΛෟଐਤ書 ʢؗਤ書報՝ʣͱͯ͠ͷΩϟϯύεΞϝχςΟͰͷऔ
ͱͯ͠ܧଓ࣮͓ͯͯ͠͠ࢪΓ 2017 Ҿ͖ଓ͖࣮ફ͠·͢ɻ
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ᶃ � ݄ͷ࿈͚໌ٳͷ 2 िʢ10 ؒʣͰ֎෦ҕୗܯඋһʹΑΔறྠɾறंࢦಋΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ·ͨɼ
์ஔࣗస ʢं�� ʣͷ学ूੵॴͷҠಈΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ᶄ͞ऀױΜʹৗறͷ֎෦ҕୗܯඋһʹΑΓɼͦͷ͓͍ئ
͠·ͨ͠ɻ

ᶅறंͷதͰ࣮श౩ٴͼڀݚૅج౩ଆͷறंͷඋ
͕ਐΜͰ͍ͳ͍ͨΊ  ̢̨̚χϡʔεΛ௨ͯ͡దͳར༻Λ
प͠·ͨ͠ɻ

ᶆҩ学Պɾޢ学ՊͰͦΕͧΕ̍ ΛඒԽ۠Ҭͱͯ͠நग़͠ɼࣨڭ
ඒԽߍχϡʔεΛ௨̨̢͚ͯ̚͡ɼ学ੜ͍ߦௐࠪΛگݱ
Λ報͠·ͨ͠ɻ

۩ମతͳ׆ಈͱͯ͠ɼᶃڭ৬һٴͼ学ੜʹறंɾறྠ֎ͷறंɾறྠࢭېΛཁ͢Δɼᶄױ
ऀ͞Μʹର͠றྠɾறं֎ͷற ɾंறྠࢭېͷपൃܒΛ͏ߦɼᶅறྠॴͷ֦大ɾඋΛਤΔɼ
ᶆறंͰݥةͳॴΛ໌ࣔ͢Δ͜ͱΛܭը͢ΔɼᶇࣨڭɾϗʔϧͷߍඒԽʹ֬گݱ͚ͯೝΛ
ͱͱ͠·ͨ͠ɻ͜͏ߦ

றྠʹ͍ͭͯϚφʔͷ্͕ΈΒΕΔ໘ɼ۠Ҭ֎றं͕
学Պ౩पลΛத৺ʹ૬͕͋Γɼະͩ環境ྀͷҙޢ
ࣝͷ͕͞͡ײΒΕ·ͨ͠ɻ

ڍҠಈʹΑΓҰఆͷՌΛڈಋɾ์ஔࣗసंఫࢦಈͷ૯ׅͱͯ͠ɼ学෦ͷறྠϚφʔʹ͍ͭͯ׆
͛Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻޙࠓఆظతͳಉ׆ಈΛ͍ߦɼறྠεϖʔεΛ֬อ͢Δ͜ͱͰ݈શͳ環境Λ
றं͕༗ྉԽ͞Εɼறंͷ֦ॆඋ͕ਐΉͱͱߏங͢Δ͜ͱ͕؊ཁͰ͋Γ·͢ɻҰํɼߏ
ʹ్த͔Βͷྟ࣌༻һʹΑΔறंͷར༻ཧ͕࢝·Γ·ͨ͠ͷͰɼ͜ͷ͜ͱͱ࿈ͯ͠ܞறं
ͷదਖ਼ར༻ʹ͍ͭͯपൃܒΛ͍ߦɼར༻Ϛφʔͷ্Λଅ͢ͱͱʹࢪઃݕ౼ҕһձͱ࿈ͯ͠ܞ
ΘΕ·͢ɻࢥΔඞཁ͕͋Δͱྀ͢ߟΛࡦํ

ର۠ҬΛ֦ॆͯ͠ΩϟࢪͱͰҰఆͷՌಘΒΕͨͷͰɼ࣮͜͏ߦඒԽʹ͍ͭͯɼपΛߍ
ϯύεશମͷඒԽΛ͖͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

ଓ͍͖ͯ͠·͢ɻܧಈΛ׆ʹҾ͖ଓ͖ɼ҆શͰշదͳΩϟϯύεΛͭ͘ΔͨΊޙࠓ

ग़ӢΩϟϯύεͰのऔ

ᾇறंɾறྠ֎のறंɾறྠΛݮΒ͢
ΩϟϯύεɾΞϝχςΟۀ࡞෦ձ 201� ͔Β 201� ͷ৽ͨͳ � ϲʹ͚ͨஶ͍͠վળ

͕ඞཁͳ環境ଆ໘ͱ͠ ʮͯறྠɾறं֎ͷறྠɾறंʯʮ学ੜͷࣨڭɾϗʔϧͷߍඒԽͷਪਐʯ
Λநग़͠ɼ環境తɿ҆શͰշదͳΩϟϯύεΛͭ͘ΔɾշదͰඒ͍͠ߍΛ͢ࢦɼ環境తɿற ɾं
றྠ֎ͷறྠɾறंΛݮΒ ɾ͢学ੜͷࣨڭɾϗʔϧͷߍඒԽͷਪਐΛ͜͏ߦͱΛઃఆ͠ɼ࣮
ఆ͖ͯ͠·ͨ͠ɻࡦըΛܭࢪ

放置自転車撤去
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��� ࿑ಇ҆શӴੜのਪਐ

201� ͷຊ֨ՔಇΛݟਾ͑ɼ201� ʹɼԽ学࣭Λѻ͏ࣨڀݚཧऀ͓Αͼಉࣨڀݚ
ͷڭ৬һΛରʹɼγεςϜઆ໌ձΛদߐɾग़ӢΩϟϯύεͰ֤ 2 ճ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻͦͷڀݚ֤ʹࡍ
ࣨͰ༻͞Ε͍ͯΔύιίϯΛͯ͠ࢀ࣋Β͍ɼͦͷޙͷ͕ۀ࡞εϜʔζʹ͑ߦΔΑ͏ɼૢ࡞ɾଓͷ
આ໌Λ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ

大学ͰɼڀݚɾڭҭɾྍͷͨΊʹɼͨ͘͞ΜͷԽ学࣭Λอ༗ɾ༻͓ͯ͠ΓɼͦΕΒ֤छ
法ྩʹఆΊΒΕͨదͳཧΛ͠ɼੑݥةΛѲͯ͠ਖ਼֬ʹ༻͢Δ͜ͱ͕ॏཁͰ͢ɻ

島根大学Ͱ 201� ʹશ学ͷԽ学࣭ΛҰݩཧ͢ΔͨΊɼԽ学࣭ཧγεςϜʢҎԼ
ʮ$3*4ʯͱ͍͏ʣΛಋೖ͢Δ͜ͱ͕ܾఆ͠ɼ४උؒظΛͯܦɼ201� ͔Βͷຊ֨ՔಈΛ։࢝͠·ͨ͠ɻ

ຊ֨ՔಇʹҠ͢ߦΔͨΊʹ֘ڭ৬һʹର͠ɼ$3*4 ͷ༻։࢝Λଅ͢௨Λ $3*4 ͷՔಇঢ়گΛ
Έͭͭɼରऀ͕༻Λ։࢝͢Δ·Ͱෳճ௨Λ͠·ͨ͠ɻ

·ͨɼ$3*4 ઐ༻ͷ学ϗʔϜϖʔδʹɼૢ࡞ϚχϡΞϧɼ༻ऀ͔Βͷ࣭߲ࣄͱͦͷղܾํ法ɼ
ϚελՃʹ͔͔Δ͓ΒͤΛ͠ࡌܝɼ͍ͭͰɾͩΕ͕報ڞ༗Ͱ͖ΔΑ͏ɼਵߋ࣌৽Λͯ͠
͍·͢ɻ

̧̧̥̩ௐࠪථɼಟܶडٴͼۀ࡞環境ଌఆௐࠪථͱ $3*4 ͷݿࡏҰཡΛর߹͠ɼະొ͕͋ͬ
ͨ߹ʹ֘ڭ৬һʹొΛଅ͠·ͨ͠ɻ

ഇӷͷൖग़ཤྺͱܥݧ࣮ $3*4 ͷ༻ཤྺΛর߹͠ɼҰக͠ͳ͍Խ学࣭ʹ͍ͭͯ֘ڭ৬һొ
Λଅ͠·ͨ͠ɻ

Խ学࣭ͷߪೖཤྺΛνΣοΫ͠ɼ$3*4 ͷొʹ࿙Ε͕ͳ͍͔ΛνΣοΫɼ৬һͰ͋Δۀ࡞
環境ଌఆۀ࡞ʹࣨڀݚ֤͕࢜環境ଌఆ࣮ࣨڀݚʹࢪΛ๚Ͷͨࡍʹɼ$3*4 ʹ͍ͭͯͷ࣭ͷճɼ
Քಇঢ়گͳͲʹ͍ͭͯɼ༻ऀʹ֬ೝΛ͠·ͨ͠ɻ

৬һʹڭͰͷཤྺ࣮ͱর߹͠ɼ֘·ࠓ $3*4 ͷొΛଅ͢͜ͱʹΑͬͯɼొٴ
ͼ༻ཤྺ͕૿Ճ͠·ͨ͠ɻ

γεςϜར༻ऀͷϑΥϩʔͷͨΊɼ࡞ͨ͠Խ学࣭ཧγεςϜઐ༻ͷ学ϗʔϜϖʔδʹɼૢ
ɼ͠ࡌܝͱͦͷղܾํ法ɼϚελՃʹ͔͔Δ͓ΒͤΛ߲ࣄΒͷ࣭͔ऀ༺ϚχϡΞϧɼ࡞
͍ͭͰɾͩΕ͕報ڞ༗Ͱ͖ΔΑ͏ɼਵߋ࣌৽Λ͍͖ͯ͠·͢ɻ

·ͨɼ৽ͨʹಉγεςϜΛ༻͢Δ͜ͱͱͳͬͨڭ৬һʹ͍ͭͯɼݸผʹૢ࡞આ໌Λ͍ߦεϜʔ
ζʹγεςϜΛར༻Ͱ͖ΔΑ͏ରԠ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

Խֶ࣭ཧγεςϜのಋೖελʔτ
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໘ $3*4 ͷొɼ༻͢Δ͜ͱ͕ఆண͢ΔΑ͏ʹ͜·Ίʹ௨ɼֻ͚Λ͍ͯ͘͠ඞཁ͕͋
Γ·͢ɻ

ର࣭ʹ͍ͭͯɼҨ࿙͕ͳ͍Α͏ʹ͢ΔʹɼͲ͏͖͔͕͢՝ͱͳΓ·͢ɻ
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5 ಈに͔͔ΔΠϯϓοτɾΞτϓοτ׆ۀࣄ

島根大学Ͱɼ �000 ໊ͷ学ੜɾڭ৬һ͕ڭҭ͓Αͼ׆ڀݚಈʹܞΘ͍ͬͯ·͢ɻ͜ΕΒͷ׆ಈɼٿɾ
Ҭ環境ʹछʑͷෛՙΛੜ͍ͤͯ͡͞·͢ɻ͜͜Ͱɼ大学શମͰͲͷఔͷΤωϧΪʔɾݯࢿΛೖ͍ͯ͠
Δ͔ɼͦͷ݁Ռͱͯ͠Ͳͷఔͷ環境ෛՙΛഉग़͍ͯ͠Δ͔ʹ͍ͭͯɼ؆ܿʹհ͍ͯ͠·͢ɻ

ҰํͰɼ大学ͷڭҭɾ׆ڀݚಈʹ͍ɼࣾձʹϓϥεͷӨڹ༩͍͑ͯ·͢ɻ͜Ε͔Βࣾձग़Α͏ͱ͢Δ
学ੜʹ環境ڭҭΛ͍ߦɼ環境ʹྀͰ͖Δ人ࡐͷҭΛਤ͍ͬͯ·͢ɻ·ͨɼ環境ڀݚҬڀݚͷՌΛɼ
学ͷΈͳΒͣࣾձʹੵۃతʹؐ͢ݩΔ͜ͱ大学ͷॏཁͳׂͰ͋Δͱೝ͍ࣝͯ͠·͢ɻ

ɾग़ӢΩϟϯύε͕環境ʹ༩͍͑ͯΔෛՙͷશମ૾Λུ֓ͱͯࣔͨ͠͠ߐɼ島根大学দࡏݱͷਤɼه্
ͷͰ͢ɻຊ学Ͱɼۙɼ܁Γฦ͠શ学ʹݺͼ͔͚ͯলΤω࣮ܥݧഇӷͷదਖ਼ཧͳͲͷ͞·͟·ͳऔ
Λ͓ͯͬߦΓɼҰఆͷՌΛ͍͋͛ͯ·͢ɻ

લͱൺΔͱɼؾԹ͕Ն͘ߴɼౙ͘ͳΓ·ͨ͠ɻͦͷͨΊɼদߐΩϟϯύεͰɼిྗɼΨεɼ
ॏ༉ͷ༻ྔ͕૿Ճͨ͜͠ͱʹ͍ɼೋࢎԽૉഉग़ྔ͕૿Ճ͠·ͨ͠ɻ·ͨɼग़ӢΩϟϯύεͰɼΨεͷ
୯ՁΑΓॏ༉୯Ձ͕҆Ձͳظ࣌ʹϘΠϥʔͷ೩ྉΛΨε͔Βॏ༉ʹΓସ͑ͨͨΊɼΨε༻ྔݮগ͠ɼॏ
༉༻ྔ૿Ճ͠·ͨ͠ɻ͜ͷॏ༉༻ྔͷ૿ՃͱؾԹʹΑΓిྗ༻ྔ͕૿Ճͨ͜͠ͱʹΑΓɼೋࢎԽૉ
ഉग़ྔ͕૿Ճ͠·ͨ͠ɻ

ͳ͓ɼΤωϧΪʔ༻ྔͷܦσʔλʹ͍ͭͯɼޙड़ͷʮ�
 ΤωϧΪʔ༻ྔͷܦσʔλʯͷ߲Ͱৄ
͘͠հ͓ͯ͠Γ·͢ͷͰ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

島根大学の資源投入と環境負荷

ʵऩࢧόϥϯεΛͨ͑ߟɼ環境ෛՙの੍ʵ

ᾇΤωϧΪʔফඅͱ環境ෛՙ

INPUT（投入） OUTPUT（排出）

温室効果ガス

下水道使用量

一般・実験系廃棄物

7,040トン
19,508トン10,938千kwh

18,340千kwh

上段数字：松江キャンパス
下段数字：出雲キャンパス 68,976㎥

120,350㎥

実験系廃液量

解剖実習及び診療等
に伴う廃液を含む

18,567㎏
5,255ℓ

220トン
511トン島根大学の

活　動

電気

281千㎥
2,095千㎥

ガス

114㎘
781㎘

重油

103千㎥
126千㎥

水
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INPUT（入力）

島根大学の
活　動

OUTPUT（結果）

在　学　生
（6,915名）

教　職　員
（2,041名）

地 域 住 民
クライエント

患者さん：
外来患者数 264,961人

199,587人入院患者数 

卒　業　生
（1,644名）

研究成果の還元

地域環境への配慮

住民の健康・治癒

啓 発 活 動

島根大学Ͱɼڭ৬һͱ学ੜ͕ଟ༷ͳڭҭ׆ڀݚಈΛల։͓ͯ͠ΓɼͦΕΒΛ௨ͯ͡Ҭͷ環境ͷվળʹࢿ
͢ΔΑ͏Ί͍ͯ·͢ɻ্هͷਤɼࣗવɼจԽɼ人ؒͳͲΛؚΉٛͷ環境ʹ͓͍ͯຊ学͕ࣾձʹؐݩɾ
ΔՌΛҰཡʹͨ͠ͷͰ͢ɻ͍ͯ͠ݙߩ

島根大学Ͱɼ環境ڭҭΛॏͨ͠ࢹΧϦΩϡϥϜͮ͘ΓʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ環境ڭҭΛड͚ͨՌΛɼ
৬ࣾձʹؐ͢ݩΔ͜ͱͷͰ͖Δ学ੜΛഐग़͠·͢ɻ

島根大学ͰɼࣗવՊ学ɼ人จՊ学ɼࣾձՊ学ʹΘͨΔଟ͘ͷͰ環境ߦ͕ڀݚΘΕ͍ͯ·͢ɻͦΕΒ
ͷڀݚՌΛɼࣾձʹʹΈ͑ΔܗͰ͖͍ؐͯ͠ݩ·͢ɻ

ɻ۩ମతʹɼެ͢·͍ͯ͠༺׆ʹͷͨΊൃܒಈͰಘΒΕͨՌΛɼҬॅຽࣾձͷ׆ڀݚҭɾڭ ։࠲ߨɼ
ެ։तۀɼ報׆ಈɼൃڀݚදձͷ։࠵ɼߨԋձͳͲͰ͢ɻ

ҩ学෦ɾෟଐපӃͷ׆ಈΛ௨ͯ͡人ʑʹྍ࣏༧Λఏ͠ڙ·͢ɻҩྍɾอ݈ɾࢱʹΑΔҬݙߩΛ環
境ྀͷऔͷҰ環ͱͯ͠Ґஔ͚͍ͮͯ·͢ɻ

Խͷҡ࣋ཧɼࣗసंϚφʔͷ্ɼҬจԽͷอશ׆ಈʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ

ᾈౡࠜେֶのڭҭ׆ڀݚಈͱ環境ݙߩ

①卒業生

②研究成果の社会への還元

③啓発活動

④住民の健康・治癒

⑤地域環境への配慮

島根大学の事業成果

৬һڭ学ੜɼࡏ˞ 201�  � ݄ 1 ࡏݱɼଔۀੜ
　2017  � ݄ �1 ࡏݱɼऀױ 201� Ԇ人
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環境อશ׆ಈʹର͢Δඅ༻ରޮՌΛఆྔతʹѲ͢ΔͨΊʹɼʮ環境ձܭΨΠυϥΠϯ 200� ൛ʢ環
境লʣʯʹ͍ͯͮج 201� ͷ島根大学ͷ環境ձܭΛࢉఆ͠·ͨ͠ɻ

201� ͷ環境อશίετ � ԯ �0�2 ສԁͱͳΓʢদߐΩϟϯύε 722� ສԁɼग़ӢΩϟϯ
ύε � ԯ ���� ສԁʣɼલʹൺͯ 1��0 ສԁ૿Ճ͠·ͨ͠ɻ͜ΕۀࣄΤϦΞίετͱͯ͠ग़
ӢΩϟϯύεͰͷೖӃࣇಐՈ॓ധࢪ৽Ӧࣄɼ̢̧̞ʵ̘̩ஔ౩̍֊̢̧̞ʵ̘̩ࣨࠪݕվमࣄ
ͷʹࣄΔٿ環境อશίετ͕大͖͘Ί͍ͯ·͢ɻཧ׆ಈίετɼԽɼඒԽͷ環境վળ
ରࡦͱͯ͠थͷҡ࣋ɾཧඅ͕૿Ճ͠·ͨ͠ɻ

環境อશରࡦʹ͏ޮࡁܦՌɼݪ༉Ձ֨ͷԼ͕Γɼ̡̙̚র໌ͷվमɼদߐΩϟϯύεͰͷ人ؒՊ
学෦վमࣄɼग़ӢΩϟϯύεͰిؾɼΨεɼॏ༉͕ࡢΑΓ୯Ձ͕Լ͕ͬͨͨΊޫਫඅ͕大෯
�গͨ͜͠ͱʹΑΓɼ201ݮʹ ൺ 7��1 ສԁͷ૿ֹͱͳΓ·ͨ͠ɻ

■環境保全コスト　　  < ୯Ґɿԁ >

分類
費用額

主な取組内容
2015年度 2016年度

	1
ΤϦΞίετۀࣄ ��0�����7 �2�1�2���

	1
ίετࢭެ  �1 1�1�01�� 12�0��70 ਫ࣭Ԛঢ়گௐࠪɾੳɼഇӷλϯΫݻ
ఆɼ༉ٵணߪࡐೖɼࣄ༻Իนઃஔ

	1
�2  ٿ環境อશίετ ���120��� �7�71����
֎นஅߴࣄɼ ޮܕর໌ߴɼ ޮܕτϥ
ϯεઃஔɼશަثۭௐઃඋվमɼٖ
Իஔઃஔ

	1
॥環ίετݯࢿ  �� �2�2�0�7 �71�70�0 ഇغॲཧॲ

	2
ཧ׆ಈίετ 12����7� 1�������

*401�001৹ࠪҡ࣋ɼ環境報告書ɼύϯϑ
Ϩοτ࡞ɾൃߦɼݚमඅ༻ɼԽ学࣭ཧ
γεςϜཧɼΞϯέʔτɼथͷҡ࣋ɾ
ཧ

	�
環境ଛইରԠίετ �2�200 ��7�00 Ԛછෛՙྔො՝ۚ
合計金額 553,916,245 540,619,042

■環境保全効果　 ˚ϚΠφεΛࣔ͢　 < ୯Ґɿྔ >

分類 環境パフォーマンス指標（単位） 2015年度
実績

2016年度
実績

2016年度環境保全効果
（2015年度比）

*/165

૯ΤωϧΪʔೖ ʢྔ̜̟ʣ �0�10� �2���0 20��1

ਫݯࢿೖ ʢྔὗʣ 2�700� 22��22 ˚7���

Խ学࣭ೖ ʢྔLHʣ �17� �022 ˚1��

ೖߪࢴ༺ ʢྔ"ࢉ�ʣʢઍຕʣ 2��7� 2���0 ˚12�

ŪŘƀŕŪųƅŖŰƅŖߪೖ ʢྔઍƁŖſʣ 107 110 �

065165

ೋࢎԽૉഉग़ ʢྔU�$02ʣ 2�112 2���� 1���

ེԫࢎԽʢ4PYʣഉग़ ʢྔ/ὗʣ ��7 2�2 ˚10�

Լਫഉग़ ʢྔὗʣ 1���2� 1���2� ��00

Խ学࣭ഉग़ ɾྔҠಈ ʢྔLHʣ˞ 2��� 　ʵ ʵ　

ഇغ૯ഉग़ ʢྔUʣ 707 7�1 2�

ഇӷഉग़ྔ　　দߐʢLHʣ 21��� 1���7 ˚�272

　　　　　　　 ग़Ӣʢʣ � � 0

■環境保全対策に伴う経済効果　 ˚ϚΠφεΛࣔ͢　 < ୯Ґɿԁ >

分類 効果内容 2015年度実績 2016年度実績 2016度環境保全対策に伴う経済効果
（2015年度比）

ऩӹ ༗Ձͷച٫ऩೖֹ ��1�71 ���2�� ˚�2���

අ༻

ޫਫඅ 771������ 7020����� ˚���0�17�

ഇغॲཧɾॲඅ �2��2�2� �������0 ˚�00����

ഇӷॲཧɾॲඅ ����7�� 2�0�1�2 ˚��0�07

ۚܭ߹ ʢֹऩӹʕඅ༻ʣ ˚�2���00�1 ˚7��11�20� △73,310,888

ᾉౡࠜେֶの環境ձܭ

˞Խ学࣭ഉग़ྔɾҠಈྔʹ͍ͭͯߦݱͷԽ学࣭ཧγεςϜͰରԠ͍ͯ͠ͳ͍ͨΊ͕ࢉग़Ͱ͖·ͤΜɻ
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201� ͷຊ学দߐΩϟϯύεɼग़ӢΩϟϯύεͰফඅ͞ΕͨओͳΤωϧΪʔσʔλΛࣔ͠·͢ɻ
༰͓Αͼσʔλ݁Ռʹ͍ͭͯɼͦΕͧΕͷΩϟϯύεɼ߲͝ͱʹҎԼʹ報告͠·͢ɻࢪ࣮

ᾊΤωϧΪʔ༻ྔのܦσʔλ

電力使用量

ガス使用量

দߐΩϟϯύεͰɼ h লΤωϧΪʔએݴʱΛ
౿·͑ ʮͨઅి࣮ܭߦըʢՆٴقͼౙقʣʯʹج
͖ͮɼੵۃతʹઅిʹऔΓΈ·ͨ͠ɻলΤω
ରࡦͱͯ͠ɼෆཁͳిثػؾͷిݯΦϑɼྫྷஆ
ͷదͳӡసཧʢӡసٴؒظͼࣨԹΛྫྷ
2�ˆɼஆ 1�ˆʣɼ֊ஈ༻ͷߦɼΫʔϧϏεɾ
ΥʔϜϏεͷྭߦͳͲΛऔΓΈ·ͨ͠ɻ

ͦͯ͠ɼর໌Λ -&% Խ͠ɼۭௐઃඋΛলΤ
ωλΠϓʹߋ৽͠·ͨ͠ɻ

݁ՌɼྫྷՆͩͬͨ 201� ͱ 201� Λ
আ͚ݮগʹ͋Γɼ201� ൺͰ̏ɽ̒ ˋ
গ͍ͯ͠·͢ɻݮ

ग़ Ӣ Ωϟϯύ εͰ ɼ̎̌̍̑  ʹ ൺ
̎̌̍ ̒ͷฏؾۉԹ͕ՆقͰ͘ߴɺౙقͰ
͔ͬͨ͜ͱʹΑΓిྗྔ͕૿Ճͨ͠ͱࢥΘΕ
·͢ɻ

দߐΩϟϯύεͰɼΨεྫྷஆΤΞίϯͷ
ӡసͰফඅ͞Ε·͢ɻෆ࣌ࡏʹΦϑɼλΠϚʔ
ΦϑઃఆʹΑΔ༻ྔͷ͚ͨʹݮऔΛਐ
Ί·ͨ͠ɻ

݁ՌɼྫྷՆͩͬͨ 201� ͱ 201� Λ
আ͚༻ྔ΄΅ԣ͍Ͱ͢ͷͰɼߋͳΔྗ
ΊΒΕ·͢ɻٻ͕

（千 kWh）

14,7182011

2012

2013

2014

2015

2016

年度

0 5,000 10,000 15,000 20,000

16,709

18,340

18,030

17,796

15,216

電力使用量（出雲キャンパス）

（千㎥）

2,4122011

2012

2013

2014

2015

2016

年度

0 1,5001,000500 2,000 2,500 3,000

2,519

2,095

2,369

2,389

2,539

ガス使用量（出雲キャンパス）

0 100 200 300 400
（千㎥）

2011

2012

2013

2014

2015

2016

年度

257

274

272

287

239

ガス使用量（松江キャンパス）

281

ग़ӢΩϟϯύεͰɼΨε୯ՁΑΓॏ༉୯Ձͷ
ํ͕҆Ձͱͳ͕ͬͨ͋ؒظΓɺ201�  � ݄ʙ
11݄ʹϘΠϥʔͷ೩ྉΛΨε͔Βॏ༉ʹସΛ
ʹલ͕ྔ༺ɻ͜ΕʹΑΓΨεͨ͠·͠ࢪ࣮
ൺͯݮগ͠·ͨ͠ɻ

（千 kWh）

2011

2012

2013

2014

2015

2016

年度

9,500 10,000 10,500 11,000 11,500

11,231

10,470

10,938

10,429

11,344

11,331

電力使用量（松江キャンパス）
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重油使用量

二酸化炭素排出量

দߐΩϟϯύεͰɼྫྷஆ༻ݯΛΨεٴ
ͼిؾస͢ΔܭըͰ͢ɻ

201� ʹॏ༉ϘΠϥʔΛഇ͠ࢭ·ͨ͠ɻ
ରલൺ̎ɽ̒ࠓ Ͱ͖·ͨ͠ɻݮˋ
Ͱ͢ɻগํݮͱͯ͠

ग़ӢΩϟϯύεͰɼΨε୯ՁΑΓॏ༉୯Ձͷ
ํ͕҆Ձͱͳ͕ͬͨ͋ؒظΓɺ201�  � ݄ʙ
11݄ʹϘΠϥʔͷ೩ྉΛΨε͔Βॏ༉ʹସΛ
ʹલ͕ྔ༺ɻ͜ΕʹΑΓॏ༉ͨ͠·͠ࢪ࣮
ൺͯ૿Ճ͠·ͨ͠ɻ

দߐΩϟϯύεͰɼ201� ͷ $02 ഉग़
ྔɼྫྷՆͩͬͨ 201� ɼ201� Λআ
͚ɼݮগʹ͋Γ·͢ɻ

大学ͱͯ͠ɼলΤωରࡦɼڭ৬һɾ学ੜͷলΤ
ωྗΛਐΊ͖ͯ·͕ͨ͠ɼແବͳΤωϧΪʔফ
අͷ͞ΒͳΔݮͱઃඋରٻ͕ࡦΊΒΕ͍ͯ·
͢ɻ

ग़ӢΩϟϯύεͰɼ̎̌̍ ̒Ψε୯Ձ
ΑΓॏ༉୯Ձͷํ͕҆Ձͱͳ͕ͬͨ͋ؒظΓɺ
201�  � ݄ʙ11݄ʹϘΠϥʔͷ೩ྉΛΨε͔
Βॏ༉ʹସΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ͜ΕʹΑΓॏ༉
༻ྔ͕૿Ճ͠ɺೋࢎԽૉഉग़ྔ͕૿Ճͨ͠ͱ
ΘΕ·͢ɻࢥ

·ͨɺ̎̌̍ ̑ʹൺ̎̌̍ ̒ͷฏؾۉ
Թ͕ՆقͰ͘ߴɺౙقͰ͔ͬͨ͜ͱʹΑΓ
ిྗྔ͕૿Ճͨ͠ͱ͜ͱʹΑΓɻೋࢎԽૉഉग़
ྔ͕૿Ճͨ͠ͱࢥΘΕ·͢ɻ

（kl）

2612011

2012

2013

2014

2015

2016

年度

0 600400200 800 1,000

232

781

158

228

298

重油使用量（出雲キャンパス）

0 100 20050 150 250
（㎘）

201

123

114

2011

2012

2013

2014

2015

2016

年度

159

117

重油使用量（松江キャンパス）

114

0 2000 4000 6000 8000
（トン）

6,696

2011

2012

2013

2014

2015

2016

年度

6,690

7,468

7,304

7,298

二酸化炭素排出量（松江キャンパス）

7,040

（トン）

16,8032011

2012

2013

2014

2015

2016

年度

14,000 17,00016,00015,000 18,000 19,000 20,000

18,827

19,508

18,422

18,688

16,396

二酸化炭素排出量（出雲キャンパス）
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上水道使用量

下水道使用量

দߐΩϟϯύεͰɼجຊڭҭͳͲͰͷઅਫͷ
૿͕߹ɼલʹൺҪਫͷׂ͍ߦͼ͔͚Λݺ
Ճ͠·͕ͨ͠ɺࢢਫͱ߹ͨ͠ܭ༻ྔલͱ
΄΅ಉྔͰͨ͠ɻ

Ҫਫͷਫ࣭ʹ͍ͭͯຖ݄ਫ࣭ࠪݕΛ͓͜ͳ
͍ɺ͕ແ͍͜ͱΛ֬ೝ͍ͯ͠·͢ɻ

ग़ӢΩϟϯύεͰɼ̎̌̍ ̒৽ஙࣄ
ྔ༺͕গͳ͔ͬͨͨΊ্ਫಓࣄͼվमٴ
લͱ༨Γมಈͳ͔ͬͨͱࢥΘΕ·͢ɻ

্ਫಓ༻ྔ͔Βϓʔϧਫɼ٫ྫྷثػਫɼ
ͷิڅਫͳͲɼԼਫಓʹྲྀग़͠ͳ্͍ਫಓΛࠩ
͠Ҿ͍ͨͰ͢ɻ

দߐΩϟϯύεͷ 201� ༻ྔ 201�
Ҏ্߱ਫಓͷ༻ྔͷݮগʹ͍ݮগͯ͠
͍·͕͢ɼ201� ΑΓ10ˋ૿Ճ͠·ͨ͠ɻ

ग़ӢΩϟϯύεͰɼ̎̌̍ ̒৽ஙࣄ
ྔ༺͕গͳ͔ͬͨͨΊԼਫಓࣄͼվमٴ
લͱ༨Γมಈͳ͔ͬͨͱࢥΘΕ·͢ɻ

井水
市水

0 20 40 60 80 100 120
（千㎥）

年度
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8815
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年度
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上水道使用量（出雲キャンパス）
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島根大学Ͱɼদߐɼग़ӢؒͰͷձٞɼۀଧ߹ͤͰͷԟདྷͷͨΊɼদߐΩϟϯύεʹ大ܕόεɼ
தܕόεɼτϥοΫΛؚΉ � ʢͷಛघ༻Λআ͘ʣɼग़ӢΩϟϯύεʹݙମंɼंٸٹɼϚ
ΠΫϩόεɼτϥοΫΛؚΉ 12 Λެ༻ंͱͯ͠ॴ༗ɼ༻͍ͯ͠·͢ɻԼਤ 2012 ʙ 201� 
ͷ֤ެ༻ंͷڑߦΛάϥϑʹͨ͠ͷͰ͢ɻ

দߐΩϟϯύεͰެ༻ंར༻લͱ΄΅ಉ͡Ͱ͕ͨ͠ɼதܕόεʹ͍ͭͯલൺ
210ˋͱ大෯ʹ૿Ճ͠·ͨ͠ɻ͜Εɼݝ֎ԕڑͷར༻͕૿Ճͨͨ͠Ίͱ͑ߟΒΕ·͢ɻ

ग़ӢΩϟϯύεͰެ༻ंͷར༻લൺ গ͠·ͨ͠ɻݮˋ11
環境ʹྀͨ͠ެ༻ंͷར༻ʹΊ͍͖ͯ·͢ɻޙࠓ

0
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松江キャンパス公用車走行距離（2012～2016） 出雲キャンパス公用車走行距離（2012～2016）
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ᾋڭҭ׆ڀݚಈに͔͔Δंのར༻ঢ়گ
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問い合わせ内容 利害関係者 対応処置内容

松
江
キ
ャ
ン
パ
ス

ϓʔϧ౩ۙͷέϠΩ
ͷ͋Δໟ͕ൃੜʹ
Ͱ͋Δɻݥة͍ͯͯ͠

৬һ

ೝͨ͠ͱ͜Ζɼ৮ΕΔͱൽෘͳͲʹԌΛ֬ʹऀۀ
͓͜͢༗ͳໟʢΠϥΨʣͱ໌͠·ͨ͠ɻൃ ͞ݟ
ΕͨέϠΩҎ֎ʹΩϟϯύεͰ֬ೝ͞Εͨͨ
ΊɼΩϟϯύεͷέϠΩʹ͍ͭͯશͯফಟΛ͍ߦ
·ͨ͠ɻ

6 環境ίϛϡχέʔγϣϯ

島根大学Ͱɼຊ学ͷೲࣄͰؔ͢Δऀۀࣄͷօ͞Μʹର͠ɼจ書ʹΑΓ環境ྀͷ
Λ͓ͯ͠Γɼओͳ༰ҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻ͍ئ͓

ग़ӢΩϟϯύεͰྃঝ͍͍ͨͩͨ߹ɼडྖ書Λఏग़͍ͨͩ͘͜ͱͱ͍ͯ͠·͢ɻ̎ ̌̍ ̒ɼ
ग़ӢΩϟϯύεͰ̍̎ ͔ࣾ̕ΒྃঝΛ͍ͨͩ͘͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠

ɾͷൖೖʹؔ͠ɼ環境ྀͷਪਐɼࠝแࡐͷؼͪ࣋Γ
ɾݐઃࣄʹؔ͠ɼค͡Μ૽Իൃੜࢭखஈͷ֤法ྩʹैͬͨదͳഇغɼԚਫͷॲ
ɾਗ਼ɼ͝Έʹؔ͠ɼຊ学ϚχϡΞϧͷॱकɼԚਫͷదͳॲɼϦαΠΫϧͷਪਐ
ɾܯඋʹؔ͠ɼর໌ɾۭௐͷফ͠Εͷྀ
ɾࣗಈंͷΓೖΕʹؔ͠ɼॴఆறं༻ɼΞΠυϦϯάɾετοϓ
ɾٕɾ֨ࢿɼదਖ਼ͳྗྔΛۀࣄͭ࣋һʹΑΔ׆ಈͷ࣮ࢪ

ᾇΩϟϯύείϛϡχέʔγϣϯ

ᾈؔऀۀࣄの環境ྀの͓ئい

ᾉౡࠜେֶੜڠ׆ಉ߹のऔ
ー生協学生委員会が運営する「Re-Use（リユース）市」ー

ओʹଔۀੜΛର ʮʹ·ͩ͑Δ͚ͲɺଔۀɾҾӽͰཁΒͳ͘ͳΔʯͱ͍͏Ո۩ɾՈిΛࠐͪ࣋ΜͰ
͍͖ͨͩɺ৽ೖੜʹແྉͰৡΔͱ͍͏ϦϢʔεاࢢըΛຖ৽学ظ࣌ظʹ։͍ͯ͠࠵·͢ɻ

ɺ2017͍ͯͭʹ߲ࣄ͕͠ඞཁͱͨ͠ݟ·ͰͷऔΓΈͰࡢ վળ͠·ͨ͠ɻ
ᶃ 2 ݄ʹଔۀੜ͔Βͷࠐͪ࣋Έ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹ͢Δ͜ͱɻ
ᶄϦϢʔεࢢͷ։࠵Λ1͚ͩͰͳ͘ෳʹ։͢࠵Δ͜ͱɻ
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ଔۀੜ͔Βͷࠐͪ࣋Έؒظɿ2 ݄1� ʢʣʙ 2� ʢʣɺ2� ʢʣʙ 2� ʢՐʣ
   　　　 � ݄1� ʢՐʣʙ 2� ʢʣ
学ੜҕһڠΕͨՈ۩ɾՈిΛੜ·ࠐͪ࣋Λड͚͓ͯΓɺڙຊ୨ɾίλπͳͲͷՈ۩Λத৺ʹఏص

͕͔ͬ͠ΓͱΫϦʔχϯάͯ͠อɾలࣔ͢ΔΑ͏ʹ͍ͯ͠·͢ɻ
ࡢ121ʢܭ߹Ո۩ɾՈిࠓ 117 ʣͷࠐͪ࣋Έ͕͋Γ·ͨ͠ɻˎՈిఏڙΛड͚Δͷ

Λݶఆ͍ͯ͠ΔͨΊྔ͕͋·Γଟ͋͘Γ·ͤΜɻࠓϕουͷड͚औΓΛࢭΊ·ͨ͠ɻ
৽ೖੜͷϦϢʔεࢢͷ։࠵ɿ2017  � ݄1� ʢՐʣʙ 20 ʢ݄ʣɺ2� ʢʣɺ2� ʢʣ
ͷ � ؒɺ1��00 ʙ17�00 ʹ։࠵ɻձ大学ձؗ 2 ֊ୈ � ूձࣨͰ �1དྷ10� Ҿ͖औΓɻ
ͷநબͰͳ͘ઌணॱͰر 1બΜͰΒ͏Α͏ʹ͠·ͨ͠ɻ
ϦϢʔεࢢऴྃޙΛ大学ձؗ 1֊ʹҠͯ͠อ͠ɺ� ݄ 2 ʢʣ·ͰʹҾ͖औͬͯΒ͏Α

͏ʹ͠·ͨ͠ɻୡΛر͞ΕΔํʹ1 �00 ԁͰ � ݄ �1ʢۚʣʙ � ݄ 2 ʢʣͷؒ ʢʹੜ
　৬һ͕ʣୡ͠·ͨ͠ɻڠ

2 Λ্ճΓ·ͨ͠ɻࡢΈࠐͪ࣋Λઃఆͨ͜͠ͱ͔ΒؒظΈࠐͪ࣋ʹ݄
։࠵Λ � ؒʹͨ͜͠ͱ͔Βདྷ͘͢͠ͳΓɺདྷऀࡢʢ৽ೖੜ �� ʣҰࡢʢ৽ೖੜ

77 ʣΛ্ճΓ·ͨ͠ɻر͢Δ͕நબͰͳ͘དྷ࣌ʹܾ·Δ͜ͱධͰͨ͠ɻ

リユース市開始前の会場の様子 保護者と相談して品物を選択中 期間後半は品物が増えました

དྷऀͷ༧ଌ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨ͜ͱ͔Β 1ͷΈΛબΜͰΒ͏Α͏ʹͨͨ͠Ίʹɺ҆Ձͳ �
ஈ #09 Λબ͞ΕΔํ͍·ͤΜͰͨ͠ɻޙΧϥʔ #09 ΛՃ͑ͯ 2 બΜͰΒ͏Α͏ʹมߋ
͠·͕ͨ͠ɺ� ஈΧϥʔ #09 Λத৺ʹ1� ͷ͕ͯͬ͠·͍·ͨ͠ɻ

બΜͰΒ͏ͷΈ߹ΘͤΛܾΊ্ͨͰɺ։͔࢝Β 2 બͰ͖ΔΑ͏ʹ͖͢Ͱͨ͠ɻ
ϞϊΛ大ʹ͢Δͪ࣋ؾΛҭΈɺଔۀੜ͔Β৽ೖੜͷϦϢʔεͷྠΛͭ͘Δ͜ͱͷͰ͖Δʮ3F�6TF

ʢϦϢʔεʣࢢʯΛ͜Ε͔Βଓ͚͍͖͍ͯͨͱ͍ࢥ·͢ɻ
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7 環境ؔ࿈๏੍نのॱकঢ়گ
島根大学Ͱɼ環境ʹؔ͢Δ法੍نʹ͍ͭͯɼ法ɼ͔ྩߦࢪΒݝɾࢢொଜྫɼ学نఔΛॱक͢

ΔΑ͏Ί͍ͯ·͢ɻ
ͦͷͨΊɼ̎ճɼ法੍نͷվਖ਼ঢ়گΛ֬ೝ͠ɼͦ ͷॱकঢ়گʹ͍ͭͯҰཡදʹΑΓ̎ճͷνΣο

ΫΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

ຊ学Ͱɼ200� ʹ૯߹ཧ学෦ʹ͓͍ͯ法Ͱঝೝ͞ΕͨҎ֎ͷํ法Ͱ֩೩ྉ࣭Λऔಘͨ͠
Ҋ͓Αͼࣄ 2007 ʹҩ学෦ʹ͓͍ͯจ෦Պ学লঝೝྔΛաͯ֩͠೩ྉ࣭Λอ༗͍ͯͨ͠ࣄҊ
Λड͚ɼʮ国立大学法人島根大学ʹ͓͚Δ֩೩ྉ࣭ͷऔѻʹؔ͢ΔߦಈܭըʯΛఆΊɼ֩ ೩ྉ࣭ͷ
҆શͳཧ͓Αͼ༻ʹؔ͢Δ༷ʑͳऔΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

201� ҎԼͷ߲ࣄΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
˔֩೩ྉ࣭ر༺ऀʹɼF ϥʔχϯάʹΑΓɼ֩೩ྉ࣭ͷదͳཧɾ༻ͷͨΊͷ学श

Λ࣮͠ࢪɼཧղ֬ೝςετͷडߨΛຖ ճ͚͍̍ٛͯ·͢ɻ
Ճ͠·ͨ͠ɻࢀशձߨͷ࠵法人࣭֩ཧηϯλʔओஂࡒ୲ऀ͕ެӹࣄ˔

ɻ͢·͖͍ͯ͠ࢪऔΛ࣮͚ͨʹɼదਖ਼ཧࢭൃ࠶Ҿ͖ଓ͖ɼޙࠓ

島根大学ʹؔ࿈͢Δओͳ環境法ྩɼҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

ᾇ環境ؔ࿈๏੍ن

ᾈ֩೩ྉ࣭ͳͲのཧにؔ͢Δऔࠐঢ়گについて

主な法的およびその他の要求事項

大ؾԚછࢭ法

環境報ͷఏڙͷଅਐʹΑΔಛఆऀۀࣄͷ環境ʹྀͨ͠׆ۀࣄಈͷଅਐʹؔ͢Δ法ʢ環境ྀଅਐ法ʣ

Լਫಓ法

ਫ࣭Ԛࢭ法

ড়Խ૧法

ফ法

ಟٴͼܶऔక法

ಛఆԽ学࣭ͷ環境ͷഉग़ྔͷѲٴͼཧͷվળͷଅਐʹؔ͢Δ法ʢ̧̧̥̩法ʣ

ΤωϧΪʔͷ༻ͷ߹ཧԽʹؔ͢Δ法ʢলΤω法ʣ

国ʹΑΔ環境ͷௐୡʹؔ͢Δ法ʢάϦʔϯߪೖ法ʣ

ഇغͷॲཧٴͼਗ਼ʹؔ͢Δ法ʢഇغॲཧ法ʣ

ϙϦԘԽϏϑΣχϧഇغͷదਖ਼ͳॲཧͷਪਐʹؔ͢Δಛผાஔ法ʢഇ 1$# 法ʣ

ѹΨεอ҆法ߴ

法ۀࣄؾి

࿑ಇ҆શӴੜ法

ҩྍ法

ϑϩϯྨͷ༻ͷ߹ཧԽٴͼཧͷదਖ਼Խʹؔ͢Δ法ʢϑϩϯഉग़੍法ʣ
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8 環境ϚωδϝϯτγεςϜのݟ͠

島根大学Ͱɼ大学Ͱͷ̢̨̚׆ಈ͕ܭըʹԊ࣮ͬͯ͞ࢪΕ͍ͯΔ͔ɼࣗΒఆΊͨखॱΛॱकͯ͠
͍Δ͔ͳͲͷνΣοΫΛ͏ߦ෦ࠪһͷཆΛతͱͯ͠ɼʮ෦ࠪһݚमʯΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
201� ֎෦ࢣߨʹΑΓग़ӢΩϟϯύεͰ学ੜ̍ ໊ΛؚΊͨ11໊ͷཆΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

·ͨɼ200� ͔Β৽ͨʹ෦ࠪһνʔϜϦʔμʔͱͯ͠ͷྗྔཆͷͨΊͷʮ෦ࠪһε
ΩϧΞοϓݚमʯΛܭը͠ɼ島根大学ಠࣗͷࢹͰͷԋशΛऔΓೖΕͨ༰Ͱɼ֎෦ࢣߨʹΑΓग़
ӢΩϟϯύε໊̏ͷཆΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ᾇ̞ ̨̤ ̍̐ ̌̌ ̍෦ࠪһݚम

内部監査員研修

スキルアップ研修
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ग़ӢΩϟϯύεͰɼ大学Ͱͷ̢̨̚׆ಈ͕ܭըʹԊ࣮ͬͯ͞ࢪΕ͍ͯΔ͔ɼࣗΒఆΊͨखॱΛॱक
͍ͯ͠Δ͔ͳͲͷνΣοΫΛͨ͏ߦΊɼ ճ̍෦ࠪΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

ᾈڭ৬һにΑΔ෦ࠪ

ग़ӢΩϟϯύεɼ݄͔̒Β࣮ܭࢪըΛ立ͯɼ͜ͷܭըʹԊ࣮ͬͯ͞ࢪΕ͍ͯΔ͔ɼࣗΒఆΊͨखॱ
Λॱक͍ͯ͠Δ͔ͳͲͷνΣοΫΛͨ͏ߦΊɼ ճ̍෦ࠪΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

ຊڭ৬һ໊͕̎̕෦ࠪһͱͯ͠ग़ӢΩϟϯύε̒νʔϜͷฤʹΑΓର෦ہΛࠪ͠·
ͨ͠ɻ࠷ॳʹνΣοΫϦετΛର෦ہʹૹΓɼ書໘ʹΑΔ ʢࠪϨλʔࠪʣΛ࣮͠ࢪɼͦͷޙ
෦ࠪνʔϜ͕෦ہʹ͓͍࣮ͯࠪ͢Δํ法Ͱ͍ߦ·ͨ͠ɻ͜ͷํ法Ͱ࣮݁ͨ͠ࢪՌɼؒ࣌ࠪΛ
ॖͰ͖ɼ࣮ࠪͰݟΔ͖ࢹ͕ߜΒΕɼޮతͳ͑ߦ͕ࠪ·ͨ͠ɻ

Εͨ߹͙͢ʹվ͞ݟൃ͕߹Ε·ͤΜͰ͕ͨ͠ɼෆద͞ݟൃ߲ࣄ߹ճͷ෦ࠪͰɼෆదࠓ
ળΛ͍ߦɼ࣍ճͷ෦ࠪͰ֬ೝ͞ΕΔ͜ͱͱͳΓ·͢ɻ島根大学Ͱɼѱ͍ྫࣄΛൃ͢ݟΔ͚ͩͰ
ͳ͘ɼ大มྑ͍ྫࣄʮ༗ޮྫࣄʯͱͯ͠報告͢Δ͜ͱͰɼଞͷ෦ॺͰ׆༻Ͱ͖ΔΑ͏͍ͯ͠
·͢ɻ

෦ࠪ݁Ռʹ͍ͭͯɼਫฏల։ΛਤΔ͘ΞϯέʔτௐࠪΛ͍ߦɼྨࣅͷෆద߹͕ͳ͍͔ɼ͋
Εվળ͢ΔΑ͏૬ޓʹ報告͢Δ͜ͱͰɼΑΓޮՌతͳ෦ࠪͱͳΔΑ͏ɼྗ͍ͯ͠·͢ɻ
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ᾉ֎෦ؔػにΑΔ৹ࠪ
̎̌̍ ݄͔̒̔̎̏Β݄̔̎̑·Ͱɼΐຊ࣭อূߏػʢ̟̦̖ʣʹΑΔ̍ ̍ͷఆظ৹͕ࠪ

ʣͷ報告͕͋ΓྫࣄΘΕ·ͨ͠ɻ৹ࠪͰɼ̍݅ͷετϩϯάϙΠϯτͱ̓݅ͷάουϙΠϯτʢ༗ޮߦ
·ͨ͠ɻ

ʲετϩϯάϙΠϯτʳ
Λ̢̚ࢣޢɼʹڞಈɾਪਐ͍ͯ͠·͕͢ɼ֤ප౩׆෦ձͰઃఆ͞ΕͨඪΛ֤ප౩Ͱۀ࡞֤

̨ਪਐһʹ͠ɼ֤෭ࢣޢͷԼʹɼײછͱ҆શɼຢɼײછ҆શରࡦͳͲΛஔ͍ͯɼຊདྷ
ಈΛ׆ͷݯࢿͷผɼলΤωɾলغɼҩྍഇޚછͷ੍ײɼӃࢭނࣄͱͯ͠ɼసɾసམۀ
ਪਐ͠ՌΛ͍ͯ͛ڍ·͢ɻ·ͨɼ̥̣ ʢ̨ύʔτφʔγοϓφʔγϯάγεςϜɿ̎ࢣޢ人ମ੍ʣ
ͷ࠾༻ɼࢣޢશһͷϝʔϧΞυϨεͷ༩Ͱલड़ͷ׆ಈΛՃͤ͞Δͱڞʹɼ͞ऀױΜͷ
ରԠͷϨϕϧΞοϓɼࢣޢͷޮۀ࡞্ɼ͞ΒʹۀͷϖʔύʔϨεԽΛਐΊ͍ͯ·ͨ͠ɻຊ
དྷۀͱ౷߹̢̨ͨ̚͠׆ಈΛਐΊՌΛ͛ڍΒΕ͍ͯΔ͜ͱૉΒ͍͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ

ʲάουϙΠϯτʳ
ᾇ࣮ۀ࡞ܥݧ෦ձͰɼ̎̌̍ ݄͔̍̒Β̴̬̱Խ学࣭ཧγεςϜʮ̢̨̰̘̪ʯΛಋೖͯ͠Խ学

࣭ͷ༻ྔɾߪೖྔͷཧΛ࣮͞ࢪΕ͖ͯ·͕ͨ͠ɼ̎̌̍ ݄̑̎ͷϚωδϝϯτϨϏϡʔͰ
ͷ学ͷࢦ ʮࣔग़ӢΩϟϯύεͰಠࣗʹӡ༻͍ͯ͠ΔԽ学࣭ཧγεςϜ͔Βશ学Ͱల։͞Ε͍ͯ
Δ৽̴̬̱Խ学࣭ཧγεςϜʮ̧̘̞ ̨ʯҠ͠ߦɼ૯߹తͳϚωδϝϯτγεςϜΛ֬立͢Δ͜
ͱʯΛ͏͚ɼ৽γεςϜͷҠۀ࡞ߦΛਐΊΒΕ̎̌̍ ݄͔̒̐Βຊ֨ՔಈΛ։࢝͞Ε͍ͯ·ͨ͠ɻ
શ学ͰͷҰݩతͳཧ͕ՄͰɼόʔίʔυͰͷػࡧݕ͍উखͷվળݿࡏཧػͷڧ
ԽछʑͷޮՌ͕ࠐݟΊΔͷͰɼؔ࿈法Λ९कͨ͠ӡ༻͕ՄͱͳΓ·͢ɻ

ᾈग़ӢΩϟϯύεͰִ݄ץͰʮ̢̨̚χϡʔεʯΛൃ͞ߦΕ͍ͯ·͢ɻୈ̑̑߸ͷϝΠϯτϐοΫεʮ̚
Ͱ͢ɻͦͷଞɼ̢̨̚ͷΠϕϯτؔ࿈ʢ෦ࠪऴࢪमձʯͷ࣮ݚຊج̨̢ ɼྃϚωδϝϯτϨϏϡʔ
ɻ͢·͍ͯ͠ࡌܝʹΛλΠϜϦʔ߲ࣄ͍ئΛओʹɼ֤෦ձ͔Βͷ͓ࣄهʣͷχϡʔεࢪ࣮

　લͷ׆ಈ報告ͱຊͷ׆ಈܭըΛप͢Δʮ̢̨̚جຊݚमʢܧଓతͳվળ׆ಈͷϕʔεͱ
ͳΔ̥̙̘̖αΠΫϧΛڧௐ͢Δͱ͜Ζʹಛ৭͕͋Γ·͢ʣʯͱ͋Θͤͯڭ৬һɾ学ੜͷࢀըҙࣝΛৢ
͢Δ༗ޮͳπʔϧͰ͢ɻ

ᾉҩ学ਤ書ؗͰɼݯࢿͷ༗ޮ׆༻Λతʹ࣍ͷΑ͏ͳ書੶ͷϦϢʔε׆ಈΛܧଓ࣮ͯ͠͞ࢪΕ͍ͯ
·͢ɻҩ学ਤ書ؗͷຊདྷతͳۀΛ௨ͨ͡環境վળ׆ಈͰ͢ɻ
ᶃ学ϦϢʔεਤ書ɿഇغ༧ఆͷਤ書ؗॴଂͷॏෳਤ書ʹ͍ͭͯࣨڀݚͰར༻ر͕͋Ε֘ਤ

書Λࣨڀݚʹିग़͢ͷͰɼ̓̌ऑͷ࣮ɻ
ᶄ国ͷҩ学ਤ書ؗ ʢؒຊҩ学ਤ書ؗڠձʣͰͷॏෳࢽࡶͷަɿ̐̌ڧͷ࣮ɻ
ᶅຊͷަɿෆཁʹͳͬͨਤ書Λ学ੜ͕دͪ࣋Γɼਤ書ؗͷઐ༻ॴʹஔ͍͓͖ͯඞཁͱ

͢Δ学ੜ͕ࣗ༝ʹؼͪ࣋Δ͜ͱΛՄͱ͢Δͷɻ
ᶆ報Ϧςϥγʔߨशձͷ։࠵ɿ̍ ̔ճɼ໊̏̔̒ͷࢀՃɻ

ᾊҩ学ӳڭޠҭ学ͰɼʮҬͱੈքʹݙߩͰ͖ΔάϩʔΧϧͳҩྍ人ʯͷҭΛͨ͠ࢦҩ学ӳޠ
ڭ学शޠԽϓϩάϥϜΛల։͞Ε͍ͯ·͢ɻϚϧνϝσΟΞӳߴҭڭ ʢ̴ࣨ � ͂̓ ̰̓ ̸̾ ̽ʣʹ͓͚
Δ̴ʵϥʔχϯάͷੵ׆ۃ༻ɼχʔζϨϕϧʹ߹Θͤͯࣗ༝ʹબͰ͖ΔʮΞυόϯεɾΠϯάϦο
γϡεΩϧίʔεʯͷ։ઃɼϞόΠϧϥʔχϯάࡐڭͷ׆༻࠷৽ͷ̞̩ ٕज़Λ׆༻ͨ͠ͷͰ͢ɻ
学ੜͷӳޠ学शͷརศੑͷ্Λ࣮͠ݱ学ੜͷ࣋ࢧ͘ߴɼ̎̌̍ ̏Ԇ̏ɼ̌ ̍̐ 人ͷར༻͕
̎̌̍ ̑̐ɼ̐ ̍̌ 人ɼຊ̑ɼ̌ ̌̌人Ҏ্Λࠐݟ·Ε͍ͯ·͢ɻ

ᾋੜۀ࡞ܥ׆෦ձͰͷ環境తʮҰൠഇغͷഉग़ྔΛ͢ݮΔʯͷӡ༻ݕͱͯ͠ɼ׆ಈঢ়گΞϯ
έʔτͰ͋Δʮӡ༻ཧݕථʯΛू͍ͯ͠ܭ·͕͢ɼ̎̌̍ ݄̒̍ ͷʮݕථʯͷճऩ͕̒̒ʙ
̔̌ˋͰͨ͠ɻੜۀ࡞ܥ׆෦ձͰʮݕථʯΛճऩͰ͖͍ͯͳ͍෦Λ๚ͯ͠׆ಈঢ়گΛ
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দߐΩϟϯύεʹ͍ͭͯ 201� ݄̔̔ɼग़ӢΩϟϯύ
εʹ͍ͭͯ 2017 ݄̍ 1� ɼܦߴ࠷ӦऀͰ͋Δ学ʹΑ
Δ̢̨̚ͷݟ͠ձٞΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ

͜Ε̥̙̘̖αΠΫϧͷʮ̖̲̓ ̸̾ ʢ̽ݟ͠ʣʯʹΔ෦
Ͱ͋Γ  大มʹॏཁͳձٞͰ͢ɻ

ɼ環境ཧऀ  ෭環境ཧऀɼ̢̨̚ࣄہ
͔Β学ʹର͠  ؒͷ׆ಈ報告ɼ法ྩॱकඞཁͳ報Λఏ
͠ڙ ͦͷޙࠓޙͷܧଓతվળʹ͚ͨఏݴߦͳ͍·ͨ͠ɻ

学͔Βͷݟ݁͠ՌҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻޙࠓ  ͜ͷ݁Ռ
͖ͮجʹ  ΑΓྑ͍ܧଓతվળʹͭͳ͍͖͛ͯ·͢ɻ

ᾊܦӦਞにΑΔ環境ϚωδϝϯτγεςϜのݟ͠

JQA 定期審査・施設概略見学ＪＱＡ定期審査・最終会議

ＪＱＡ定期審査・チーム1 ＪＱＡ定期審査・チーム 2JQA 定期審査・環境管理責任者ｲﾝﾀﾋ ｭ゙ｰ

֬ೝͨ͜͠ͱΛධՁ͍ͨ͠·͢ɻ֬ೝͷ݁ՌɼͦΕΒͷ෦ͷ׆ಈྑ͘ग़དྷ͍ͯͨ͜ͱɼٴͼʮ
ɻͨ͠·͍ͯ͠౼ݕࡦͷํ্ථʯͷճऩݕ

ᾌ ɾ̖̗ ප౩̔֊ͰɼײછੑҩྍഇغͷผཧΛ࣮֬ʹ͢ΔͨΊʹɼผʹҼͬͨྫࣄΛΞϯέʔ
τ͍ͯ͠·ͨ͠ɻͦͷ݁ՌɼʮഇغʹΑͬͯɼผํ法͕͔Βͳ͍ͷ͋Δʯ͜ͱ͕͔Γɼ
օ͞ΜͰݕ౼͠ผํ法ͷ報Λڞ༗Խ͢Δ͜ͱͰผؒҧ͍ΛݮΒ͍ͯ͠·ͨ͠ɻ

ᾍࠪݕ෦Ͱɼ̎̌̍ ݄͔̒̓Βɼ݂ӷഓཆࠪݕ༻ΨϥεϘτϧΛϓϥενοΫϘτϧʹม͍ͯ͠ߋ
·͢ɻΨϥεϘτϧҩྍഇغͰ͕͢ɼϓϥενοΫϘτϧʹม͢ߋΔ͜ͱͰߴʹޙ༺ѹ໓ەॲ
ཧ͕ՄʹͳΓɼҰൠͷۀ࢈ഇغͱͯ͠ͷॲཧ͕ՄͰ͢ɻ

　̎̌̍ ̒ɼ̎̌̍ ̑ͷʠ̎̌ ϖ̡ʔϧ̌̐̎؈ശʗʡͷҩྍഇغΛݮͰ͖ΔࠐݟΈͰ͢ɻ
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͠のͨΊの報ݟ ओͳݟ߲͠ࣄ

ʲদߐΩϟϯύεʳ
ɾվળҕһձʹؔ͢Δ報
ɾ֤෦ہͰͷऔ༰ͷධՁ
ɾલճͷϚωδϝϯτϨϏϡʔͷϑΥϩʔΞοϓ݁Ռ
ɾ法੍نٴͼಉҙ͢Δͦͷଞͷཁ߲ࣄٻͷॱकධ

Ձ݁Ռ

ɽ̍環境ํඌมٴߋͼվળͷඞཁੑ
　ɾಛʹͳ͠
̎ɽతٴͼඪͷมٴߋͼվળͷඞཁੑ
　ɾಛʹͳ͠
̏ɽ環境ϚωδϝϯτγεςϜͷͦͷଞͷཁૉ
　ɾ֤෦ہͰ $IFDLʢࣗݾධՁʣΛ͍ߦɼΟʔΫ

ϙΠϯτʹ͍ͯ͛ڍΔ߲ʹ͍ͭͯɼ࣍
Ͱͷ "DUJPO	 վળࡦͳͲʣΛهड़͠ɼ۩ମతʹ
Ͱ͖ΔΑ͏ʹ͢Δ͜ͱɻߦ࣮

　ɾ෦ہʹΑͬͯɼࡢͱಉ༷ͷࢦఠ͕͋Δͨ
Ίɼࢦఠ߲ࣄΛ܁Γฦ͞ͳ͍ํࡦΛͱΔ͜ͱɻ

　ɾʮ֤෦ہͷ࣮ࢪ༰報告書ʯͷ༷ࣜͷத ʮʹલ
ճͷϚωδϝϯτϨϏϡʔͷϑΥϩʔΞοϓʯ
ͷཝΛઃ͚ΔɼϑΥϩʔΞοϓঢ়͕گѲ͠
͍͢γεςϜ࡞ΓΛ͜͏ߦͱɻ

ʲग़ӢΩϟϯύεʳ
ɾ෦ٴࠪͼ֎෦৹ࠪͷ݁Ռ
ɾ法੍نٴͼಉҙ͢Δͦͷଞͷཁ߲ࣄٻͷॱकධ

Ձ݁Ռ
ɾ࣮׆ͨ͠ࢪಈʢ環境ύϑΥʔϚϯεʣ
ɾརऀؔͷίϛϡχέʔγϣϯ
ɾ環境తɾඪͷୡ
ɾલճͷϚωδϝϯτϨϏϡʔͷϑΥϩʔΞοϓ݁

Ռ
ɾࣾձ環境ͳͲɼपғͷঢ়گͷมԽ
ɾվળͷͨΊͷఏҊ

̍ɽ環境ํͷมٴߋͼվળͷඞཁੑ
　ɾಛʹͳ͠
̎ɽతٴͼඪͷมٴߋͼվળͷඞཁੑ
　ɾ̨̞̤̍̐̌̌̍ʢ̎̌̍̑൛ʣʹରԠͤ͞

ΔͨΊɼ̎̌̍̒Λ్ʹతɾඪΛ
Δɻ͢౼ݕ࠶

̏ɽ環境ϚωδϝϯτγεςϜͷͦͷଞͷཁૉ
　ɾ̢̨̚׆ಈͱ͍͏ڞ௨ͷ立ͪҐஔͷ͋Δদߐ

Ωϟϯύεͱग़ӢΩϟϯύεͷ学ੜ̢̨̚ҕһ
ͷަྲྀձ͕̍ճߦͳΘΕ͍ͯΔ͕ɼ྆Ωϟϯ
ύεͰͷܧଓͨ͠学ੜަྲྀΛਤΔΑ͏ʹॏͶͯ
ɻ͍͍ͨئ౼ݕ

　ɾ෦֎෦͔Β༗ޮͳධՁΛͳ͞Ε͍ͯΔ̢̚
͍ئ౼ݕ報ΛͳΔ֎෦ͷߋͯؔ͠ʹಈ׆̨
͍ͨɻ

　ɾݚमͷडߨ̍̌̌ˋͳ͔ͳ͔͍͠ͱࢥΘ
ΕΔ͕ɼগ͠Ͱଟ͘ͷํ͕डڞͯ͠ߨ௨ͷཧ
ղΛਂΊͯΒ͑ΔΑ͏ʹ͍͍ͨئɻ

ֶにΑΔݟ͠ه
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9 ୈ͔ऀࡾΒの評価について

ੜݯࢿՊ学෦ڭһͱͯ͠ɼ1��� ͔Β 200� ·Ͱͷ̔
ؒɼ島根大学ʹࡏ੶͠·ͨ͠ɻ報告書ͷ環境ϚωδϝϯτγεςϜͷ
औܦҢʹ͋Δͱ͓Γɼ͜ͷظ࣌島根大学ʹ͓͚Δ環境ͷऔ
ͷᴈ໌ظͰɼڭ৬һɼ学ੜɼੜ͔ڠΒߏ͞ΕΔΤίϩδΧϧΩϟϯ
ύεϓϩδΣΫτʢ&$0$ʣɼ大学ͷਖ਼ࣜͳҕһձͰ͋ΔΩϟϯύεɾ
ΞϝχςΟઐҕһձͷҰһͱͯ͠ɼࢲ׆ಈ͠·ͨ͠ɻ

島根大学ΛΕͨޙɼݱ৬ͷํʑ͔Βͷ͓Ͱɼ&.4 ಈ׆
ʹ͍ͭͯပฉ͢Δ͜ͱ͋Γ·͕ͨ͠ɼࠓճɼh 島根大学環境報告書
2017ʱΛಡΜͰɼۙ࠷ͷਐలΛৄࡉʹΔ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻࢲ
�ͱͷ大͖ͳҧ͍ԿΑΓɼ200ࠒ੶ͨ͠ࡏ͕ ʹೝূऔಘͨ͠
*401�001Ͱ͠ΐ͏ɻ͜ͷऔಘʹΑͬͯɼ1%$" αΠΫϧΛ௨ͨ͠ɼ
͞ΒͳΔ環境վળͷऔ͕Մͱͳͬͨ͜ͱ͕ॏཁͰ͢ɻ͢Ͱʹ
10 Λӽ͑Δͦͷऔͷ࣮݁Λɼࠓճͷ報告書ͷ֤ॴ͔Β͏͔͕͍
Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

ಛʹ 201� ͷτϐοΫεͱͯ͠ɼ学ੜ &.4 ҕһͷ׆༂͕大͖͘औΓ্͛ΒΕ͍ͯΔ͜ͱɼ
Λ྆࣠ͱ͢Δ大学ڀݚҭͱڭ &.4 ͷਅࠎͱ͍ࢥ·͢ɻॳظͷ &$0$ ͷ͔ࠒΒɼ学ੜͷօ͞Μ
׆ಈͷཁͰͨ͠ɻҰൠۀاͷ &.4 ʹൺͯɼͳ͔ͳ͔͕ࣄਐ·ͣɼӌԕʹ͡ײΔ͜ͱ
͔֬ʹ͋Γ·ͨ͠ɻ͔͠͠ɼҰேҰ༦ʹղܾ͠ͳ͍環境ͷऔΛɼੈ࣍ʹܧঝ͍ͯ͘͠
Ԧಓͷ͋Γํͱ͑ݴΔͰ͠ΐ͏ɻ

Δͱ͢ΕɼΤωϧΪʔফඅͱ環境ෛՙʹؔ͢Δ߲ʹ͍ͭͯͰ͢ɻ͛ڍҰͭཁΛʹޙ࠷
2011 ͷ౦ຊ大ࡂɼຊࣾձͷ大͖ͳըظͱͳΓ·͕ͨ͠ɼͦͷҰͭʹΤωϧΪʔ
͕͋Γ·͢ɻͦ͏ͨࣾ͠ձશମͷมԽ͕ɼ島根大学ͷऔͱͲ͏͍ؔͯ͠Δ͔͕ɼ͏গ͠໌ࣔ
తʹ報告書͔ΒಡΈऔΕͨͳΒɼΑΓҰҙٛਂ͍ͷͱͳΔͱ͡ײ·ͨ͠ɻ

ʹΑͬͯาΈͷ大͖͞ҧ͑Ͳɼ&.4࣌ ࣮ફͷதͰߴΈΛ͢ࢦແݶͷΒͤΜ֊ஈΛҰ
ஈͣͭঢ͍ͬͯ͘ߦҝͩͱ͍ࢥ·͢ɻ島根大学͕ͦͷۃʹͲ͏͍ͬͨະདྷΛݟਾ͍͑ͯΔ͔ɻ͜
Ε͔Βͷ׆ಈΛָ͠Έʹ͍ͯ͠·͢ɻ

国立研究開発法人 
森林研究・整備機構 森林総合研究所
林業経営・政策研究領域

室長　山本　伸幸　氏

ᾇڀݚཱࠃ։ൃ๏ਓ�ྛڀݚɾඋߏػ�ྛ૯߹ڀݚॴ�ྛܦۀӦɾ
ྖڀݚࡦҬ�ࣨࢁ�ຊ৳͔ࢯΒίϝϯτΛい͖ͨͩ·ͨ͠

国立大学法人 島根大学　環境報告書 20179 ୈ͔ऀࡾΒの評価について

74



島根大学ग़ӢΩϟϯύεͰɼҰൠஂࡒ法人ຊ࣭อূ
৹ࠪΛड͚ɼͦͷ݁Ռɼ̎̌̍ظΑΔఆʹߏػ ̒̍̌ ݄ʹ̍̍
ͷఆظ৹ࠪʹ͓͍ͯɼܧଓతվળ͕͞Ε͍ͯΔͱೝΊΒ
Ε·ͨ͠

ᾈ̞ ̨̤ ̍̐ ̌̌ ̍ఆظ৹ࠪ߹֨
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※ 2017 年 4 月より新学部（人間科学部）設置，組織
を再編しています。
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附属学校園幼児・児童・生徒数
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ᾈ৬һɾֶੜ�（2016年5月1日現在）
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11 環境報告書作成についての自己評価
͜ͷ環境報告書ɼ環境ল͕ 2012  � ʮ環境報告ΨΠυϥΠϯʢ2012ͨ͠ߦൃʹ݄ ൛ʣʯʹ

͍ͯ͠·͢ɻ࡞͍ͯͮج

環境報告ガイドライン対照表
環境報告ΨΠυϥΠϯʢ����൛ʣにΑΔ߲ گঢ়ࡌه ֘ท ͳ͠のཧ༝ࡌه

ʲ�ʳ環境報告のجຊత߲ࣄ
1ɽ報告ʹ͋ͨͬͯͷجຊతཁ݅
 ʢ1ʣର৫ͷൣғɾରؒظ ˓ 7�
 ʢ2ʣରൣғͷัଊͱରؒظͷࠩҟ ˓ �� ʙ �1ɼ7�
 ʢ�ʣ報告ํ ˓ 7�
 ʢ�ʣެදഔମͷํ ˓ 7�ɼ7�
2ɽܦӦऀͷॹݴ ˓ 1ɼ�
�ɽ環境報告ͷ֓ཁ
 ʢ1ʣ環境ྀܦӦͷ֓ཁ ˓ 2ɼ�ɼ7�
 ʢ2ʣ,1* ͷྻܥ࣌Ұཡ ˓ �2 ʙ ��ɼ77
 ʢ�ʣݸผͷ環境՝ʹؔ͢ΔରԠ૯ׅ ˓ � ʙ �
�ɽϚςϦΞϧόϥϯε ˓ ��ɼ�0

ʲ� ʮr環境Ϛωδϝϯτの環境ྀܦӦにؔ͢Δঢ়گʯΛද͢報ɾࢦඪ
1ɽ環境ྀͷऔํɼϏδϣϯٴͼۀࣄઓུ
 ʢ1ʣ環境ྀͷऔํ ˓ �
 ʢ2ʣॏཁͳ՝ɼϏδϣϯٴͼۀࣄઓུ ˓ 1ɼ� ʙ �ɼ72
2ɽ৫ମ੍ٴͼΨόφϯεͷঢ়گ　
 ʢ1ʣ環境ྀܦӦͷ৫ମ੍ ˓ �ɼ71
 ʢ2ʣ環境ϦεΫϚωδϝϯτମ੍ ˓ �� ʙ �2ɼ��ɼ��
 ʢ�ʣ環境ʹؔ͢Δ੍نͷ९कঢ়گ ˓ ��ɼ��
�ɽεςʔΫϗϧμʔͷରԠͷঢ়گ
 ʢ1ʣεςʔΫϗϧμʔͷରԠ ˓ ��ɼ�7
 ʢ2ʣ環境ʹؔ͢Δࣾձ׆ݙߩಈ ˓ 10 ʙ 2�ɼ�� ʙ ��
�ɽόϦϡʔνΣʔϯʹ͓͚Δ環境ྀͷऔঢ়گ
 ʢ1ʣόϦϡʔνΣʔϯʹ͓͚Δ環境ྀͷऔํɼઓུ ˓ �� ʙ ��
 ʢ2ʣάϦʔϯߪೖɾௐୡ ˓ �1ɼ�2
 ʢ�ʣ環境ෛՙ͢ࢿʹݮΔɾαʔϏε ˓ 10 ʙ 2�ɼ�� ʙ ��
 ʢ�ʣ環境ؔ࿈ͷ৽ٕज़ɾڀݚ։ൃ ˓ 22 ʙ 2�
 ʢ�ʣ環境ʹྀͨ͠༌ૹ ˓ ��
 ʢ�ʣ環境ʹྀͨ͠ݯࢿɾෆಈ࢈։ൃʗࢿ ʷ ʕ ֘ͳ͠
 ʢ7ʣ環境ʹྀͨ͠ഇغॲཧʗϦαΠΫϧ ˓ �0 ʙ �2ɼ��ɼ��ɼ�� ʙ �2

ʲ� ʮr׆ۀࣄಈに͏環境ෛՙٴͼ環境ྀのऔにؔ͢Δঢ়گʯΛද͢報ɾࢦඪ
1ɽݯࢿɾΤωϧΪʔͷೖঢ়گ
 ʢ1ʣ૯ΤωϧΪʔೖྔٴͼͦͷݮରࡦ ˓ 11ɼ12ɼ�7ɼ��ɼ�� ʙ �1
 ʢ2ʣ૯࣭ೖྔٴͼͦͷݮରࡦ ˓ 10 ʙ ��
 ʢ�ʣਫݯࢿೖྔٴͼͦͷݮରࡦ ˓ ��ɼ�1ɼ��
2ɽݯࢿͷ॥環తར༻ͷঢ়گʢۀࣄΤϦΞʣ  ˓ �� ʙ ��
�ɽੜ࢈ɾ環境ෛՙͷ࢈ग़ɾഉग़ͷঢ়گ
 ʢ1ʣ૯ੜྔ࢈ຢ૯ൢചྔ ʷ ʕ ֘ͳ͠
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◆島根大学の環境問題・環境報告書に関するご意見，ご感想をお聞かせください。

島根大学財務部施設企画課
TEL：0852（32）9829
FAX：0852（32）6049

E-Mail：fpd-mkanmane@office.shimane-u.ac.jp
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島根大学環境シンボルマーク
　島根大学では教育･研究･医療･社会貢献活動
を通じて環境問題に取り組んでいます。
　このマークに描かれている葉っぱは環境への
配慮を，ペンはあらゆる教育を通じて学習し，
さまざまな環境問題に取り組んでいく姿勢を表
しています。
　まさに島根大学の姿勢を表すシンボルマーク
と言えるでしょう。
　島根大学ではこのシンボルマークを環境方針
カードに記し，構成員，準構成員（学生）一人
ひとりが環境を改善するために何ができるかを
カードの裏面に書きとめています。

島根大学マスコットキャラクター
ビビット
　本を抱えて元気よく歩いているビビット。彼
の頭についているアンテナは常に時代をキャッ
チすることができます。環境報告書にも度々登
場するビビットは，学生EMS委員である学生た
ちの手によって描かれています。
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